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　高校一年の秋、僕の初はつ恋こいは失しつ恋れんと同時に訪おとずれた。

「紹しよう介かいしとくね。私のカレ、宝ほう積しやく伊い澄すみ。星せ七なの学校の二年先せん輩ぱいよ」

「よろしく……って、今いま更さらだよなぁ、宮みや野の星七」

　学校から帰宅した僕を玄げん関かんで出で迎むかえたのは、悔くやしいくらいお似合いの二人。

　近所の名門女子大に通う四歳年上の宮野美み織おりは、弟の口から言うのもなんだけど才さい色しよく兼けん備びで自じ慢まんの姉だ。僕の高校にもファンが多いし、「高たか嶺ねの花」って噂うわさされている。

　そして、彼女の隣となりで笑っている二学年上の伊澄先輩。女子からの人気が絶大なうえ、弓きゆう道どう部の主将として全国大会まで出場したイケメンだ。長身で凜りんとした佇たたずまいは学生離ばなれしていて、大人びた美び貌ぼうと相まって一種カリスマ的な雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　そんな二人が付き合っているなんて、まるで漫まん画がかドラマの世界みたいだった。姉さんの方が少し年上になるけど、伊澄先輩なら横に並んでもまったく遜そん色しよくがない。

　平へい凡ぼんな僕を、突とつ然ぜん襲おそった噓うそみたいな展開。

　あまりの出来事にボンヤリしていたら、ひょいと伊澄先輩が顔を覗のぞき込んできた。

「せーな、おまえ、話ちゃんと聞いてる？」

「え……わっ」

　無造作に伸のばされた右手を避さけ、僕は慌あわてて後ずさる。いつもの調子で気安く頭を撫なでられたりしたら、内心の動どう揺ようが顔に出てしまうからだ。それでなくても伊澄先輩はスキンシップ好きで、校内で僕を見かけるたびに何かと構ってくる。

　だけど、それも今日限りだ。

　これからは、そんな行こう為いに一いつ喜き一いち憂ゆうなんかしない。

　僕は、咄とつ嗟さに心の中で誓ちかいを立てた。

「ちぇっ、かわされたか」

　苦笑いで手を引っ込め、伊澄先輩はこちらをねめつけた。

「そんな、つれなくするなってば。学校同様に、仲良く頼たのむって」

「学校でも、仲良くした覚えはありません。先輩の思い違ちがいです」

「えええ。可愛かわいい後こう輩はいとして、目をかけてやってるだろぉ」

「僕、犬の散歩があるから失礼します」

「おい、制服のまんまでか？」

　無視して一礼し、僕はくるりと背中を向ける。とにかく、一刻も早くこの場から離れたかった。星七、と尚なおも引き止めようとする彼を、姉さんが「やめなさいよ」と窘たしなめる。

　何だよ、もう尻しりに敷しかれちゃってさ。

　胸で毒づきながら、僕はさっさと外へ出た。共働きの両親は夜まで帰らないし、しばらくは二人きりで仲良く過ごせばいい。気の利きく弟は、いつもの散歩コースを三周くらいしてあげるよ。だって──これ以上、仲のいい彼らを見ていたくないから。

「ハチベエ、行くぞ」

「わふっ」

　犬小屋へ声をかけると、張り切った様子で雑種の中型犬が飛び出してきた。二年前、譲じよう渡と会で我が家に来たハチベエだ。ちょうど今が遊び盛りだし、三倍も散歩ができたら大喜びに違いない。きっと付き合う僕もへとへとになって、余計なことを考えなくなるだろう。

　伊澄先輩と僕は、部活で一いつ緒しよだったわけじゃない。

　僕は写真部だし、弓道なんかやったこともない。たまたま保健委員の当番だった放課後、弦つるで指を切った彼へ絆ばん創そう膏こうを渡わたしただけだ。それ以来何な故ぜか気に入られて、気安く声をかけてくれるようになった。伊澄先輩は有名人だから皆みなに驚おどろかれたけど、一番びっくりしていたのは僕だったんだ。姉さんと違って、特に目立つ容姿でも何でもなかったから。

　そうだよな。

　興奮するハチベエの頭を撫でながら、僕は伊澄先輩に撫でられた時を思い出す。あんなの、犬か猫ねこに対する愛情と変わらなかったんだ。それを、僕が勘かん違ちがいしていただけ。

「そもそも男同士なんだし……勘違いする方が変なんだよ」

「恋だったのか」と自分自身へ問いかけても、答えなんかわかりっこない。

　そのくらい、僕は何も考えていなかった。ただ伊澄先輩に構われると嬉うれしくて、不意に見かけるといつまでも目が離せなかった。こんな気持ち、十六年生きてきて初めてだったんだ。僕にとって伊澄先輩は、「好き」とか「憧あこがれ」を全部ひっくるめた特別な人だった。

　でも、これからは違う。

　彼は姉さんの恋人で──絶対に、好きになっちゃいけない相手だ。

「好きになったら……ダメだ……」

　僕は、わざと声に出してみる。

　言葉にした途と端たん、ああ好きだったんだ、と心が軋きしんだ。

「わふっわふっ」

「ハチベエ、おまえ足が速いよ」

　ご機き嫌げんなハチベエにグイグイ引っ張られ、土手の遊歩道を速足で歩く。三周目に入っても期待したほど疲つかれは訪れず、僕の頭は相変わらず伊澄先輩のことでいっぱいだった。

　もしかしたら、彼が構ってきたのは初めから姉さんが目当てだったのかもしれない。

　そんなしょうもない想像をして、勝手に落ち込んでいる自分が滑こつ稽けいだった。




　このまま、どこかへ行っちゃいたい。

　カノジョの弟、なんかになりたくない。

　どんどん暮れていく夕空より、真っ赤な目をしながら僕は呟つぶやいた。










　その日を境に、僕は伊澄先輩を避けるようになった。

　先輩の顔を見るとどうしても態度がぎこちなくなるし、本心を悟さとられまいと口にする言葉は素っ気なくなるばかりで、だったらもう関わるのを一切止めよう、と決心したのだ。

　もちろん、それは容易なことではなく、先輩からは屈くつ託たくなく声をかけてくる。けれど、変わらない笑顔と親しげな空気は僕を追い詰つめる一方だった。自分だけがこだわっている現実が、そのまま一方通行の想おもいを証明しているようで辛つらすぎる。先輩にとっては理り不ふ尽じんな言い分だろうけど、できれば彼のいない世界へ行きたい、とすら思った。

　もう一つ、後ろ向きな思いに拍はく車しやをかける要因があった。

　彼が、我が家にやって来る頻ひん度どだ。

　どういうわけか姉さんと先輩は外でデートをあまりせず、もっぱら僕の家のリビングで話をしたりお茶を飲んだりして過ごす日が多かった。僕はそのたびにハチベエを連れて、長い散歩に出なくてはならない。ハチベエは大喜びだけど、僕にはかなりのストレスだった。

「ねぇ、星七。あなた、伊澄くんのこと嫌きらいなの？」

　ある晩、姉の美織がついに正面から尋たずねてきた。

　デジカメの画像を整理していた僕は、突然の質問にしどろもどろになる。「勝手に部屋に入るなよ」と無関係な返事でごまかそうとしたけど、敵は素す直なおに引き下がる性格じゃなかった。お構いなしに僕の部屋へ入ると、「何してるの？」とＰＣ画面を覗き込もうとする。冗じよう談だんじゃない、と僕は慌てて画面をオフにした。こんなの見られたら一生の不覚だ。

「何よ、どうして隠かくすの？　昔は、よく撮とった写真を見せてくれたじゃない」

「いつの話だよ。それより、もう出て行ってくんないかな」

「だって、返事聞いてないもの。星七、伊澄くんのことどう思ってるのよ？」

「…………」

　何で、そんな残ざん酷こくなこと訊きくんだよ。

　そう言えたら、いっそ楽だった。でも、言えるわけがない。そもそも姉さんと伊澄先輩が付き合ったりしなければ、こんな風に拗こじれたりしなかったんじゃないか。

「伊澄くん、凄すごく気にしていたわよ。星七に、何かしたんじゃないかって」

「そんなんじゃないよ……別に、先輩は何も悪くない」

「じゃあ、彼を避けるのは、あなたの問題なの？」

「…………」

　困った。反論の余地なしだ。

　確かにこれは僕の問題であって、姉さんや先せん輩ぱいは何一つ悪くない。さっきの身勝手な理り屈くつを恥はずかしく思い、僕はひたすら黙だまり込んだ。傷口を広げないよう逃にげ回っている間に、どこから間ま違ちがってしまったのかもわからなくなっていた。

「しょうがないわね」

　はぁ、と姉さんが溜ため息いきをつく。

　それから、驚おどろくような話を僕へ聞かせた。

「そんなに伊澄くんと顔を合わせたくないなら、もうすぐ願いが叶かなうわよ」

「え……？」

「知らない？　彼、京都の大学を受験したのよ。実家の神社を継つぐのに、あちらでその勉強もするんですって。かなりの難関だけど、彼の成績なら間違いなく合格すると思う」

「先輩……京都に行くの？」

「だから、星七はもう逃げる必要ないわ。〝今までごめんな〟って伊澄くんからの伝言よ」

「…………」

「もっとも、私には伊澄くんが謝らなきゃいけないようには思えないんだけどね」

　ぐわんと殴なぐられたような衝しよう撃げきが、僕から思考を奪うばい去った。

　何で、先輩が謝るんだよ。どうして〝ごめん〟なんて言うんだよ。自分の心を守るのに精せい一いつ杯ぱいで、先輩を傷つけたのは僕なのに。謝らなきゃいけないのは、絶対に僕の方なのに。

　姉さんが出て行った後、僕は呆ぼう然ぜんと椅い子すの背もたれに身を埋うずめた。

　弾はずみで肘ひじがマウスに当たって、先ほどオフにした画面が再び現れる。デジカメの画像データは、初夏から夏の終わりまでに撮とった伊澄先輩のショットで埋め尽つくされていた。

『おまえ写真部なんだって？　じゃあ、俺をカッコ良く撮ってくれよ』

『あ、でも』

『会心の一枚が撮れたら、他ほかは全部捨てていいからさ』

　ためらう僕に、伊澄先輩は明るく頼たのんできた。

　その目が、大だい丈じよう夫ぶ、と言っている。僕が写真部に在ざい籍せきしながらまともに作品を発表できない理由を、もしかして知っているんじゃないかと思った。

　とうとう、会心の一枚は撮れなかったな……。

　いつか事情を打ち明けようと思っていたけれど、そんな日はもう来ないだろう。

　先輩、ごめんなさい──モニターを占しめる大好きな顔に向かって僕は悲しく呟つぶやいた。










「──星七」

　早はや咲ざきの桜の下で、ひっそりと僕を呼び止める声がした。

　耳に心ここ地ちよい、低めの甘いトーン。わざわざ振ふり返らなくても、相手が誰だれなのかはすぐにわかる。でも、先刻まで伊澄先輩は在校生に囲まれて大変な騒さわぎになっていたはずだ。

「やっと全部撒まいてきた。良かったよ、まだおまえが残っていて」

「伊澄先輩……」

　姉さんから、先輩が京都の大学に受かったのは聞いていた。

　今日の卒業式が済んだら、その足であちらへ引ひっ越こしてしまうことも。

　本当は、合格を知った時に「おめでとう」と言いたかった。けれど、姉さんから先輩と別れたと話された直後だったので、それもできなかったのだ。だって、元カノの弟からお祝いを言われても苦々しいだけなんじゃないかと思って。あんなに僕を混乱させた二人の付き合いは、僅わずか半年にも満たない短さだった。

「先輩、凄すごい恰かつ好こうですね」

「あ～これなぁ。あっちこっちからボタン毟むしられて、悲ひ惨さんの一言だよ」

　苦笑いを浮うかべて、先輩は明るくおどけてみせる。僕の遠えん慮りよは杞き憂ゆうにすぎなかったと、その笑顔で知ることができた。そうだ、彼はそういう人だ。何だかんだ理由をつけて、勇気を出さなかったのは僕だった。でも、これが最初で最後ならちゃんと先輩と向き合わなくちゃ。

「先輩、卒業と合格おめでとうございます」

　深々と頭を下げ、ようやく言えた、と大きく息を吐はく。

　今日で完全にお別れなんだ、と思ったら、突とつ然ぜん涙なみだがこみ上げてきた。

　ああ、僕は大バカだ。明日あしたには、先輩は東京からいなくなるのに。

「ありがとう、星七。最後に話せて良かったよ」

　そう言って先輩は右手を差し出し、僕たちは強い握あく手しゆをかわした。幸い逆光のせいか、僕の涙には気づかなかったみたいだ。でも、それでいい。こんな場面で泣くなんて、そんな感傷的な行こう為いが僕みたいな卑ひ怯きよう者に許されるわけがないんだから。

　さよなら、先輩。

　心の中でそっと呟く。

　最後の最後まで僕は臆おく病びようで、先輩はひたすら優やさしかった。
















「またかぁ……」

　デジタル一眼レフのプレビューを覗のぞき込み、宮野星七はがくりと肩かたを落とした。

　画面に写っているのは、小ぢんまりとした鳥居。

　元は艶つややかな朱しゆ色いろだったろうに、今は塗と料りようがまだらに剝はげ落ち、奥に控ひかえる無人の社やしろ同様にかなりの年月を雨風に晒さらされている。町役場の観光課に尋たずねたところ、数世紀前に建こん立りゆうされた由ゆい緒しよある氏うじ神がみらしいが、この十数年ほどは廃はい神社も同然なのだという。

『ご近所の氏子さんたちが、境けい内だいを掃はいたりお供えもたまにしているんですけどねぇ。なにぶん皆みなさんご高こう齢れいなので、マメに手入れというわけにはいかなくて。特に最近は、ちょっと手が回らなくなってしまっているんですよねぇ』

　ここへの道順を教わる最中、町役場の人の漏もらした言い訳が脳裏をよぎる。

　東京から、ローカル線を乗り継いで三時間弱。数年前に三つの村を統合したばかりの町はひどい田舎いなかというわけではないが、若者のほとんどは高校卒業と同時に進学や就職で地元を離はなれ、子どもと老人ばかりが残っている。そんな土地へ足を向けたのは、愛読するカメラ雑誌に掲けい載さいされた一枚のスナップ写真に惹ひきつけられたからだった。

　素そ朴ぼくで温かみのある、早春の神社。

　鎮ちん守じゆの杜もりに囲まれた社はちんまりと愛らしく、木こ漏もれ日びに屋根の茅かや葺ぶきが光っている。

　賽さい銭せん箱に留まった雀すずめや、階段で居い眠ねむりをする老いた三み毛け猫ねこ。穏おだやかな愛情に満ちた、優しい世界がそこにあった。だから、「ここでなら」と星七も思ったのだ。

「でも、やっぱりダメだったか……」

　不ふ吉きつな影かげが写り込んだ画面に、自然と眉み間けんの皺しわが深くなる。

　雑誌で見かけてから一年、季節は同じ春なのに、実際の神社は写真の半分も素す敵てきじゃなかった。古くてボロくて生き物の気配もなく、鳥居から社までの短い参道には枯かれ葉はやゴミが散乱している。手ちよう水ずには雨水が溜たまり、茅葺き屋根は苔こけで汚よごれ、まるきり別物だったのだ。それでも一いち縷るの望みを抱だいてシャッターを切ってみたのだが──結果は、歴然と液えき晶しように現れた。

「……誰なんだよ、これ……」

　星七は、大きく溜め息をついた。

　鳥居の陰かげから、ちょこんとこちらを見ている影がある。輪りん郭かくが曖あい昧まいなうえ向こう側が透すけているのではっきりはしないが、恐おそらくは子どもだろう。小さな手を柱へ回し、様子を窺うかがうように小首を傾かしげている様は、見慣れぬ客人を警けい戒かいしている風にも感じられる。

　だが、注意すべきはそこではなかった。

　星七が写真を撮った時、鳥居には誰もいなかったのが問題なのだ。

「もう、これで何回目かなぁ」

　恐きよう怖ふを感じる時期は、とっくの昔に過ぎていた。

　カメラを趣しゆ味みにし始めた高校生の頃ころから二十一歳になる今日まで、星七の撮とる写真は八割方が心しん霊れい写真になる。最初は光線の加減とかカメラの不調とか理由をいろいろつけて自分や世間をごまかしていたが、あまりに霊が写りまくるのでそれも苦しくなってきた。今では半ば諦あきらめの境地で、「またか」とウンザリする日々だ。

『水辺を撮れば溺でき死しした霊、道を撮れば事故死した霊、とにかくのべつまくなし幽ゆう霊れいが写真に出しゃばってくるんだろ？　おまえ、それは一種の才能じゃね？』

　ふと、腐くされ縁えんの友人、高たか梨なし裕ひろ人との声が脳裏をよぎる。

　彼は忌いまわしい悩なやみを知る数少ない人物だが、だからって真ま面じ目めに心配してくれるわけでもない。むしろ、その特性を活いかしてみないか、なんてふざけたことを言う。

『俺もさ、実家が不動産屋だろ？　事故物件とか普ふ通つうにあるし、お祓はらいなんかもたまに頼たのむ場合があるんだよ。でも、星七みたいにバカスカ心霊写真を撮りまくる話なんて聞いたことないわ。大体、おまえ普通にしていれば幽霊なんか見ないじゃん』

　──そうなのだ。

　あくまで写真に写るだけで、星七自身には霊感など欠片かけらもない。だから回かい避ひもできないし、いつもシャッターを押した後で頭を抱かかえる羽目になる。

『不思議だよなぁ。霊能者がテレビで念写とかやってるけど、あれより鮮せん明めいなのになぁ』

『俺だって、理由を知りたいよ。お蔭かげで、カメラマンになりたいって夢も危あやういし』

『まぁ、そりゃそうだな。コンテストに応おう募ぼしたって、違ちがう意味で話題になるだけだろ』

『う……』

　痛いところを突つかれた星七へ、高梨は嬉き々きとして詰つめ寄った。

『この際、オカルト研究家としてデビューしたらどうだ？　あ、心霊写真家ってのもいいな。動画サイトで生放送やったら、人気者になるかもしれないぞ』

『おまえ、ふざけてない？　俺、これでもめちゃくちゃ怖こわがりなんだからな。お化け屋や敷しきも心霊番組も大だい嫌きらいなのに、そんなの無理に決まってるだろ』

『だったらさ』

　友達甲が斐いのない彼はけらけらと笑った後、不意に真顔になった。

『宝積先せん輩ぱいに相談してみれば？』

『え……』

　久しぶりに聞く名前に、ドキリとして顔が強張る。

　星七と伊澄の間に何があったのか、もちろん高梨は知る由よしもない。こちらの動どう揺ようにはまるきり無む頓とん着ちやくに、彼は熱心に話を続けた。

『あの人、京都で大学通う傍かたわら、お山で神道の修行もしていたって聞いたぞ。実家も神社だから、そういう血筋なのかもな。だったら、お祓い系いけるかもしれないじゃないか』

『そ、そんな簡単なもんか』

『いや、さっきお祓い頼んだって言ったろ。その時の霊能者さんが京都の人でさ、偶ぐう然ぜん宝積先輩の話になったんだよ。宝積ってあんまりない苗みよう字じだから、すぐピンときたらしい。あっちじゃ、そこそこ名前が通ってるんだってさ。先輩、東京に戻もどったみたいだから……星七？』

『……胡う散さん臭くさい話。興味ないね』

　霊能者やお祓いはあてにならないと、星七は経験上思い知っていた。ネットや口コミで評判のところに何度か相談してみたが、高い料金の割りにまるで効果がなかったからだ。

　しかも、相手は〝あの〟伊澄だ。彼の能力が本物かどうかより、心霊写真が撮れて困るんです、なんて気味の悪い相談は死んだってしたくない。

『ま、いよいよとなったら頼たよってみろって。星七、可愛かわいがられてたんだしさ』

　人の気も知らないで、高梨はさっくり古傷を抉えぐって話を終わらせた。

「……不ふ愉ゆ快かいなことを思い出してしまった」

　はぁ、と重たく息を吐はき、星七はデータから鳥居の写真を削さく除じよした。

　念願だった『早春の神社』にやっと来られたのに、どうして自分にはああいう温かな写真が撮れないのだろう。霊が写るのは論外だが、問題はそれだけではない気がする。

「帰るか……」

　暮れ始めた空を仰あおいだ瞬しゆん間かん、しくりと痛む胸に瞳ひとみを歪ゆがめた。

　まずい。久しぶりに伊澄を思い出したせいで、余計な思い出まで蘇よみがえってきたようだ。

　ハチベエを散歩へ連れ出し、ぐるぐると遊歩道を歩き続けたこと。あの日の夕焼けと叶かなうはずもない恋こいを葬ほうむった苦みは、昨日の記き憶おくのように鮮あざやかだ。

　伊澄と姉をいっぺんに失ったようで、ただ悲しくて心細かった。

　美男美女、誰だれもが羨うらやむ二人の間には、平へい凡ぼんな己おのれの居場所などどこにもない気がした。

「あ～もうっ！」

　落ち込んでどうする、と頭をブンブン振ふる。こうなったら、強引に気分を切り替かえるしかない。カバンにしまいかけたカメラを取り出し、星七はもう一度神社へレンズを向けてみた。

「幽霊とはいえ、相手は子どもだ。……怖おそるるに足らず！」

　よし、と開き直って焦しよう点てんを絞しぼり、シャッターを押しかける──その時。

「ぶれいものっ」

「へ……」

「さんぱいもせず、あいさつもなく、ぶしつけにもほどがあろう！」

「えーと……」

　どこからか舌足らずな声に怒ど鳴なられて、周囲をきょろきょろと見回してみた。だが、視界には誰の姿もなく、茜あかね色いろの空を烏からすが数羽飛んでいくのが見えるだけだ。

「ここじゃ、ここじゃ」

「え……え？」

「この、うつけめ。どこをみておる。ここじゃ、といっている！」

「わわっ」

　ぐいっと乱暴にシャツの裾すそを引っ張られ、星七の身体からだが大きく傾いだ。見れば四、五歳くらいの男の子が、小難しい表情で仁に王おう立だちしている。いつの間に、と激しく狼狽うろたえたが、それ以上に驚おどろいたのはその子の恰かつ好こうだった。

　おいおい。もう春とはいえ、陽ひが落ちれば風は冷たいんだぞ。

　思わず胸で呟つぶやいてから、いや、そういう問題じゃないよな、と思い直す。一体どこで着させられたのか、男の子は時代がかった狩かり衣ぎぬ姿だったのだ。朱しゆの単衣ひとえに純白の狩衣を合わせ、下はあずき色の裾を窄すぼめた袴はかまを穿はいている。おまけに、足元は裸足はだしに草ぞう履りだ。

「……コスプレ？」

　うっかり零こぼれた第一声が、それだった。

　たちまち男の子は眉まゆをひそめ、「くちのききかたに、きをつけぬか」と文句を言う。

「そもそも、わしは〝こすぷれ〟などというなまえではない」

「や、コスプレってのは名前じゃなくて……君の名前は？　お母さんはどこ？」

「なんじゃ、なれなれしい。もっと、うやまいのこころをもたんか！」

「敬いの心って言われても」

「なっとらん！　これだから、さいきんのわかものは！」

　面食らう星七にムキーッと怒おこっているが、いかんせん少しも怖くない。むしろマシュマロのような頰ほおを膨ふくらませ、小さな手足で地団太を踏ふんでいる姿は可愛いの一言だった。眉を吊つり上げて一いつ生しよう懸けん命めいに威い厳げんを出そうとしているが、却かえって愛くるしさが増している。

「言こと葉ば遣づかいまで変えて、完全になりきってるなぁ。アニメのキャラかな？」

「きさま、せんこくから、わけのわからんことをぬかしおって」

　怒るのに疲つかれたのか、むうっと膨れ面づらをしながら彼は毒づいた。

「それが、かみにたいするたいどか。なげかわしいかぎりじゃ」

「かみ？　あ、神さまのつもりなんだ？」

「つもりではない！　わしは、りっぱなうじがみじゃ！」

「氏うじ神がみ……」

　しかも、自分で「立派」って言っちゃうんだ。

　心の中でツッコんだものの、なにぶん相手はまだ幼児だ。とりあえず調子を合わせてあげることにして、星七は「ははぁ」と神しん妙みような顔を作った。

　何のイベントか知らないが、ここまでなりきるなんて大したものだ。よく見れば衣装は年季が入り、生地のあちこちが擦すり切れたり綻ほころんだりしていたが、地じ紋もんの刺し繡しゆうは実に見事でかなり上等な仕立てなのがわかった。同様に男の子の髪かみや肌はだもさらさらのスベスベで、それなりに良い家の子なのではないかと思われる。

「うむ。わかればよいのだ」

　男の子はご満まん悦えつになり、偉えらそうに腕うでを組んで胸を反らした。

「わしは、おはなさま、とよばれておる。おまえも、そうよんでかまわぬぞ」

「へぇ、お花はなちゃんかぁ。可愛かわいい名前だね」

「おはなちゃんではない！　なんじゃ、そのしょみんてきなひびきは！」

「じゃあ、俺のことも〝おまえ〟じゃなくて名前で呼んでほしいな」

　屈かがんで目線を合わせると、星七はにっこり笑いかける。

「俺は、宮野星七っていうんだよ。あ、名前じゃなくて〝お兄ちゃん〟とかでもいいよ。俺、姉は一人いるんだけど前から弟が欲しくて……」

「せな」

「呼び捨てかよ」

　やれやれ、と溜ため息いきをつき、（そういえば）と思い出した。町役場の観光課でこの神社の話を聞いた時、職員の人が確か「お花さま」と呼んでいたのだ。

『お花さま』の由来はこうだ。

　昔、ある村の娘むすめが祝しゆう言げんの三日前に流は行やり病で亡なくなった。許いい嫁なずけの男は大変悲しみ、亡なき骸がらを埋うめた場所へ通っては泣き暮らしたそうだ。そうこうする間に流行り病はどんどん広がり、多くの村人が倒たおれていった。許嫁の男も例外ではなく、ついに床とこから起き上がれなくなってしまう。すると、ある晩亡くなった娘が夢ゆめ枕まくらに立ってこう告げた。

『私の亡骸を埋めた場所を、もう一度だけ訪ねてください』

　その言葉が気になった許嫁の男は、最後の力を振ふり絞しぼって言われた場所を訪ねてみた。

　すると……──。

「それは、わしじゃ。しんだむすめがあわれなので、わしがむすめのふりをしたのじゃ」

　まるで星七の頭を覗のぞいたように、花がしんみりと打ち明けた。

「わしは、ずっとむらをみまもっていた。むらびとは、わしのこどももどうぜんじゃからな」

「お花ちゃん……」

　許嫁の男が行ってみると、そこは一面が薄うす紫むらさきの花畑になっていた。

　見たこともない可か憐れんな花は夜よ露つゆに濡ぬれてきらきらと輝かがやき、男は思わず雫しずくを口にする。その途と端たん、病びよう魔まは綺き麗れいに消え去り、一いつ瞬しゆんにして彼は病から解放された。

「話を聞いた村人はこぞって花の露を飲み、お蔭かげで流行り病で死ぬ者はいなくなった。不思議な花は役目を終えるとあっという間に散ってしまったが、村人は跡あと地ちに感謝の祠ほこらを立て〝お花さま〟と崇あがめ奉たてまつることにした、と。それが、この神社の由来だって聞いたよ」

「ほう。よくしっているではないか。かんしん、かんしん」

「もしかして、そのコスプレは〝お花さま〟なんだね。俺は、てっきり女性の神さまかと思っていたよ。夢枕に立った村娘が、恋こい人びとを救いたい一心で神さまになったのかって」

「あほうめ。ただびとは、しんだところでかみにはならぬ」

　けっ、と蔑さげすむような目で睨にらまれると、ちびのくせに妙みような迫はく力りよくがある。アホ呼ばわりされても腹を立てる気になれず、星七はまじまじと花を観察した。

　まさか、本当に〝お花さま〟だなんてことは……ないよな……。

　いやいやいや。慌あわてて己おのれを叱しつ咤たし、途方もない考えを捨てようとする。だが、鳥居を撮さつ影えいした際に写り込んだ霊れいは、この子にとても似ている気がした。確認したくても削さく除じよ済みだし、肉眼で幽ゆう霊れいを目もく撃げきした経験はないので自信はないが、もしそうなら少なくとも彼は……。

「生きている人間じゃない……」

「ん？　わしは、いきておるぞ」

　無意識に呟つぶやいた一言に、花は大おお威い張ばりで反応する。

「だが、しょうしょう、やしろでおとなしくするのにはあきた。せな、わしは……」

「な、何でしょう」

「はらが……すいたぞ……」

「はっ？」

「……ぺこぺこじゃ……」

　言うが早いか、彼はいきなりその場にバタリと倒れた。

　まるで電池が切れたオモチャのように、それきりピクリとも動かない。

「わ～っ！　ちょっと！　しっかりして、お花ちゃん！」

　驚おどろいたのは星七だ。真っ青になって小さな身体からだを抱かかえ上げ、ぺちぺちと頰ほおを叩たたいてみる。微かすかな呼吸が聞こえて安あん堵どしたが、羽根のような軽さに不安を覚えた。

　こいつはまずい。

　この子が神でも幽霊でもコスプレイヤーでも、とにかく何か食べさせなければ。

「お花ちゃん、ちょっとだけ辛しん抱ぼうしろよ」

　神社は町外れにあって、周りは田んぼと山と点在する民家しかない。コンビニは駅前まで戻もどらないとなかったし、それなら一番近い食堂はどこだろう。

　星七は、ここへ来るまでの風景をもの凄すごいスピードで脳内に思い起こした。駅からバスで十五分、町役場から徒歩で二十分。その間に、ささやかな商店街があった──はず。

　ぐきゅるるるるぅ。

　花のお腹なかが、派手に鳴り響ひびいた。星七はますます焦あせり、朧おぼろげな記き憶おくを頼たよりに走り出す。近くに親がいるかもとか、下手したら誘ゆう拐かいに間ま違ちがわれるんじゃないかとか、そんな心配はとりあえず後回しにした。第一もし保護者がいても、倒れるほど空腹にさせるなんて虐ぎやく待たいだ。

「すみませんっ！　食べ物を！」

　寂さびれた商店街へ到とう着ちやくするなり、最初に目についた蕎そ麦ば屋やへ飛び込んだ。あんまり切せつ羽ぱ詰つまった様子だったので、テーブルを拭ふいていた店のおばさんが目を丸くして振り返る。

「食べ物って……うちは蕎麦屋だから、何か注文言ってくれないと」

「何でもいいです！　あ、いや、何か消化に良くて温かいものを！」

「じゃあ、鍋なべ焼やきうどんはどうかしらね。どうぞ、適当に座って。今、お水を……」

「それより、座ざ敷しきはありませんか。できれば、この子を寝ねかせて……」

「この子って？」

　おばさんの顔に、思い切り怪け訝げんそうな表情が浮うかんだ。

「寝かせ……て……」

　胡う散さん臭くさげな眼まな差ざしを露ろ骨こつに向けられ、星七はハッと自分の手元を見る。

　──いない。

　腕に抱だいて運んでいた、花の姿がかき消えている。

「噓うそ……」

　確かに、「羽根のように軽い」とは思った。だが、それはあくまで比ひ喩ゆであって、柔やわらかな温ぬくもりと重みはまだ両手に残っている。それなのに、肝かん心じんの身体がどこにも見当たらない。空腹で鳴ったお腹の音も、生意気で舌足らずな声もはっきり覚えているし、そもそも隠かくれる隙すきなどなかったのに、自じ称しよう・氏うじ神がみさまは完全に消えてしまっていた。

「お客さん……大だい丈じよう夫ぶ？」

　危ない人を見る目で、おばさんがおそるおそる声をかけてくる。

　星七が我を取り戻し「鍋焼きうどん、ください……」と申し訳なさそうに注文するまで、それから十分余りの時間を要したのだった。










　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの星七が自宅へ辿たどり着いたのは、八時を過ぎた頃ころだった。

「ただいま、ハチベエ」

　いつもの習慣で、玄げん関かんに入る前に犬小屋へ声をかける。七歳になったハチベエは星七の足音が聞こえた時点で尻しつ尾ぽを千切れんばかりに振り、つぶらな瞳ひとみをきらきらさせて撫なでられるのを待っている──はずだが。

「あれ？　ハチベエ？　おい、どうしたんだよ？　俺だよ？」

　どういうわけか、今夜は犬小屋に引きこもったままちっとも顔を出そうとしない。それどころか、近づいて覗き込もうとすると軽く唸うなって威い嚇かくする始末だ。

「何だよ、具合でも悪いのか？」

　無理に引きずり出して様子を窺うかがおうか迷ったが、どうやらハチベエは怯おびえているようだ。下手に絡からむとストレスを与あたえそうなので、仕方なく星七は身を引いた。

　う～ん。もしかして、また何か憑つけてきちゃったかな。

　ごく稀まれにだが、心しん霊れい写真を撮とってしまった時にこういうことがある。一晩もたてばハチベエもけろりと元に戻もどるのだが、今日は写真のみならず「氏うじ神がみ」と名乗る相手と会話までしたのを思い出し、やっぱり夢じゃなかったんだよな、と複雑な気分になった。




「おかえり、星七。平日からカメラで遠出？　大学生はお気楽でいいわねぇ」

「姉さん、来てたの？」

「そっ。相変わらず、うちの両親は忙いそがしいみたいね。来るなり、留守番頼たのまれちゃった」

　リビングで星七を出で迎むかえたのは、ソファに座ってテレビを観みていた美織だ。嫁よめに行って数年たつとは思えないほど、当たり前の顔で実家に入り浸びたっている。二十歳そこそこで結けつ婚こんしたせいか依い然ぜんとして美しく、とても幼よう稚ち園えん児じの娘むすめがいるようには見えなかった。

「夕飯は？　カレーなら作ってあるわよ」

「うん、匂においでわかった。姉さんに夕飯任せると、必ずカレーだもんな」

「何よぉ。あなた大好きでしょう？」

　美織はむくれるが、それは星七が小学生の時の話だし、大たい概がいの子どもはカレーが好きだ。それなのに、十数年たった現在も弟の好物だと信じきっている。姉のそういう単純さは嫌きらいではないが、生あい憎にくと今日は鍋なべ焼やきうどんを食べてきてしまった。

　お花ちゃん、大丈夫なのかな。

　食事の話題が出ると、つい花の様子が気にかかる。

　お腹なかが空すいたと言って倒たおれた後、霧きりのように消えてしまった氏神さま。まるで狐きつねにつままれたような気分で蕎そ麦ば屋やを出て、そのまま真まっ直すぐ帰ってきたものの、星七はずっと彼のことが頭から離はなれずにいた。民話や童話の類たぐいじゃあるまいし、と笑い飛ばそうとする反面、自分は本当に神さまと出会ったのかもしれない、なんて考える。

「まぁ、心霊写真なんかよりロマンはあるよな」

「心霊写真？　やだ、あなた、まだそんなの撮れちゃうの？」

　独り言を聞き咎とがめ、美織の眉み間けんに皺しわが寄った。

　あまり知られたくない悩なやみなので、その件について打ちあけたのは高梨と美織だけだ。特に美織には、このままじゃカメラマンになる夢も諦あきらめなきゃならない、と真しん剣けんに相談したことがあった。行動派の彼女はすぐさま除霊だお祓はらいだといろいろ調べてくれたのだが、残念ながらさっぱり効果がなく「それも個性よ！」とムチャクチャな慰なぐさめ方で終しゆう了りようしてしまった。

「せなちゃん、しんれいしゃしんってなあに？」

　美織の隣となりから、ぴょこんと姪めいの結ゆ奈なが顔を出す。

　てっきり客間で寝ねていると思ったが、ソファでうたた寝をしていたらしい。彼女はもうじき五歳になる美織の一人ひとり娘むすめで、ちょうど花の見た目と近い年とし頃ごろだ。美織はたちまち母親の顔になると、小さな鼻先をちょん、と突ついた。

「結奈は、そんなの知らなくていいの。怖こわいお話なんだから」

「ゆな、こわくないもん。ねぇ、しんれいしゃしんってなあに？」

「あ～ダメだわ。こうなると、納なつ得とくするまでしつこいのよね」

　お手あげ、というように溜ため息いきをつき、彼女は仕方なく質問に答えた。

「あのね、もう死んじゃった人が写真に写ることよ。本当はいないはずなのに、せなちゃんが撮ると勝手に死んだ人が写っちゃうの」

「じゃあ、そのこは？　そのこも、しんだひと？　しゃしんにうつってるの？」

「その子……？」

　ゆっくりと、結奈が人差し指を星七の左側に向ける。

　美織も星七も沈ちん黙もくし、この幼い瞳ひとみには一体何が見えているのかと息を吞のんだ。

「結奈？　その子ってどんな子？　ここにいるの？」

「せなちゃんのとなり。ちいさいおとこのこだよ。へんなふくきてる」

「へんなふくとは、なんじゃ！　ぶれいなこむすめが！」

「わあっ！」

　唐とう突とつに怒ど鳴なり声がして、結奈の指差す場所に花が現れた。星七は思わず仰のけ反ぞり、叱しかられた結奈が「わ～ん」と泣き始める。一人、何も見えていない美織が「え？　何？　何なの？」と狼狽うろたえながらきょろきょろ室内を見回していた。

「お……お花ちゃん……？」

「まったく、さいきんのわかものはなっとらん。うやまいのこころがなさすぎる！」

　ぷんすか怒おこる横顔は、空腹で倒れたとは思えないほど威い勢せいがいい。ハチベエの不ふ機き嫌げんの原因はこれだったのか、と納得をし、星七は再び現れた彼に安あん堵どの息を漏もらした。

「良かった。お花ちゃん、無事だったんだね」

「わしは、かみだぞ。くうふくごときで、くたばってたまるものか」

「えええ……」

「ふふ、すごかろう。えんりょせず、うやまうがいい」

　えっへんと威張られても、バタンと倒れたのは事実だ。花自身、多少の気まずさは感じているのか「な、なんじゃ、そのめは」と、やや弱よわ腰ごしに抵てい抗こうした。

「ええい、こむすめもなくでない。これから、きをつければよいであろう」

「うわ～ん。ゆなは、こむすめじゃないよ。ゆなは、ゆなだもん。うわ～ん」

「さっきから、あなたたち誰だれと話してるのよ。星七、説明しなさいよ」

「いや、ていうか……お花ちゃん、俺について来ちゃったの？」

「いかにも！」

　我が意を得たりとばかりに、花は朗々と声を張り上げる。

「いなかぐらしもあきたところじゃ。せな、しばらくやっかいになるぞ！」

「えええええッ！」

　ちょっと待って。そんな一方的な。

　小さな氏神の宣言に、星七もつられて大声で叫さけんだ。結奈がびっくりして泣き止やみ、美織は困こん惑わくも露あらわに「何なの……？」と娘を抱だき締しめる。

「お？　この、うまそうなにおいはなんじゃ？」

　一人マイペースな花が、ヒクヒクと鼻を動かした。止める間もなくキッチンへ駆かけ出し、ガス台のカレー鍋を背せ伸のびして懸けん命めいに覗のぞき込もうとする。

「なんじゃ！　おい、せな！　なかみが、みえん！　みえんぞ！」

　焦じれた花はびょん！　びょん！　とその場で跳はね出した。もうやりたい放題だ。

　どうやら、お腹は空いたままみたいだな。

　しょうがないなぁ、と苦笑し、星七は観念して美織たちへ向き直った。

「えっとさ」

　信じるか信じないか、とにかく話してみるしかなさそうだ。

「ちび神さまが、しばらく居い候そうろうしたいって」










　星七の住む街には、建こん立りゆうから千五百年の歴史を誇ほこる『宝ほう積しやく神社』がある。

　長い年月の間に敷しき地ちは切り売りされ、現在は住宅街の一角にひっそり息づいているだけのように見えるが、折々の祭事には氏子が多く集まり、今も地元民に愛されている場所だ。

　古いが立派な拝はい殿でんと、樹じゆ齢れい数百年の榊さかきの御ご神木（二代目という噂うわさ）。鬱うつ蒼そうとした鎮ちん守じゆの杜もりを擁ようする境けい内だいは、一歩足を踏ふみ入れるだけで別世界のように厳おごそかな空気が満ちている。

　久しぶりだな、と裏参道の鳥居をくぐったところで星七は呟つぶやいた。

　自宅から徒歩で二十分、最も寄より駅とは反対方向に位置するせいで最近はなかなか来る機会がなかったが、昔から秋祭りや初はつ詣もうでなどで馴な染じみの深いところだ。伊澄の実家だと知ってからは余計に気後れを感じていたが、記き憶おくの風景と何ら変わりがない空気感が心ここ地ち良かった。

　でもなぁ……──。

　爽さわやかな午後の陽光とは裏腹に、なかなか足が先に進まない。

　脳裏には、昨日の美織から言われたセリフがこびりついていた。

『星七、伊澄くんに相談しなさい』

　花との出会い話を一通り聞いた彼女は、間かん髪はつを容いれずにそう言った。

　どうやら、五年前に別れた後も二人の関係は良好だったようだ。星七が高梨から聞いた「お祓はらい系」に関しても満まん更ざらでまかせなどではなく、伊澄が強い霊れい感かんの持ち主で、高校時代はそれをずっと隠かくしていたことも美織は説明してくれた。

　俺だって……──。

　話を聞きながら、つい余計な過去を思い出す。元カノに対たい抗こうしたって仕方ないのに、伊澄については自分だって知っていたのだ、と言いたくなるのが情けなかった。

『ほら、あなたが心霊写真を撮とれちゃうって件。あれも、実は最初に伊澄くんに頼たのもうと思って京都に連れん絡らくしたのよね。きっと、彼なら何とかしてくれるんじゃないかって』

『え……姉さん、そんなこと一言も』

『断られちゃったのよ。〝俺は、星七に嫌きらわれてるから〟って』

『…………』

　それを言われると、今でも返す言葉がない。

　だが、同時に「困っているのを知っていながら、助けてくれなかったのか」とショックを受けたのも事実だった。身勝手な感情だし、自じ業ごう自じ得とくだとわかっていても、まだ心のどこかに甘えがあるのだろう。

『やだ、違ちがうわよ？　別に根に持ってるとかじゃなくて、依い頼らい者との間に信頼関係が結べてないと呪じゆ術じゆつって効果がないんですって。だから無理だろうって』

　落ち込む星七を見て、慌あわてて美織がフォローする。

『だからね、今回のことは良い機会だと思うの。もしあなたが伊澄くんを嫌ってないなら、最初にちゃんとそれを伝えるのよ。そうすれば、あいつなら絶対に力になってくれるから』

『姉さん……』

『あなたの話が本当なら、いくら幼く見えようが相手は神さまでしょう？　素人しろうとが安易に相手をしていいとは思えないわ。やっぱり、プロの意見は聞くべきよ』

　その言い分はもっともで、かなりの説得力があった。だが、伊澄との再会を決心するには相当の勇気がいる。煮にえ切らない星七へ、美織は背中を押すようにきっぱりと言い切った。

『伊澄くんを頼たよりなさい。ついでに、五年間の不義理を詫わびるのね』

　不義理を詫びる……──。

　聞くところによると、伊澄は大学を卒業後一年は京都に留とどまっていたが、最近になって地元へ戻もどってきたばかりらしい。高梨の言っていた通りだ、と思い、それなら霊能力者のお墨すみ付つきという話もデタラメではないかもしれない、と考えた。

　とりあえず、様子を窺うかがいに行ってみよう。

　一晩悩なやんで消極的な結論を出し、星七は数年ぶりに神社へやってきた。連れて行けと花はぐずったが、大事な話だからと何とか説とき伏ふせて留守番させる。もし、本当に伊澄が帰って来ていて力になってくれそうなら、改めて連れてくればいい。

　──とはいえ、それらしき人は見当たらないな。参拝客がちらほらいるだけだ。

　裏参道の端はしに寄り、それとなく境けい内だいを見回してみる。

　指に、不必要な力が入っていた。無意識に握にぎった拳こぶしを開き、ゆっくりと左右に振ふる。我ながら、呆あきれるほど緊きん張ちようしていた。五年ぶりに目にする伊澄は、どんな風に変わっているだろう。そんな想像をするだけで、鼓こ動どうが痛いほど胸を叩たたく。星七の知っている彼は、高校の制服を着た十八歳の彼だけなのだ。

「お待たせしました」

　拝はい殿でんの奥から、涼すずやかな声が聞こえてきた。

　張りがあってよく通る、澄すんだ水みな面もを思わせる音だ。こんな声で祝詞のりとを唱えられたらさぞ気持ちいいだろう、と思っていると、境内の数人がそちらへ集まっていった。

「今日は、お世話になります」

　おくるみの赤あかん坊ぼうを抱だいた母親と、労いたわるように隣となりに立つ男性が一礼する。奥から現れた人物は彼らの陰かげでよく見えないが、どうやら神社の関係者のようだ。

「本殿へご案内しますので、どうぞこちらへ」

「ありがとうございます」

　ああ、と星七は得心した。どうやら、お宮参りの一行らしい。邪じや魔まをしないよう遠目に眺ながめていたら、突とつ然ぜん火のついたような泣き声が静せい寂じやくを破った。

「あらあら、よく眠ねむっていたのに」

「ほら、いい子ね。泣かないの。よしよし」

　彼らはかわるがわる赤ん坊をあやすが、一向に泣き止やむ気配がない。これでは、なかなか本殿に落ち着くことができなそうだ。大変だなぁ、と尚なおも見守っていたら、先ほど案内に立っていた人物がするりと立ち位置を変えて赤ん坊に近づいた。

「よしよし」

　純白に銀の透すかし模様の入った狩かり衣ぎぬが、最初に目に飛び込んでくる。

　清せい廉れんな眼まな差ざしと見み惚とれるような横顔がそれに続き、星七は息が止まりそうになった。

　──伊澄先せん輩ぱいだ。

　反射的に、樹木の陰へ移動する。あの声、どうしてすぐわからなかったのだろう。だって、昔とは全然違っていた。「星七」と呼びかける時は、もっと自然で潑はつ剌らつとした響ひびきだったのだ。少し甘さを含ふくんだ、洗あらい晒ざらしのコットンのような声だった。

　その瞬しゆん間かん、星七は初めて気づいた。

　伊澄が自分へ向けて話す時、素すのままの彼でいてくれたのだと。

「あら、泣き止んだわ」

　安あん堵どしたように、母親が呟つぶやいた。不思議なことに伊澄が二言、三言囁ささやいただけで赤ん坊は泣くのを止めたらしい。さすが女の子ね、と誰だれかが冗じよう談だんを言い、淡あわい笑い声が散った。

「元気の良いお子さんですね。では、参りましょうか」

　清せい雅がな微び笑しようを浮うかべ、伊澄はたおやかに身を翻ひるがえす。

　弓道で培つちかった凜り々りしさと流れるような動きは、能の舞まいを思わせる美しさだった。

　伊澄先輩……伊澄先輩……。

　今にも叫さけび出しそうな口元を、星七は必死に両手で押さえる。心臓はバクバクと音をたて、全身の血が逆流しそうだった。こめかみが異様に熱くなり、頭の芯しんがズキズキと疼うずく。たった数秒見かけただけなのに、死ぬほど動どう揺ようしている自分に戸と惑まどった。

　ダメだ、帰ろう。

　こんな緊張には耐たえられそうもないと、よろよろと方向を変える。だが、踏ふみ出そうとした瞬間、誰かにジャケットの裾すそを強く引っ張られた。危あやうく躓つまずきかけて振り返ると、そこに花が立っている。家で留守番していろと言ったのに、と面食らう星七へ、彼は憮ぶ然ぜんとした表情でズイと詰つめ寄った。

「せな、あのものはだれじゃ？」

　真まっ直すぐに拝殿を指差すが、すでに一行は奥へ消えている。

「あ、あのものって……」

「このやしろをまもるやつじゃ。あれは、めずらしいおとこじゃの」

「珍めずらしい……？　伊澄先輩が……？」

「わしは、あやつとはなしてみたい。せな、ばをもうけてくれ」

「場を……設けるって……」

「よろしくたのむぞ」

　にんまりと、満足げに花は微笑ほほえんだ。

　そんな殺せつ生しような。たった今、耐えられないと逃にげ出しかけたのに。

　そう抗こう議ぎしたかったが、焦あせるあまり上手く口が回らない。当然聞く耳など持ってもらえず、半ば強引に出直す約束をさせられてしまったのだった。










「おまえ星七？　宮野星七だろ？」

　先日とは別人のような、陽気な声音に呼び止められる。参拝客の少ない午後遅おそめを狙ねらって来たのは人目につきたくないからだったが、そんな願いも一瞬で無にされてしまった。

　一方的に伊澄を見かけたのは二日前。

　その間に充じゆう分ぶんな心の準備を整えて、星七は再び『宝積神社』を訪おとずれた。花にはやいやい催さい促そくされたが、何しろ五年たっているのだ。何から話し、どこから詫びようか、なんて考えているだけで胃が痛くなる。それでも、これは神さまのリクエストなんだから、と思い切った。

　──はずだったけど……顔を見ると……。

「おーい、星七！　こら、返事しろーっ！」

　なかなか応こたえない星七に業ごうを煮にやし、掃はき掃そう除じをしていた伊澄は両手を遭そう難なん者のように振ふり出した。長身に長い手足とバランスの取れた体たい軀くのせいで、白衣に浅あさ葱ぎ色いろの袴はかま姿がファッショングラビアの企き画かくページのように見える。狩かり衣ぎぬの礼装も似合っていたが、これはこれで違ちがう魅み力りよくがあるなぁ、と感心していると、目の前まで伊澄が駆かけ寄ってきた。

「星七、久しぶり」

「……伊澄先せん輩ぱい……」

「おまえの姉さんから、連れん絡らくもらっていたんだ。だから、いつ来るかと思っていた」

「…………」

「ん？」

「いや、その……そうだ、神域で大きな声を出したらダメですよ」

「あ、悪い。禰ね宜ぎの俺が怒おこられちゃったな」

　動揺を隠かくそうと、うっかりピントのずれたことを口走る。それを陽気に笑い飛ばす彼は昔のままで、会わなかった時間を少しも感じさせなかった。

　けれど、こうして間近で見るとやはり違う。

　深みを増した佇たたずまいや表情からは、洗練された思し慮りよ深さが窺うかがえる。これは、先日目にした伊澄からより強く感じたものだ。あの日の彼が静ならば、屈くつ託たくのなさを見せる今はさしずめ動だった。彼は二つの相反する魅力を備え、自在に使い分けられる大人なのだ。

　当たり前だよな。先輩だって、もう二十三になるんだし。

　ふと、伊澄が弓きゆう道どう部の主将だった頃ころを思い出す。

　真まっ直すぐに背を伸のばし、的に向かう清せい冽れつな立ち姿は彼自身が磨みがかれた武具のようだった。しなやかに弓を引き、迷いの欠片かけらもなく澄すんだ矢で射ぬく、あの横顔に見み惚とれた日々は数えきれない。的前から外れた瞬間の、緊きん張ちようを解いた瞳ひとみも大好きだった。

「先輩、よく俺のことが一発でわかりましたね」

　どうしよう。久しぶりすぎて、どんな顔をすればいいのかわからない。

　星七はなるべく目線を合わせないように、ぺこりとぎこちなく頭を下げた。

「俺、高一の時より少し背が伸びたし、髪かみ型がただって……」

「ばぁか、たった五年だろ。俺は、そんなに薄はく情じようじゃないよ」

　そう言って、頭を上げる前にぽんぽんと叩たたかれる。懐なつかしいその仕草に、思わずかあっと顔が熱くなりかけた。ダメだダメだ、と己おのれを叱しつ咤たし、星七は冷静さを保とうとする。

「……今度は、逃げないんだな」

　頭上で、ぽつりと伊澄が呟つぶやいた。

　え、と頭を上げると、笑って「どうした？」と訊きき返される。空耳だったのかな、と戸と惑まどいながら、星七は何でもないです、と首を振った。

「それにしても、ずいぶんとご無ぶ沙さ汰ただよな。星七、俺を避さけまくってただろ」

「そ、そんなことは……」

「積年の恨うらみを、今こそ聞かせてやろう。俺がどんなに傷ついたか」

「傷ついた？　冗じよう談だんですよね？」

「冗談なもんか」

　煽あおり顔で睨にらみつけ、伊澄はニヤリと意地悪く笑んだ。

「いいか？　俺は、老若男女を問わずにモテまくってたんだ。校内はおろか近きん隣りんの学校や予備校、バイト先に至るまで、俺のファンはどこにでもいたんだからな」

「神職のくせに、俗ぞくっぽいこと言いますね」

「そんな人気者の俺を、世界で唯ただ一人ないがしろにした。それが宮野星七、おまえだ」

「う……」

　仰おつしやる通りです、と思わず土下座したくなる。困るのは、冗談めかした伊澄のセリフが決して自うぬ惚ぼれや誇こ張ちようではないところだった。実際、彼の人気は凄すさまじかったし、短期間とはいえ美織と付き合った時は地元で大変な騒さわぎになったほどだ。

　だが、一方で伊澄らしい言い方だ、とも思う。

　彼に対して「避けていた」という負い目がある星七は、再会したら冷たくされるのが当然だろうと考えていた。仮に優やさしくされたとしても、罪悪感が深まるだけだ、と。

　ところが、伊澄の反応は予想のどれとも違っていた。芝しば居いがかった調子で恨み言を述べ、ごく自然に高校時代と変わらない空気を作ってくれる。ここへ来るまでさんざん胃を痛めた星七にとって、何より有あり難がたい歓かん迎げいの仕方だった。

「あの、伊澄先輩……」

「ちゃんと反省しているか？　返答次第じゃ、相談に乗ってやらないぞ？」

「え？」

　まるで、星七が神社を訪おとずれた理由を知っているような口ぶりだ。

　美織が話したのか、と一いつ瞬しゆん疑ったが、彼女はそんな不用意な性格ではなかった。第一、弟が氏うじ神がみさまを連れてきて……なんて普ふ通つうは言わないだろう。

「先輩、どうして……」

「しっ」

　問いかける星七を途と中ちゆうで制し、彼はにこにことその場へ腰こしを落とした。

「やあ、可愛かわいい神さまだ。ようこそいらっしゃいました、宝積神社へ」

　思い切り目線を下げ、そのまま誰だれもいない空間に向かって愛あい想そよく口を開く。

「どこの社からいらしたのかな。星七が、何か粗そ相そうでもしましたか？」

「先輩……」

　この瞬間、星七は確信した。

　今、彼の目には間違いなく花が見えている。

「ふん。すこしは、みどころのあるおとこじゃの」

　ゆらぁり。

　向けられた視線の先で、陽炎かげろうのように空気が揺ゆれた。

　伊澄は、笑みを崩くずさない。

　呆あつ気けに取られて見つめる中、狩衣姿の花がふんわりと現れた。

「こむすめといい、こやつといい……せな、おまえのまわりにはけいがんがおおいな」

「へ？」

「慧けい眼がん──ね。それはどうも、お褒ほめに預かり恐きよう縮しゆくです」

「ほめてはおらぬ。じじつをいったまでじゃ」

　食えない奴やつめ、とでも言いたげに、花は冷ややかに言い返す。零こぼれ落ちそうな大きな瞳に、伊澄の端たん整せいな顔がくっきりと映っていた。星七は内心ハラハラしながら、そんな二人を交こう互ごに見比べる。「場を設けろ」と言った割には、花は少し伊澄を警けい戒かいしているらしい。

「だいたい、おまえはなにものじゃ。みもともあかさぬとは、ぶれいせんばんであろう」

「ああ、これは大変失礼いたしました。私は宝積伊澄と申します。ここ『宝積神社』にて、神主の父を手伝い禰宜をしております」

「ねぎ……？　おまえが？」

　何か引っかかるのか、花は怪け訝げんそうな顔をする。

　だが、伊澄が変わらずにこにこしているので、追つい及きゆうするのはやめたようだ。えへん、と咳せき払ばらいをすると、小さな身体からだを目め一いつ杯ぱい反り返らせて堂々と言い放った。　>>>♥

「わしは、さるところのうじがみじゃ。えんあって、せなのもとへあそびにきた」

「遊びに？　お社を離はなれて大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「だいじない。わしのうじこは、みなまじめでかしこいゆえ」

「それは、余計なことを申し上げました」

　深々と頭を下げ、伊澄は畏かしこまって非礼を詫わびた。

　う～ん、何だか非現実的な眺ながめだなぁ。

　傍はた目めにはコスプレ幼児に傅かしずくイケメンにしか見えず、奇き妙みようこの上ない光景だ。しかし、さすがに神職ともなると神さま相手にぞんざいな対応はできないのだろう。自分も花への態度を改めた方がいいのかな、と不安になったが、昨日のカレーへの食いつきっぷりを思い出すと、威い厳げんも何もあったものじゃない、と思う。

『うまい！　せな、これはなんとうまいしるなのだ！　こめによくあうぞ！』

『はいはい。しゃべりながら食べると、喉のどに詰つまらせるよ』

『おお、いもがとろけておる！　せな！　いもが！』

『わかったから。お花ちゃん、もうちょっと落ち着いて』

　幸い、結奈の分として美織は甘口の子ども用も作っていた。神さまだから味覚は関係ないのかもしれないが、お蔭かげで花はカレーを気に入り、お腹なかも無事に満たされたのだった。

「これ、せな。なにを、ひとりでにやついておる。うすきみのわるいやつめ」

　鋭するどい視線にハッとすると、花が胡う散さん臭くさげな眼まな差ざしでこちらを見上げている。

　ごめんごめん、と謝ったものの、やっぱりちっとも怖こわくなかった。頰ほおを膨ふくらませて険しい表情を作る様は可愛かわいく、尖とがらせた唇くちびるにお布ふ施せ替がわりのお菓か子しを詰つめ込みたくなってくる。

「とにかく、わしはとうぶん、せなのせわになる。よろしくたのむぞ、いすみ」

　星七の独白も知らないで、花は大おお威い張ばりで宣言した。

　伊澄は再び頭こうべを垂れ、恭うやうやしく返答する。

「承知いたしました。私には仕える祭神がおりますゆえ、どこまでお役に立てるかわかりませんが、少なくとも星七よりはマシでしょう。何かありましたら、遠えん慮りよなくお使いください」

「俺よりマシって、先せん輩ぱい、あのですね」

「星七は、ちょっとこっちへ。神さまのもてなし方について、俺が教えてやる」

「え、ちょっ、先輩っ！」

　すっくと立ち上がるなり、伊澄が腕うでを摑つかんで引っ張った。そんな強引な、と救いを求めて花を振ふり返ったが、他よ所その社が興味深いのか鳩はとと一いつ緒しよに駆かけ回っている。

「わしなら、しんぱいいらん。せな、とくとおしえてもらえ」

　吞のん気きにそう言われ、「ありがとうございます」と伊澄が微笑ほほえんだ。俺の意志は、との抗こう議ぎも空むなしく、星七は無理やり拝はい殿でんの裏手へと連れて行かれたのだった。




「先輩、いくらなんでも〝星七よりマシ〟ってひどくないですか」

　拝殿の裏手で伊澄が足を止めたので、星七は急いで腕を振り払はらう。

　確かに本職から見れば至らない点が多いのだろうが、花が頼たよってきたのは自分なのだ。それを頭ごなしにダメ扱あつかいされるのは、いくら相手が伊澄でも面白くなかった。

「せっかくのご厚こう意いですけど、俺だって……」

「おまえ、あの子をどこで拾ってきた？」

「え？」

　真しん剣けんな口調で遮さえぎられ、ドキリとして口をつぐむ。

　振り返った伊澄の目は鋭さを孕はらみ、先刻の柔やわらかな表情とはまるきり別人のようだった。

「せん……ぱい……？」

「物見遊ゆ山さんでついてきたと言っているが、恐おそらく事情があるんだろう。その証しよう拠こに、社を俺に明かさなかった。大体、かなり古い神のようなのに幼児姿なのも気にかかる」

「そ、そういうもんですか」

「星七だって、困っているから俺のところへ来たんだろう？」

　あっさり図星を指され、星七は「う」と返事に詰まった。確かにその通りなのだが、伊澄の立場になってみればずいぶんな話だと思うからだ。いい機会だから詫わびろ、と美織は言うが、勝手に期待して勝手に傷ついた自分を、誰だれより星七自身が許せない気持ちだった。

「ん？　星七、どうした？　俺、何かまずいことでも言ったか？」

「伊澄先輩……」

「おい、ちょっと待てって。何だよ、俺が苛いじめてるみたいじゃないか」

　後こう悔かいに苛さいなまれる星七に、伊澄はたちまち狼ろう狽ばいする。

　違ちがうんです、あなたのせいじゃない、と言いたいが、上手く声が出てこなかった。

「先輩、俺……」

「星七……」

　互たがいの目線が、息のかかりそうな距きよ離りで絡からむ。

　ゆっくりと伊澄の両腕が上がり、指先が星七の肩かたへ触ふれようとした──が。

「……まずい」

　寸前で動きを止め、伊澄は独り言のように呟つぶやいた。

　彼は急いで目線を外すと、気安い仕草でぽん、と一度だけ肩を叩たたく。

「反省してるか？　さっき言っただろう。反省してるなら、相談に乗ってやるって」

「え……あ、はい」

「そうか。だったら、もういいんだ。これからは遠慮しないで、いつでも神社へ来い。俺でよければ、何でも力になるよ。いいな？　昔のことはもう気にするな」

「…………」

　きっぱりした言葉の端はし々ばしに、星七は伊澄の強い意志を感じた。

　過去の話はこれでお終しまい──彼は、そう言っているのだ。

「わかり……ました……」

　他に返事のしようもなくて、半ば呆ぼう然ぜんと星七は答える。

　行き場のなかった初はつ恋こいの残ざん骸がいに、引導を渡わたされた気分だった。










　ほっほっほ、と茜あかね色いろの頭上で笑い声がした。

　人がいないのをいいことに拝殿の階段に腰こしを下ろしていた伊澄は、抱かかえていた竹たけ箒ぼうきの柄えを無造作に上空へ刺さす。きゃっ、と短い悲鳴があがり、目の前へ真っ白な鶴つるが落ちてきた。

「これ、何をする。乱暴な奴め」

「うるさい。人が傷心しているのに、高みの見物で面白がりやがって」

「だって、本当に面白いもの。仕方がなかろうに」

　人語を話す鶴はブツブツと文句を言いながら、両羽で頭を覆おおってくるりと回る。再び正面を向く頃ころには全身真っ白な美しい青年の姿になっていた。狩かり衣ぎぬや長くそよぐ髪かみのあちこちに羽の名な残ごりが消えずにあるが、本人曰いわく「可愛かわいかろ？」だそうだ。

「やれやれ。主ぬしさまの許しも得ずに、よその神を歓かん迎げいするとは。伊澄、仕置きの覚かく悟ごはできておろうなぁ？　よもや、言い訳は通らぬぞ」

「脅おどしたって無む駄だだ、白しら雪ゆき。主さまは眠ねむっている。好きにしろ、ということだ」

「おお、嫌いやだ。可愛くない。伊澄、おまえは可愛くないのぅ」

　不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめて、白雪は袂たもとで口元を隠かくす。だが、伊澄にはわかっていた。実際は、花の来訪に嬉うれしくて笑みがこみ上げているのだ。全ての価値観が「可愛い」か「可愛くない」かで分別される白雪にとって、花は間違いなく「可愛い」珍ちん客きやくだった。

「あのガキには注意するんだな。厄やつ介かい事の匂においがプンプンすらぁ」

　突とつ然ぜん、今度は地中から声がした。

「俺さまの嗅きゆう覚かくに間違いはねぇ。次に来たら、ちょいと脅してやろうか」

「黒こく曜よう、話に割り込むでない。ほんに、おまえは無ぶ粋すいな獣けものじゃ」

　白雪が、今度は本気で不快な素そ振ぶりを見せる。彼がトン、と浅あさ沓ぐつの爪つま先さきで地面を蹴けると、豪ごう快かいな地じ響ひびきと共に黒一色に身を包んだ逞たくましい青年が現れた。白雪同様に時代がかった狩衣姿だが、羽をつけた彼とは違い、獣けものの耳とふっさりした尻しつ尾ぽが生えている。

「おお、嫌だ嫌だ。黒曜には優美さの欠片かけらもない。可愛くないのぅ」

　嫌味っぽく顔を背け、白雪がねちねちと嘆なげいた。

「伊澄、こんな獣の話など聞かぬ方がいいぞ」

「俺さまの忠告は聞くべきだ。どこの馬の骨とも知れぬ神を、主さまの神域へ入れるな」

「忠告ならもう言った。私の方が先じゃ、黒曜」

「ええい、やかましいわ、白雪。その羽、むしり取ってやろうか」

「──二人ともうるさい」

　煩わずらわしそうに睨にらみつけ、伊澄は声音を低く落として迫はく力りよくを出す。

「星七にも小さな神さまにも、絶対にちょっかいは出すな。いいな？」

　きつい口調で釘くぎを刺すと、揃そろって不満げな顔になった。彼らは常に退たい屈くつしているので、滅めつ多たに現れない『転てん々てん神がみ』──何らかの事情で社を出た、寄る辺のない神──の出現にわくわくしているのだ。元が鶴や狼おおかみの化身だけに理り屈くつが通じ難にくく、好こう奇き心しんや快楽には滅めつ法ぽう弱い。

　一方で、伊澄が本気で怒おこるとどれだけ恐おそろしいか二人はよく知っていた。京都で大学在学中に神道の修行をし、生来備わった霊れい力りよくを磨みがいてきた現在は余計に逆らえない。

　渋しぶ々しぶおとなしくなる様子に溜ため息いきをつき、伊澄は物もの憂うく空を仰あおいだ。

『ありがとうございます、伊澄先輩。また改めて、ゆっくり話しに来ます』

　脳裏に蘇よみがえる、五年ぶりに再会した顔。

　花と手を繫つなぎ、星七は最後に笑ってくれた。さながら年の離はなれた兄が園児の弟を迎むかえに来たような構図は、時代がかった花の恰かつ好こうはともかく微笑ほほえましい光景だった。

　またな、と見送ってから小一時間、伊澄はずっとその場面を反はん芻すうしている。とりわけ、去り際ぎわの星七には感動していた。五年間、もう一度見たいと願っていた表情だったからだ。

「笑った顔、ずっと見られなかったからなぁ」

　どうして突とつ然ぜん嫌きらわれたのか、今も理由はわからない。

　自じ慢まんの姉を取られたとか疎そ外がい感を味わったとか、大方そんなところじゃないかと思ったが、それにしては星七の態度は頑かたくなすぎた。時間がたてば戻もどるだろうと楽観していたが、彼は伊澄が卒業するまで徹てつ底てい的に避さけまくったのだ。

　だが、本日めでたく関係修復は成された。それだけでも、花には感謝しなくてはならない。白雪や黒曜が言うようにワケありな神さまと関わるのはあまりよろしくないのだが、せっかく星七が頼たよってくれたのだし何とか力になりたかった。

「それにしても、星七め。いつの間にか、一いち人にん称しようが〝僕〟から〝俺〟になりやがって。この俺の知らない内に勝手に成長するとは……許せないな」

　高一から大学三年だなんて、一番変化の著いちじるしい時期じゃないか。

　間近で見られなかった悔かい恨こんが、今いま更さらのように伊澄をモヤモヤさせた。

「ふっふ。強気で自信家で可愛かわいげのない伊澄が、普ふ通つうの人間のようではないか」

「おう。神使である俺らを畏おそれもせず、顎あごでこき使う男とは思えぬ殊しゆ勝しようさだ」

　鶴つるの化身である白雪と、狼おおかみの化身である黒曜は、仲の悪さも忘れて顔を見合わせる。

　二人は『宝積神社』の祭神、ウカノミタマの眷けん属ぞくで、通常は眠ねむりについている主あるじの神意を代行する存在だ。どちらも伊澄が子どもの頃ころからの付き合いだが、それだけに他人には知られたくないこともいろいろバレている。

「おまえたち、星七に余計なことを吹ふき込むなよ」

　念を押してはみたものの、どこまで守るかは心もとなかった。普段は人の目に触ふれることもないが、伊澄のように特とく殊しゆな力があったり、あるいは波長の合う人間相手なら、白雪たちの気分次第でコミュニケーションを取るのは可能なのだ。

　多分、花も同じだろう。

　星七には霊れい感かんがないという話だが、だったら波長がよほど合ったに違ちがいない。そもそも霊感が強ければ何でも見えるというわけではないし、相手が神さまともなれば尚なお更さらだ。

　顕けん現げんした花が幼児の姿しか取れないということは、神力が相当に弱いと推測できる。だが、それでも星七には認識できたのだから、よっぽど相性がいいのかもしれない。

「心霊写真のことといい、星七もちょっと変わった存在なんだよな」

「どうでもいいが、余よ所そ者を神域へ入れるなら穢けがれには気をつけてくれ。主さまに障さわったら敵かなわねぇからな。ま、あんなちび、怖こわくもなんともねぇけどよ」

「ふふ。何なら、私たちが相手してやってもよいぞ。あんな田舎いなか育ちのちび、からかい甲が斐いもないだろうがのぅ。さしずめ、泣き顔は可愛いに違いない」

「おまえらなぁ」

　退たい屈くつしきった神使たちの、恰かつ好こうの玩具おもちやにならなければいいが。

　一いち抹まつの不安を覚えつつ、伊澄はやれやれと立ち上がった。










　翌日の朝、星七は階下からの賑にぎやかな笑い声で目を覚ました。

「え、何っ？　何事？」

　反射的に傍かたわらを見たが、隣となりに寝ねていたはずの花がいない。「おおう、これがべっどというやつか！」と昨夜は目をきらきらさせてマットレスの上を跳はねていたのだが、いきなり電池が切れたように眠りについてしまい、星七も一いつ緒しよに布ふ団とんへ入ったはずだ。

「まさか、勝手に下へ行っちゃったんじゃ……」

　スマホで時間を確認すると、八時半だった。今日は一限の講義がないので少し寝ね坊ぼうするつもりだったが、花が気になって二度寝どころじゃない。慌あわてて起きて部屋を出ると、さっきより大きな声で「花ちゃん」と呼ぶ母親の声がした。

　噓うそだろ。母さんにも、お花ちゃんが見えるのかよ。

　急いで階段を駆かけ下りると、寝ね癖ぐせもそのままにキッチンへ飛び込む。味み噌そ汁しると玉子焼き、そして焼き魚の美お味いしそうな匂においが漂ただよう中、大人用の椅い子すの上にクッションを二つも重ねた花がちょこんと座って食しよく卓たくについていた。

「おおお、お花ちゃんっ！　何してんのっ」

「あら、おはよう。星七。何してるの、はあなたの方よ。早く顔を洗ってらっしゃい」

「そうだぞ、星七。花ちゃんに笑われるぞ」

　母親と父親は、何の屈くつ託たくもなくそんなセリフを言ってくる。おかしい。昨夜帰宅した時、彼らには花が見えていなかった。それなのに、一晩で一体何が起きたのだろうか。

「せな、ははぎみのめしはうまいぞ。はよう、おまえもくえ」

「…………」

「ん？　どうかしたのか？」

　口の周りにご飯はん粒つぶを幾いくつもつけて、花はけろりとうそぶいている。その様子は親しん戚せきの子どもが遊びに来たかのように自然で、何の違い和わ感かんも覚えないほどだ。

「お花ちゃん……まずは、朝ご飯の前に説明して」

「せつめい？」

　キョトンと目を見開く彼に、星七はおもむろにその胸元を指差した。

「その服、どうしたの！　狩かり衣ぎぬは！　何で、普通の幼児になってんの！」










　星七が一通りの説明を終えるなり、伊澄が腕うで組ぐみをして「う～ん」と考え込んだ。その顔は明らかに困こん惑わくしており、さすがの彼もすぐに答えは見つけられないようだ。

「要するに、朝になったら〝お花ちゃん〟は美織の子どもになっていた、と。その事実に、星七の両親は何の疑問も抱いだいていない。そういうことだな？」

「はい。もっと正確に言うと、そう思い込まされているって感じです」

　星七自身、まだ信じられないが、両親は美織が男女の双ふた子ごを生んだと思っている。つまり、花は結奈の兄という設定になっているのだ。年季の入った狩衣も、結奈のために用意してある着き替がえの中のユニセックスなデザインのシャツとハーフパンツに替かえられていた。

「何かもう、わけわかんないですよ。昨日まで、お花ちゃんの姿って普通の人には認知されなかったんですよ？　蕎そ麦ば屋やのおばさんも姉さんも両親も、皆みんなあの子が見えてなかったのに。どうして、急にこんなことができるようになったのかなぁ」

「腰こしを据すえて、星七の家に厄やつ介かいになるつもりなんじゃないか？」

「だったら、もっと早い段階でもいいと思うんだけど……口調は相変わらずジジィみたいなのに、母さんたちが誰だれもツッコまないのも奇き妙みようっていうか」

「本人は、何て言ってるんだ？」

　境けい内だいで野の良ら猫ねことにらめっこをしている花を、伊澄は目の端はしでちらりと見る。

「……どこからどう見ても、無害な幼児だよな」

「口を開かなければ」

　理解不能、と肩かたをすくめる伊澄に、星七も腑ふに落ちない気分で同意した。

　今朝の混乱からようやく落ち着きを取り戻し、星七は取るものもとりあえず伊澄へ連れん絡らくをした。昨日の今日で気が引けたが、遠えん慮りよをしている場合ではない。大学の講義も休んで、花を連れて『宝積神社』を訪おとずれたのはそれから二時間後のことだった。

「すみません、伊澄先せん輩ぱいにもお仕事があるのに」

「いや、俺の方はある程度時間に自由は利きくから。まぁ、まだ親父おやじの補ほ佐さだしな」

　伊澄は嫌いやな顔ひとつせずそう言ってくれたが、もちろん鵜う吞のみにはしていない。だが、花が人間の意識を操あやつれるのだとすれば、見み逃のがしておけないのも事実だ。

「お花ちゃん本人は、特に何かしたって覚えはないそうです」

　社務所の脇わきに並んで立ち、星七は改めて花から聞いた話を整理する。

　今朝、ご飯の炊たける匂いにつられてベッドから抜ぬけ出した花は、ふらふらとキッチンへ入って行った。そこで朝食の支し度たく中の母親と顔を合わせてしまったのだが、いつもなら人に気づかれるはずもないのに、血相を変えて「どこの子？」と言われたらしい。これには花も面食らい、何かごまかさねばと焦あせっていた時、ふと美織と結奈の顔が脳裏に浮うかんだ。

「そうしたら、次の瞬しゆん間かんには母さんの態度が変わっていたって……」

「美織が生んだのは男女の双ふた子ごで、あの子は結奈の兄って認識か」

「はい。しかも、その場にいなかった父さんや姉さんまで同じことを言い出して……やっぱり、これって神さまの力なんでしょうか？」

「神さまの力……」

　渋しぶい表情の伊澄は、かなり戸と惑まどっているようだ。

　しかし、星七には他ほかに説明がつかなかった。神さまの仕し業わざ以外に、こんな無茶な展開はありえない。星七の家族は全員、花を初めから存在している者として認識しているのだ。

「あ、でも、俺以外にもう一人例外がいました」

「──結奈ちゃんだろう？」

　さすがに察しがいいと、星七は感心する。

　一変した状じよう況きように驚おどろいた星七は、まず美織へ連れん絡らくをした。すると、結奈だけが「ちがう！　ゆなは、ひとりっこだもん！　ママのこどもは、ゆなだけなのーっ！」と電話口の向こうで大泣きしながら否定したのだ。あまりに激しく言い張るので、手を焼いた美織は早々に電話を切ってしまったが、このことが逆に花の存在に説得力を与あたえる結果となった。

「結奈ちゃんが兄であるお花ちゃんを拒きよ否ひするから、しばらく二人を離はなれさせようって。それで、一時的に俺の家で預かるって流れになっているみたいです」

「結奈ちゃんも、気の毒に……」

　同情たっぷりの溜ため息いきを漏もらし、伊澄はしばらく黙だまり込んだ。

　野の良ら猫ねこが去ってしまったので、退たい屈くつした花は「せな！」と呼びつけている。口調は相変わらず年寄りのようだし、彼自身は何も変化はしていない。けれど、服装が現代風になっただけでこんなにも印象が違ちがうのかと感心するほど、どこから見ても普ふ通つうの子どもだった。

「昨日、伊澄先せん輩ぱいに会いに来ておいて良かったです」

　次から次へと状況が変わる中、今や伊澄だけが星七の支えだ。

「正直に言うと、今日連絡するのも怖こわかったんです。もし、先輩までお花ちゃんを俺の甥おいっ子こだと言い出したらどうしようって。なんか、段々自分の記き憶おくにも自信がなくなって」

「惑わされるな、星七」

　背中を力強くパン、と叩たたかれ、ドキリとして伊澄の横顔を見る。

　放置されてむくれている花に視線を留め、彼は迷いのない声で言った。

「俺にも意外だったが、お花ちゃんには見かけより大きな神力があるのかもしれない。ただ、最初から発動しなかったように、それは不安定な状態にあるんだろう。ま、おまえにくっついて行動するなら人の子に擬ぎ態たいしてくれた方がいいんじゃないか？」

「え？」

「お花ちゃんが周囲に認知されるなら、誰だれもいない空間に話しかけたり、焦ったり笑ったりする姿を見られずにすむ。宮野さんちの星七くんは、とうとうおかしく……なんてご近所の噂うわさになりたくないだろ。そうでなくても、おまえ心しん霊れい写真とか撮とっちゃうんだし」

「そっ、それは……一部の人しか知らない秘密で……」

「賢けん明めいだ。特とく殊しゆな力なんて、ないに越こしたことはないからな」

　笑って呟つぶやかれた一言は、心なしか淋さびしい響ひびきを含ふくんでいる。気になった星七は何か話しかけたくなったが、まるで矛ほこ先さきを逸そらすように伊澄が「あっ！」と叫さけんだ。

「あいつら、俺に断りもなく……」

「え、あの」

　何事か、と戸惑う星七を置いて、彼は素す早ばやく駆かけ出した。禰ね宜ぎが境けい内だいを全力疾しつ走そうするなんて不作法にも程があるが、よほどの一大事なのだろうか。何がなんだかわからないまま、つられて星七も後を追う。伊澄の背中で見えないが、目指す先は花のいる方向だ。

「わあっ！」

　次の瞬間、視界が白と黒に覆おおわれた。

　陽光に煌きらめく白銀の羽と、漆しつ黒こくに輝かがやく豊かな毛並み。

　まるで映画の世界にでも紛まぎれ込んだような、美しく幻げん想そう的な光景が星七を包み込んだ。

「な……何……」

「白雪、黒曜、おまえら勝手に何をしている」

　非現実的な情景に些いささかも怯ひるまず、低く朗々たる声音で伊澄が尋たずねた。

「余計なことはするな、と昨日も釘くぎを刺さしておいたはずだが？」

「そんなおっかない顔をするでない、伊澄。可愛かわいくないぞ」

「別に悪さしようってんじゃねぇ。ちびに挨あい拶さつしにきただけだ」

　声が響くや否いなや羽の持ち主がたおやかな青年となり、ふさふさの毛並みは黒一色の青年の尻しつ尾ぽだと気づく。どちらも見み惚とれるほどの美び貌ぼうだが、一目で人間ではないとわかった。

「こ、この人たちは……」

　それきり、星七は絶句する。異形の存在は心霊写真ではお馴な染じみだが、目の前で生きて動いているのを見るのは初めてなのだ。いや、正確には花も人間ではないのだが、彼ら二人から発せられる気は比べ物にならないほど強きよう烈れつだった。

「あの……あの……」

「せな、あんしんしろ。こやつらは、このやしろのぬしにつかえるものじゃ」

「お花ちゃん！」

　気け圧おされて真っ青になる星七を、舌足らずに宥なだめる声がする。続けて、黒曜と呼ばれた青年の背中から花がひょっこり小さな顔を出した。

「こやつ、いきなりわしのえりくびをくわえて、せにのせよった。らんぼうなやつじゃ」

「何だよぅ、ちびだって面白がってたじゃねぇか」

「おお、おぞましい。不潔な狼おおかみの背など、ノミがつくだけよ」

　白雪が眉み間けんに皺しわを作り、話に割り込んでくる。

「ちび、私の白い腕うでにお摑つかまり。このまま優美に空を舞まってやろう」

　言うが早いか、彼は強引に花を引き剝はがしにかかった。そうはさせじと黒曜も踏ふん張ばり、狭はざ間まの花は左右の腕を交こう互ごに引っ張られる。

「こ、これ。りょうほうから、ゆすぶるでない。めが……めがまわる……」

「その手をお離し、黒曜。まぁ、なんと野や蛮ばんな」

「うるせぇぞ、白雪。おまえこそ、手を離しやがれ」

「おまえらなぁ……ッ」

「やめろ！　やめてください！　お花ちゃんは、オモチャじゃありません！」

　止めに入ろうとした伊澄を押し退のけ、星七が前に飛び出した。そのまま無我夢中で花を抱だき抱かかえ、二人の神使から力ずくで奪うばい返す。腕の中の花は目を丸くしたまま、何が起きたのかもよくわかっていないようだった。

「お花ちゃん！　お花ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかっ？」

　血相を変えて呼びかけると、ようやくパチパチと瞬まばたきをする。

「いやはや……まいったの……」

「ごめんよ、一人にして。これからは、ちゃんと近くにいるからね」

「せな……」

　ぎゅうっと小さな身体からだを抱だき締しめると、じんわりと温ぬくもりが伝わってきた。この温かさは、神さまだろうが人の子だろうが変わりはない。慈いつくしみ、守らなくちゃいけない存在だ。

「お花ちゃん、あったかいんだね」

「そ、そうか？　ふん、いちいちおおげさなやつじゃ」

「ぬくぬくで、ほこほこだよ」

「……そうかの……」

　知らなかった。神さまって、あったかいんだ。

　花が猛もう烈れつに恥はずかしがっていることも知らず、星七はもう一度抱く手に力を込めた。

「……妬やけるな」

　不意に、耳元へ低い囁ささやきが降りてくる。

　顔を上げると、膝ひざを屈かがめた伊澄が冷やかすようにこちらを見下ろしていた。

「い、伊澄先輩、何言ってんですかっ」

「いや、神さまとそんなに仲良くなるなんて、さ」

「あ……妬くってそういう……」

「星七、子どもに懐なつかれやすいんじゃないか？　父性本能が強いのかな」

「いすみめ、ぶれいなやつじゃ。わしを、にんげんのこどもといっしょにするな」

　からかわれたのが心外なのか、花は仏ぶつ頂ちよう面づらで星七の腕うでを押し退のける。そのまま腕から離はなれようとしてよろめく彼を、白雪と黒曜が左右から手を貸して支えた。

「おやおや、転んでは一大事じゃぞ、ちび」

「気をつけな。我が主ぬしさまの神域で、余よ所そ者に怪け我がさせるわけにはいかねぇ」

「ええい、うるさいわっ。おぬしら、わしにかまうでないっ」

　花はムキになって拒こばもうとしたが、短い手足をバタバタさせるだけなので却かえって二人は大喜びだ。完全にお気に入りの玩具おもちやと化してしまい、突ついて怒おこらせたり、機き嫌げんを取ったりとはしゃいでいる。大だい丈じよう夫ぶなのかと星七は気が気ではないが、どうやら加減はしているようで、花もそれなりに楽しんでいるのが見て取れた。

「星七、しばしちびを借りるぞ」

　白雪がそう言い放ち、花を抱かかえてふわりと舞まい上がる。

　続けて黒曜が巨きよ大だいな狼おおかみの姿になり、白雪と花が降り立つ御ご神木の頂上まで駆かけ上った。

「ふわぁ……」

「いつまでも境けい内だいで遊んでちゃ、人目につくからな」

　額に手をかざして木こ漏もれ日びを避よけながら、伊澄が苦笑混じりに呟つぶやく。榊さかきの枝葉が時折揺ゆれるものの、三人は重力など無視して戯たわむれているようだ。幻げん想そう的な光景はかつて絵本で見た挿さし絵えのようで、星七の口からは感かん嘆たんの溜ため息いきしか出てこなかった。

「思わず、お花ちゃんを庇かばっちゃったけど……白雪さんたちに失礼な言い方でしたね」

「星七？」

「ダメだなぁ。俺、いっつもこうなんです。感情が先走っちゃって、周りが見えなくなる。伊澄先せん輩ぱいの時だってさんざん後こう悔かいしたのに、ちっとも学んでない」

「後悔……」

「あっ、いやっ、すみませんっ。もう終わった話って言われたのに……ッ」

　しまった、と焦あせって取り繕つくろったが、もう後の祭りだ。

　星七は真っ赤になって俯うつむき、できるだけ伊澄の視線から逃のがれようとした。せっかく綺き麗れいに幕を引いてくれたのに、自分だけがうじうじ未練を抱えているのが恥はずかしい。

「──星七」

　ふっと、空気が柔やわらかくなった。

　え、と思う間もなく伊澄の右手が肩かたを抱だき、ぐっと強く引き寄せる。彼は百七十の星七よりゆうに十五センチは背が高いので、微かすかに漏れる吐と息いきが前まえ髪がみを優やさしく撫なでていった。

「そんなに肩かた肘ひじ張るなって。おまえに悪意がないことは、ちゃんとわかっているから」

「で、でも」

「星七に抱だき締しめられて、お花ちゃん嬉うれしそうだったぞ。あのな、案外神さまってのは孤こ独どくなもんなんだ。皆みなに平等であるってことは、誰だれのものでもないってことだからな。きっと、さっきみたいにぎゅっとされるなんて何百年も生きてきて初めてだったんじゃないか？」

　神さまは孤独。

　そんな風に考えたこと、一度もなかった。

「俺は、感情のままに動く星七が好きだよ」

「伊澄先輩……」

「不安なら、冷静に状じよう況きよう判断ができる奴やつを隣となりに置いておけばいいんだ」

「え……」

　それって、もしや──一いつ瞬しゆん、不ふ埒らちな考えが胸をよぎる。

　いやいやいや。淡あわい期待を、星七は急いで打ち消した。伊澄が気き遣づかいのできる優しい人間なのは昔からだし、へこんでいる後こう輩はいを慰なぐさめているだけに決まっている。少々誤解を招く物言いだが、モテる男とはこういうものなのだろう。

　伊澄先輩、スキンシップ好きだしな……。

　それを言うなら、男に肩を抱かれてうっとりしかけている自分の方が大問題だ。花を抱き締めた時とは違ちがい、伊澄の体温だと逆に熱が上がりそうになる。

「伊澄先輩、あの……」

　何でもいい。何か言わなくちゃ。

　このまま囁ささやきに身を委ゆだねていたら、終わったはずの想おもいが再燃してしまう。

「あの……えっと……」

「ん？」

「あ、そうだ。どうして、姉さんとは別れたんですか？」

「え……」

　あああああ、俺のバカッ。

　いきなりテンパって、何言ってんだよっ。

　狼ろう狽ばいしまくる星七の前で、伊澄の笑みがみるみる強張った。そのまま空気が重くなり、ぎこちない沈ちん黙もくが降りてくる。取り返しのつかない失言に、星七は自分で穴を掘ほって頭から飛び込みたくなった。

「それは……五年も前の話だしなぁ……」

　言葉を選びつつ、伊澄がようやく苦笑いを浮うかべる。

　遊び疲つかれた花たちが満足して地上へ戻もどってくるまで、二人は黙だまり込んだままでいた。










　ふぅむ、と黒曜の背に乗った花は、小難しい顔で腕を組んだ。

　星七が大学へ行っている間は、基本的にやることがない。無む邪じや気きな孫の演技はハナからする気がないので、星七の両親に構われるのも内心ウンザリ気味だ。そこで思い立って神社へ遊びに来たのはいいものの、何かにつけて思案に耽ふけるので少しも盛り上がらなかった。

「どうした、ちび。退たい屈くつかえ？」

　御神木の枝に腰こしを下ろし、長い裾すそから足をひらひらさせながら白雪が見下ろす。

「贅ぜい沢たくな。生あい憎にくと伊澄も留守にしてる故ゆえ、こうして私らがもてなしてやってると言うに」

「もてなしだぁ？　子守りの間違いだろうがっ」

　黒狼おおかみの姿で黒曜が毒づき、己の背を振ふり返った。しかし、花は心ここにあらずという様子で先刻から宙を睨にらんでいる。むかついた黒曜がおもむろに人型へと変化し、花は弾はずみでころりと地上へ滑すべり落ちた。そこでようやく我に返り、「おや」と目をパチパチさせる。

「こくよう、いきなりらんぼうするでない。びっくりしたではないか」

「けっ。こちとら最初っから驚おどろきだぜ。ガキが珍めずらしく一人で来たから、歓かん迎げいしてやったのに。俺さまの純じゆん粋すいな好意を踏ふみ躙にじるたぁ、転々神は礼れい儀ぎを知らねぇな」

「わしは、れいせつにはうるさいぞ」

「抜ぬかしてろ」

「それに、てんてんがみなどではないわ。わしには、ちゃんとやしろがある」

　牙きばを剝むきだして威い嚇かくされても、花はけろりとして怯おびえる気配もない。やれやれと起き上がって服に付いた土を払はらうと、頭上の白雪を見上げて「はなしがあるのじゃ」と言った。

「ほっほ。それは退屈しない話だろうのぅ？」

「むろんじゃ。いすみのことで、ききたいことがある」

「伊澄のこと？　おやおや、それは聞き捨てならぬ」

　ふわりと白い羽が天に広がり、次の瞬間には音もなく白雪が舞い降りてくる。

　白と黒の神使が目の前に並んだところで、花はおもむろに口を開いた。

「たんとうちょくにゅうにもうすがの、いすみとせなは、なかよしなのか？」

「仲良し？」

「はっ、こいつはまた難しい質問だ」

　二人は顔を見合わせ、それぞれに意味深な笑みを浮かべる。

「のぅ、ちび。私たちは、星七という人間のことをよぅ知らぬ。あやつはほんの少し前、おまえを連れて我が領域へやってくるようになったばかり。無理なことを訊きくでない」

「おうよ。まぁ他ほかの人間より、ちょっとばかし良い匂においだがな。ごく稀まれだが、そういう人間は他にもいないわけじゃねぇ。伊澄みてぇな特別とは違う」

「たしかに、いすみはおもしろいの」

　すげない返事に怒るでもなく、ふむ、と花は頷うなずいた。

　お宮参りの案内をする彼を見た瞬しゆん間かん、人間のくせに自分たちに近い匂においがすると驚おどろいたものだ。もしや妖あやかしが化けているのかと疑い、星七に「場を設けろ」と迫せまったのだが、後に白雪や黒曜の存在を知って得心した。

　幼い頃ころから神使と馴な染じんでいれば、あのように魂たましいの一部が影えい響きようを受けても無理はない。もともと霊れい力りよくが優すぐれていたせいで、余計にそれが顕けん著ちよだったのだろう。

「じゃが、やはりひとのこ。いすみがせなといっしょのとき、わしはつよくそれをかんじるのじゃ。なんというか、ちかよりがたさがうすれるのじゃよ。そうでないとき、いすみはぴりぴりとしているでの。あしきやからを、うかつによせないためだろうが」

「最近の人の言葉だと〝ガードが緩ゆるむ〟って言うんだぜ、それ」

「人の言葉？　おお、嫌いやだ嫌だ。黒曜の言うことは、まったく意味がわからぬ」

　美しい顔をしかめ、白雪は芝しば居いがかった仕草で嘆なげいた。

「だが、それを言うなら星七も同様。あやつも、伊澄といると空気が和やわらぐようじゃ」

「何だよ、白雪。ちゃんと意味わかってんじゃねぇか」

「まぁ、互たがいに居い心ごこ地ちが良いのであろうよ。何せ、伊澄はずっと星七を可愛かわいがっておったからのぅ。私らは、よくあやつの独り言を盗ぬすみ聞ぎきしたものよ」

　口に出さずとも、波長が合えば心の声を聞くのは彼らにとって造作もないことだ。

　伊澄が聞いたらどんな仕置きを受けるかわからない秘密を、白雪は自じ慢まんげに打ち明けた。

「ひとりごとか……それは、せなのことなのか？」

「ここ数年は、ずっと愚ぐ痴ちばかりだったがの。京都に行っていた時期は知らないが」

「そういや、この数日は機き嫌げんが良かったな。星七が来た後は特に」

「なんと。こくよう、それはほんとうか？」

　花が詰つめ寄ると、黒曜は無む邪じや気きに「おうよ」と答える。

「ばかもの、わしはさっきからそれをきいていたのじゃ。ならば、ふたりはなかよしではないか。ちっとも、むずかしいしつもんなどではないわ！」

　歯がゆい会話に地団太を踏ふみ、ともかく目的の答えは知ったと花は息をついた。

　先日、伊澄と会話した後から星七の様子がおかしい。

　顔を赤くして溜ため息いきをついたり、頭を抱かかえて「俺のバカバカ」と呻うめいたり、とても尋じん常じようとは言えない様子だ。大方、原因は伊澄だろうと察しはつくが、そのくせ神社へ出向いて問題を解決しようとはしない。見かねて「あそびにいこう」と何度か誘さそってみたが、顔を合わせるのが気まずいんだと言わんばかりに話を逸そらされた。

「わしには、とんとわからぬよ。まずいことをしたなら、なぜにげまわる。それでは、なんのかいけつにもならんではないか。そういうところが、せなのわるいめんじゃ」

「それを言うなら、伊澄も同じよ。このところ、祝詞のりとに気合いが足りぬ」

「そうそう。あいつの祝詞は格別なのによぉ、俺さまも力が出ねぇぜ」

　三人は珍めずらしく意見が合い、額を突つき合わせて愚痴大会となる。

　仲が良いのは明白なのに、どうしてわざわざ拗こじらせるのか、本当に人間はわからない。

「じゃが、このままではよろしくないのう」

　いつまでも辛しん気き臭くさい顔をされては、居い候そうろうとしても気がかりだ。

　氏うじ神がみと神使が二人、思案に暮れる午後だった。










　ゆうえんち、という単語が花の口から出たのは、居候二週間目に突入した頃ころのことだった。

「遊園地？　え、どこで知ったの、そんな言葉」

　寝ねていたところを無理やり起こされて、寝ぼけ眼まなこのまま星七は問い返す。

「大体、今日は土曜日だよ。混んでる時にわざわざ行かなくても、平日の方が……」

「へいじつは〝だいがく〟があっていそがしいと、せながいったのだぞ！」

「うーん、でも何でいきなり遊園地？」

「しゃかいけんがく、とかいうやつじゃ。ひび、まなばなくてはな」

「学ぶって、食べることと遊ぶことばっかりなくせに……」

　やれやれと起き上がると、花はベッドの上に仁に王おう立だちして「えっへん」と胸を張っている。新品の赤いチェックのネルシャツやデニム地の七分丈たけズボンは、生意気にも全てがブランド物だ。「男の子なのに、結奈の服では可か哀わい想そう」だと言って、星七の両親がせっせと買い与あたえたからだが、花は「うむ。ほうのうひんか。かんしんじゃ」と当然の顔で受け取っている。

　あのね、と花を両りよう脇わきから抱だき抱え、よいしょと床ゆかに降ろしながら星七は言った。

「お花ちゃんが家に来て以来、その口から出た単語は〝焼肉食べ放題〟〝スイーツブッフェ〟〝回らないお寿す司し〟……あと〝プレステ〟と〝スマホ〟な。これのどこが学びなんだ？」

「なにをいう。どれも、ひとのくらしでなければしらなかったことじゃ。わしのやしろは、なにぶんのどかだからのう。〝すいーつぶっふぇ〟など、みたらこしをぬかすぞ」

「ああ、そういえば人のスマホを勝手に弄いじって〝春のさくらんぼフェア〟の画像に興奮してたもんなぁ。てか、触さわっちゃダメって言ってるのに……」

「わしのはなしではない！　うじこがおどろくと、いっておるのじゃ！」

　わざとらしく意地悪を言うと、ムキーッと文句を言ってくる。華はなやかなスイーツの画像に目をきらきらさせていたくせに、と内心可お笑かしかったが、はいはいと星七は折れてやった。

「だけどさ、今どき〝プレステ〟や〝スマホ〟くらい氏うじ子この中にも使ってる人の方が多いだろうに。携けい帯たい用のゲームとかさ、境けい内だいで遊んでる子、見かけたりしないの？」

「……しらん」

「お花ちゃん？」

　ぷい、と横を向く花は、心なしか浮うかない顔になる。何か地じ雷らいだったかな、と不安になって膨ふくらんだ頰ほおを指先で突くと、「ばちあたりめが！」と即そく座ざに怒ど鳴なられてホッとした。

「とりあえず、朝ご飯を食べてから続きを聞くよ。お花ちゃんは？」

「もうたべたぞ。せなは、ねすぎだ。やすみだからって、たるんでおるな」

「昨夜は、遅おそくまでやることがあったんだよ」

「また、かめらとかいうからくりをいじっておったのか」

　したり顔で、彼はちらりとデスクへ視線を移す。

　広げられたカメラ雑誌の上には、プリントアウトした写真が散乱していた。次の応おう募ぼ作品にどれを出そうか、あれこれ悩なやんだ記き憶おくが星七を渋しぶい顔にさせる。案の定、これはと思う一枚には必ず妙みようなものが写り込んでいたからだ。ＰＣで消せばいい話ではあるが、やはり自然なままで勝負したい気持ちはあるし、もしや一生こんな調子なのかと思うとウンザリする。

　そういえば、お花ちゃんとの出会いも写真だったな。

　星七の撮とった鳥居の写真に、いるはずのない子どもが写っていた。案の定、あれは花だったらしく、きちんと参拝もせずにいきなりシャッターを切る不作法に腹を立て、一言言ってやらねば気が済まん、と星七の前に現れたのだという。

『せな、おまえには〝うやまいのこころ〟がたらんのじゃ！』

　説教を垂れる花の声は、まだ耳に残っている。

　我が家へ来た夜、そこへすわれ、と命令をされ、自室で続きをこんこんと叱しかられた。

『おのれのよくぼうだけでは、よいけっかはえられんぞ。だから、ふじょうなものがうつりこむのじゃ。よくよくはんせいし、けんきょなきもちをもつように』

『はぁ……』

　謙けん虚きよなんて、花の言動から一番遠い気がするが、神さまだからいいんだろうか。

「星七、あなた寝ぼすけねぇ。手紙が来ていたわよ」

　パジャマのまま階下へ向かうと、花が来てから仕事を減らして在宅時間を増やした母親が、台所から声をかけてきた。見れば、リビングのテーブルの上に封ふう書しよが置いてある。手に取ってひっくり返すと、差出名は見覚えのある出版社だった。

　ドキン、と心臓が大きく鳴る。

「せな、それはなんじゃ？　〝はたしじょう〟か？」

　テレビの時代劇で覚えた『果たし状』という単語を、花がここぞとばかりに使ってくる。

　しかし、今は冗じよう談だんで返す余よ裕ゆうもなかった。星七は無言で封を破り、折り畳たたまれた手紙を広げてみる。そこには、素っ気なく印字された定型文があるだけだった。

「…………」

「なんじゃ？　せな、わしにもみせろ。なんで、こわいかおをしておるのじゃ？」

　何とか注意を引こうと、花がズボンを引っ張ってくる。だが、星七は手にした紙を睨にらんだままで、ぺらぺらの紙一枚がじわじわ重たさを増していくのみだ。

「……お花ちゃん」

　くしゃ、と手の中で紙を丸め、半ば自や棄け気味に提案した。

「これから遊園地行こうか」

「ほ？」

「さっき言ってただろ？　遊園地、行ってみたいんじゃなかった？　俺、今日は予定もないし一日付き合えるから支し度たくして出かけよう。一番近いところなら、一時間で行けるよ」

「よ、よいのか？」

　唐とう突とつな提案に、花は喜ぶより先に面食らっている。遠えん慮りよするなよ、と重ねて言うと、会話を小耳に挟はさんだ母親が「いいわねぇ、花ちゃん」と背中を押してくれた。結奈も誘さそった方がいいだろうか、と一いつ瞬しゆん迷ったが、彼女が花を拒きよ絶ぜつしているのが別居の理由（ということになっている）なせいか、特に何も言われなかった。

「せな、ひとつたのみがあるのだ」

「ん？」

　善は急げとばかりに上着を着せ、幼児用のうさぎリュックを用意する。先日、美織が結奈と色いろ違ちがいで買ってきたもので、うさぎのぬいぐるみを背負う恰かつ好こうになる奴やつだ。脇わき腹ばらのジッパーから荷物を入れる仕様で、花が歩くたびに長い耳がひょこひょこ動く。結奈はピンク、花は白だと聞いているので、二人が並んだらさぞ微笑ほほえましかろうと思った。

　でも、その光景を目にするのは難しいだろうな。

　残念だが、相変わらず結奈は「あんなこ、しらない」と言い張っているらしい。そのため、美織がどんなに誘っても星七の家に近づこうとしないのだそうだ。

　このままじゃ結奈が可か哀わい想そうだし、何とかしなきゃなぁ。

　神さまが居い候そうろうに来てから今日まで無我夢中で過ぎてしまったが、花はいつまで社を留守にしておくつもりだろうか。氏うじ神がみが長く土地を離はなれるなんて、素人しろうと考えでも良くない気がする。

　花のいる生活は楽しいし、決して「早く帰れ」と思っているわけではない。だが、今がかりそめの平和にすぎないことは、星七にも薄うす々うすわかっていた。

「せな！　きいておるのか？　た・の・み・があるのだ！」

「あ、ああ、ごめん。聞いてるよ。何？」

　ボンヤリとうわの空でいたら、業ごうを煮にやした花が声を荒あららげる。

「なに、さほどむずかしいことではない。せっかくの〝ゆうえんち〟じゃからの」

「え？」

「じつは……」

　見上げてにんまり笑う表情は、神さまのくせにずいぶん腹黒かった。
















　Ｈ遊園地は、かなり歴史のある古い……もとい老舗しにせの施し設せつだ。

　星七も詳くわしくは知らないが戦後すぐに建設され、幾いく度どかのリニューアルを経て現在も庶しよ民みん派の遊園地として安定した人気を保っている。敷しき地ちは決して広くはないし、アトラクションも最さい先せん端たんとはいかないが、代わりにのんびりまったり楽しめるのが強みだ。おまけに、実家から乗り換かえなしで行ける場所とあって、子どもの頃ころは星七自身もよく親に連れられてきた。

「せな、いまじゃ！　はよう！　はよう、とるがいい！」　>>>♥

　ぎくしゃく動き回るパンダの背に乗って、花が張り切って催さい促そくする。合わせて背中のうさぎの耳がふよふよと揺ゆれ、見ていた周囲の女の子たちから「可愛かわいい～」と声があがった。

「お花ちゃん、危ないから気をつけて」

　満まん更ざらでもない気分でシャッターを切ると、一仕事終えたような笑顔で再び遠ざかっていく。ゲートを入ってすぐの乗り物コーナーで、花は早くも満まん喫きつしているようだった。

「嬉うれしそうだな」

「……ですね」

　並んで立っている伊澄が、にこやかに呟つぶやく。

　神社での禰ね宜ぎ姿とは打って変わって今日はカジュアルな普ふ段だん着ぎ姿だが、それがまた憎にくらしいくらい様になっている。薄手のニットの上に仕立ての良いジャケットを羽織っているだけなのに、端たん整せいな容姿と長い手足が際きわ立だって女性の目を一身に集めていた。

　何で、隣となりにいるのが俺なんだろう……。

　星七自身がそう思っているのだから、周りの人はもっと不可解に違いない。美女とデートならまだしも、どこから見ても平均点な男子大学生が連れなのだ。しかし、当の伊澄はまるで気にする風もなく、むしろ上じよう機き嫌げんで花へ手を振ふったりしていた。

「天気予報だと雨だったけど、晴れて良かったな」

「そう……ですね。今日は暖かいし」

　応じる星七は何げなさを装よそおっているものの、内心は気まずさでいっぱいだった。伊澄と顔を合わせるのが、先日うっかり「姉と別れた理由は」なんて失言をかまして以来なので尚なお更さらだ。

　それが、まさか遊園地に一いつ緒しよに来る羽目になるなんて。

『いすみも、さそうがよい。にんずうがおおいほうが、たのしいときく』

　どこで得た情報か知らないが、花はそう言って譲ゆずらなかった。

　しかし、「今からすぐ」と誘って遊びに出てこられる社会人などそうはいないし、神職なら週末は祭事が立て込むだろう。渋しぶる星七に「さそえといったら、さそえ！」と花が駄だ々だをこねるので、仕方なく形だけ誘えばいいや、なんて甘く考えていたら、予想に反して伊澄はあっさり「行くよ」と返事をしてきたのだった。

「あの、本当に良かったんですか」

「何が？」

「急に誘っちゃって」

「今日は、もともと親父おやじに休みをもらっていたから」

　伊澄は笑って答えるが、それは他ほかに用事があった、ということにならないだろうか。危き惧ぐする気配を察したのか、彼は「神職にだって、休日くらいあるよ」と言い足した。

「もっとも、祭事に左右されるから不定期になりがちだけどね。うちは規模も小さいし、そうそう大きな行事はないから。星七、遠えん慮りよしないでじゃんじゃん声かけろよ？」

「じゃんじゃん……って……」

「この一週間、おまえら全然神社へ顔を見せなかったろ。星七、また一人でテンパって俺と距きよ離りを置こうとしてるのかって心配していたんだからな」

「え……」

「黒曜と白雪も、お花ちゃんに会えないって拗すねていたぞ」

　柔やわらかな声音は決して責めている風ではないが、心配していた、というのが本音であることは充じゆう分ぶんに伝わってくる。すみません、と星七は素す直なおに詫わび、心の中で「良かった」と胸を撫なで下ろした。無神経な質問をしてしまった、と後こう悔かいしていたが、会えない方を残念がってくれていたなんて、伊澄には申し訳ないがやっぱり嬉しい。

「そうだ、さっきの写真どんな感じだ？　せっかくの機会だし、いっぱい撮とろうぜ」

「待ってください。今、確認を……」

「どうした？」

　デジカメを弄いじる手が止まるのを見て、伊澄がひょいと手元を覗のぞき込む。だが、星七の示したプレビュー画面を見るなり「あ」と思わず声を漏もらした。

「おい、星七。これってカメラの故障じゃない……よな？」

「違います。俺、心しん霊れい写真は撮り慣れてるけど、これは……」

「いや、それもどうかと思うが。ある意味、幽ゆう霊れいより強きよう烈れつだな」

「強烈……」

　どうしよう、と二人は顔を見合わせる。

　画面には、幽霊どころか何も写っていなかったのだ。

　いや、「何も」というのは少々語ご弊へいがあった。年季の入ったパンダの乗り物や、柵さくの周りで手を振ふる見物人、はしゃぐ子どもたちや背景のアトラクション──視認できる全てがちゃんと収まっているのにも拘かかわらず、パンダの上には誰も乗っていないのだ。

「え、何で……」

　星七は当とう惑わくした。最初に花の神社で鳥居を写した時は、朧おぼろげな影かげではあったがちゃんと花が写り込んでいたのだ。それなのに、どうして今度は姿が消えているのだろう。

「もしかしたら、その時は相当に弱っていたのかもしれないな」

「どういう意味ですか？」

「俺も、さすがに神さまを撮ったことはないけど……」

　珍めずらしく伊澄が言い淀よどみ、だけど、と慎しん重ちような口ぶりで先を続ける。

「本来、お花ちゃんの神格はもっと上で、おいそれと姿を収めたりできる存在じゃない気がする。俺が見る限り神力がまだ安定していないようだが、星七と出会った頃よりは力を取り戻もどしつつあるんじゃないか？　いずれにせよ、あの子は下っ端ぱの神さまじゃないってことだ」

「下っ端？　神さまにも階級があるんですか？」

「そりゃそうだよ。星七、『古こ事じ記き』とか読んだことないか？」

「れ、歴史は苦手で……」

「そんな大上段な話じゃないけど……そうだな、じゃあこういうのは？」

　真顔で尻しり込ごみする星七に苦笑し、伊澄は言った。

「日本人は八や百お万よろずって言って、あらゆるものに神さまを〝視みる〟民族だろ。それだけ神さまがいれば、力の強い弱いも出てくるさ。他ほかにも、たくさんの氏うじ子こに慕したわれる神さま、ひたすら怖おそれられる神さま、いろんなカテゴリーに分類される。おのずと位も生まれてくる」

「なるほど」

「お花ちゃんの話に戻すけど、あの子は何か抱かかえている気がするんだ。黒曜や白雪は単純だから〝可愛かわいい〟ってただ喜んでいるが、本当はうちの祭神さまに顔合わせしてもらうのが一番なんだよな。そうすれば、お花ちゃんの事情もわかると思うし。ただ、うちの神さまは世の泰たい平へいを理由に長いこと眠ねむられているからなぁ。多分、俺の代でお目覚めになることはないだろうな。ま、そうでなきゃいけないんだけど」

「お花ちゃんの事情……ですか……」

　ドキ、と鼓こ動どうが不ふ穏おんに鳴った。

「星七だって、不思議に思っているだろう？　お花ちゃんが、どうして社を留守にしてついてきたのか。しかも、もう二週間だ。神さま時間なら一いつ瞬しゆんかもしれないけど、もしも彼がこの先何十年も居い候そうろうする気だったらどうする？」

「え、まさか」

　思いもよらない言葉に、星七は小さくたじろいだ。

　しかし、伊澄の言うことが現実にならないと誰だれが断言できるだろう。今はまだ状じよう況きようを吞のみ込むのに精せい一いつ杯ぱいだが、もし花がずっと留とどまるなら、様々な事情が変わってくる。

「俺は……」

　現在、花の神力で家族は何の疑いもなく美織の子どもだと信じている。

　けれど、結奈だけは違うのだ。彼女にとって花は、ある日急に現れた得体の知れない存在でしかない。その状態で何年も生活していくなんて、とても耐たえられないことだ。

「俺は、でも……」

　だからって、花に「帰れ」とは言えなかった。星七にとって、彼はもう家族も同然だ。神さま相手にそんな感情は不ふ遜そんかもしれないが、弟ができたような気持ちでいる。

　それに──彼には何か秘密がある。

　物見遊ゆ山さんではない、社を出てきた本当の理由が。

　居候先に、どうして自分を選んだのか星七には見当もつかなかった。だが、縁えんあって頼たよってきてくれたものを無下には扱あつかえない。花が神さまだから、とかそういう問題ではなく、関わってしまった以上は責任があると思うからだ。

　──俺、そんな大事なことも自覚しないまま二週間も過ごしていたんだ。

　己おのれの吞のん気きさに呆あきれると同時に、みるみる視界が開けていく。

「……神さまの面めん倒どうをみるなんて、気軽に口にしちゃいけないだろうけど」

「星七？」

「でも、ちゃんと考えます。お花ちゃんは氏神さまだから、ずっと守ってきた土地がある。それを、いつまでも放ってはおけないと思うし。人間の俺にできることなんて小さいけど、もし何か助けを必要としているなら力になりたい」

「…………」

　身の内から、思いが素す直なおに溢あふれ出た。大変なことだとは思うが、生意気で偉えらそうで好こう奇き心しん旺おう盛せいなちび神さまに、人間も少しは見どころがあると見直してもらいたい。

　それに……──。

　ひっそりと、星七は自分自身へ誓ちかいをたてた。

　伊澄先せん輩ぱいの前で、中ちゆう途と半はん端ぱな自分は二度と見せたくない。

「ははっ」

　不意に、緊きん張ちようを破って伊澄が笑い出した。

　え、と戸と惑まどっていると、彼の右手がいつものように頭をくしゃ、と撫なでていく。

「お花ちゃんは、見る目があるな」

「ど、どういう意味ですか？」

「俺が神さまでも、星七を選ぶよ」

「え……」

　優やさしい眼まな差ざしと思わせぶりな一言に、どう反応していいかわからなくなる。

「あの、先輩。それって、どういう……」

「……さてと。とりあえず、お花ちゃんには写真の件を何て伝える？」

　軽やかに話題を切り替かえて、伊澄はさっさと右手を引っ込めた。当然だ。人気のない境けい内だいと違い、ここは周りに人が多すぎる。男二人に子ども一人で遊園地、というだけでも異様なのに、伊澄特有の過か剰じようなスキンシップは悪目立ちの元だった。

　そうだよな。いくら昔からの癖くせだからって、俺もガキじゃないんだから。

　まずいまずい、と星七は己を戒いましめる。

　触ふれられるのが心ここ地ち良くてつい受け入れてしまうが、冷静に考えれば同性に撫でられて機き嫌げん良くしている男というのは、ちょっと恥はずかしかったかもしれない。

「写真か。えーと、そうですね。一枚や二枚なら、失敗したって言えるけど」

「星七が、カメラマン志望だって知ってるんだろ？　なら、正直に言うしかないな」

「カメラマン志望……」

　その言葉に、ふっと心が重くなった。今朝方の封ふう書しよに書かれていた、事務的な文面が頭にちらつく。星七は手にしたデジカメを虚うつろに見つめ、長く溜ため息いきをついた。

「どうした、急に元気なくして」

「俺、ダメだったんですよね」

「何が？」

「写真コンクール。好きなカメラ雑誌が主しゆ催さいしているヤツで、できればそこで賞を取りたかったんだけど。我ながら良く撮とれたって思った一枚には、やっぱり変なものが写り込んじゃってたんです。でも、応おう募ぼ規定に加工作品は不可ってあったから消せなくて」

「…………」

「もちろん、それだけが落選理由じゃないと思います。だけど、ちょうど通知が来たのが今朝だったから……何か、今は希望が見えないっていうか」

　こんな話を聞かされても、伊澄だって困るだけだろう。せっかくの休みを花のために付き合ってくれているのに、後こう輩はいの愚ぐ痴ちまで面めん倒どうみるなんて気の毒すぎる。そう理性ではわかっているのに、どうしても彼の前で作り笑いをすることができなかった。

「すみません、急に変な話しちゃって。大だい丈じよう夫ぶ、一瞬弱気になっただけですから」

「謝らなくていいよ」

　今度は少し遠えん慮りよがちに、手のひらでそっと背中を叩たたかれる。──ここまでは通常運転だ。

　けれど、続けて呟つぶやかれた言葉に星七は耳を疑った。

「くそ、ここが週末の遊園地じゃなかったらな」

「え？」

「こんなに健全で明るくて人がいっぱいの場所でなかったらって、そう言ったんだ」

「な、何でですか」

「何でって……」

　伊澄が、恨うらめしげに目を細めてこちらを見る。どこか拗すねたような表情は、何かを訴うつたえたくて仕方ないように思えた。しかし、生あい憎にくと星七には少しも心当たりがない。

　数秒、二人は目線を絡からませた。

　けれど、瞳ひとみに温度が宿る前に伊澄が先に逸そらしてしまう。

「……いい。戯たわ言ごとだから忘れろ」

「でも……」

「それより、お花ちゃん、遅おそくないか？　いい加減、パンダにも飽あきた頃ころだろうに」

　話を変えないでください、と言いかけて、ハッと星七も気がついた。

　パンダの乗り物は無料で柵さく内を運転できるもので、時間制限が最初からない。つまり、乗り手が飽あきるまで遊ぶことができるのだ。だが、そうは言っても他ほかにも楽しそうなアトラクションがたくさんあるし、大たい抵ていは十分もすれば気が済んでしまう。星七も幼い頃ころによく乗り回したが、そんなに長く遊んでいた記き憶おくはなかった。

「お花ちゃん……？」

　柵内は常に人が入れ替かわっているので、似た背せ恰かつ好こうの子どもでいっぱいだ。ざっと目で探してみたが、やっぱり花の姿はどこにも見つけられなかった。

「え、噓うそだろ。お花ちゃん？　お花ちゃん、どこだよ？」

「星七、行くぞ」

　落ち着け、というように一声かけ、伊澄が先に立って走り出す。

　彼は柵の出入り口の係員を呼び止めると、テキパキと花の特とく徴ちようを説明し始めた。

「うさぎのリュックを背負った男の子？　ああ、そういえばいましたね」

「どこへ行ったか、わかりませんか？　目は、離はなしていなかったはずなんですが……」

「う～ん、どうだったかなぁ。五分くらい前までは、いたような気がするんだけど」

　要領を得ない返事に、伊澄はさっさと見切りをつけたようだ。

　どうも、と一礼すると星七を促うながしてその場を離れ、険しい顔で周囲をぐるりと見回した。

「どこへ行ったんだ……？　星七、お花ちゃんの好きそうな乗り物は？」

「わ、わかんないです。でも、五分かそこらでそんなに遠くへは行けないと思う。……人間の子どもなら、ですけど」

「人間の子どもなら……か」

　無意識に口にした言葉だが、何だかやたらと意味深に聞こえてしまう。花がどんな神力を秘めているのか、その全ぜん貌ぼうは星七も知らないからだ。人の記き憶おくを改ざんできるなら、五分で遠い場所まで移動できても驚おどろかない。姿を消して、悪戯いたずらを企たくらんでいる可能性もあった。

「お花ちゃん？　お花ちゃん、近くにいるなら出ておいで」

　いてもたってもいられなくて、星七はあてもなく呼びかける。視界に入る子どもは大勢いるが、うさぎのリュックはどこにも見当たらなかった。十分、二十分と時間がたち、段々と焦あせりが募つのってくるが、どこへ行ってしまったのか花は一向に現れない。

「迷子放送も頼たのんできたが、効果あるかはわからないな」

　案内所から戻もどってきた伊澄が、溜ため息いき混じりに毒づいた。仮にも神さまが、普ふ通つうに園内で迷子になるとは彼も考えていないらしい。要するに、花は自分の意志で消えたのだ。

「そんな……何で……」

　いや、と星七は思い直した。

　自分の意志、それならまだいいだろう。前後の流れは謎なぞだが、花の安全だけは保障されている。それより怖こわいのは、花の力が及およばない不測の事態が起きた場合だ。伊澄もそれを案じているのか、口数が格段に減っていた。

「迷子のお知らせをします」

　ピンポンパンポン、とチャイムが鳴り、園内のスピーカーから案内が流れ出した。

「東京都Ｎ区にお住まいの、五歳の宮野花ちゃん。お兄さんが探しています。近くの係員まで声をかけてください。くり返します、Ｎ区にお住まいの五歳の宮野花ちゃん……」

「お兄さん……って俺のこと……ですか」

「他に誰だれがいるんだよ。まさか、父親って言っといた方が良かったか？」

　呆ぼう然ぜんとする星七をつつき、伊澄がわざと軽口を叩たたく。効果は期待できない、と言いつつ、少しだけ望みを抱いだいているのが伝わってきた。

「もし本人が来たら、すぐに連れん絡らくくれって言ってある」

　スマホを掲かかげ、伊澄は「俺は、もう一度園内を回ってくる」と微笑ほほえんだ。

「お花ちゃんが戻ってきた時のために、星七はここに残ってくれ。大だい丈じよう夫ぶ、すぐ見つかる」

「……はい。ありがとうございます、先せん輩ぱい」

　不安を堪こらえて頷うなずき返し、一人でなくて良かったと星七はつくづく思う。

　この心細い状じよう況きようで彼がいてくれた幸運を、嫌いやというほど嚙かみしめずにはいられなかった。










　夕暮れ近くになっても、結局花は出てこなかった。

　騒さわぎになるのを避さけようと自宅に確認をしなかったが、もしや勝手に帰っているのではと一いち縷るの希望に縋すがることにする。電話でそれとなく母親に探りを入れてみたが、花が家に戻っている気配は皆かい無むだった。

「多分、園内にはいないんじゃないかな」

　深々と溜め息をつき、疲ひ労ろうを滲にじませた声で伊澄が言う。

　それには、星七も同意見だった。さほど広くない敷しき地ちを何十周しても、うさぎリュックの男の子は見つからない。終しまいには、各アトラクションの係員に同情の目で見られる始末だった。

「警察に届けても……無む駄だですよね」

「何しろ、神さまだからなぁ。誘ゆう拐かいってのも、考えにくいな」

「不測の事態が起きて、花ちゃんの神力が消えたとか」

「人の目に見えないのは考えられるが、俺にも何も感じられなかったぞ」

　そうだった。伊澄は、もともと姿を隠かくしていた花へ挨あい拶さつをしたほど霊れい力りよくが高いのだ。その彼が「何も感じない」と言うのなら、本当に近くにはいないのだと思う。

　どうしよう。俺が、伊澄先輩と一いつ緒しよだからって浮うかれてたせいで……。

　お手上げな気持ちになり、星七は泣きたくなってきた。

　せっかく、花のために何かしたい、と決意したばかりなのに、一歩も前進できないままお別れになってしまうのだろうか。

「……星七、泣くな」

「な、泣いてませんよ。心配なだけですっ」

　優しく慰なぐさめられて、ますます悲しくなってくる。

　成人している男が、簡単に人前で涙なみだなんか見せるもんじゃない。そう思うのに、伊澄の前だと虚きよ勢せいが張れなくなる。噓がつけなくなってしまう。

　今日はなんて日だろう──苦々しく、星七は胸で呟つぶやいた。

　起おき抜ぬけに届いた、コンクールの不合格通知。ムシャクシャを吹ふき飛ばそうと遊園地へ来てみれば、花が行ゆく方え不明になってしまった。もし伊澄が側そばにいてくれなかったら、もっと落ち込んでいたところだ。

「伊澄先輩が……いなければ……」

「え？」

　あれ？　と星七は困こん惑わくする。

　何だろう、今のセリフに何かが引っかかる。

「星七、俺が何だって？」

「先輩──帰りましょう」

「いいのか？」

　まさか。いやいや、まさか。でも、もしかしたら。

　不ふ穏おんな想像に急せかされるように、伊澄を促して帰き途とにつく。最初は面食らっていた伊澄も何かを察してくれたのか、無駄な質問をせずに従ってくれた。










「お花ちゃん」

　橙だいだい色いろの空が一番濃こくなる頃、星七と伊澄は『宝積神社』へ帰ってきた。

　陽ひの落ちる寸前は逢おう魔まが時といい、人と妖あやかしの区別が曖あい昧まいになる。そんな時間帯のせいか、境けい内だいはシンと静せい寂じやくに満ちており、野の良ら猫ねこの鳴き声ひとつ聞こえなかった。

「お花ちゃん、いるんだろ？　出ておいで」

　しかし、星七はある確信を持って花を呼び続ける。ここにいなかったら、もう他に彼の居場所はないと思ったのだ。花が自分の意志で移動したなら、尚なおのことだ。

　五分ほど過ぎただろうか。

　御ご神木の天辺から、バサバサと鳥の大きな羽ばたきがした。

「白雪、隠かくれていないで姿を現せ。黒曜もだ」

　朗々と聞きき惚ほれるような低音で、伊澄が命令する。

　さすがに彼の声は無視できないのか、翼つばさを広げた影かげが空に浮うかんだと思ったら、白い羽根の舞まい散る中をふんわりと白雪が降り立った。

「おまえ一人か。お花ちゃんは？」

「はて。私はここで一人、うたた寝ねを楽しんでおったところ。ちびのことなど知らぬなぁ」

「ふざけんなよ。この俺を欺あざむくつもりか？」

「おお、怖こわい。伊澄、仮にも神使の私を脅おどす気かえ？」

「お花ちゃんを、本当に見ませんでしたかっ？」

　思わぬところに争いの火花が散りそうになり、星七は慌あわてて割って入る。

「白雪さん、お願いします。もし居場所を知っているなら、教えてくださいっ。俺、お花ちゃんと話がしたいんです。お願いします！」

「ふふ。人の子の必死な様子は、可愛かわいいものだのぅ」

　白雪は細く長い指を、詰つめ寄る星七の顎あごにかけて艶つややかに笑んだ。え、と困こん惑わくしていると、こらこらこら、と伊澄が不ふ機き嫌げんに引き離はなす。

「遊んでいる場合じゃないんだ、白雪。頼たのむから、お花ちゃんの居場所を……」

「おや。何な故ぜ、ちびがここにいると思う？」

「気配がする」

　即そく答とうし、伊澄の瞳ひとみが星七へ向けられた。

「だが、それより前に星七が〝ここだ〟と言った。俺は、星七を信じる」

「ふぅん」

「白雪さん、お花ちゃんはどこですか」

　伊澄の眼まな差ざしに力を得て、間かん髪はつを容いれずに問いかける。

　白雪が謎なぞの微び笑しようをたたえたまま、指先をゆるりと本ほん殿でんの方へ向けた──と、その直後、本殿の扉とびらを蹴け破やぶる勢いで漆しつ黒こくの狼おおかみが境けい内だいへ駆かけ出てくる。夜より深い色の毛並みと、通常の三倍はあろうかという見事な体たい軀くの背には、うさぎのリュックを背負った花がお飾かざりのようにちょこんと跨またがっていた。

「お花ちゃん！」

　我を忘れて駆け寄る星七へ、地上に降ろしてもらった花が「せな！」と笑いかける。

　だが、次に彼が口にした言葉は、耳を疑うものだった。

「どうだ、いすみといちにち、なかよくできたか？」

「え……」

「あさ、せながげんきをなくしていたからの、わしがちと〝はっぱ〟をかけたのじゃ」

「…………」

「このいっしゅうかん、じんじゃへいかなかったであろう。いすみとあってないから、せなはげんきがないのじゃ。わしは、ひびまなんでいるので、すべておみとおしよ！」

　鼻息も荒あらく、花が大おお威い張ばりでネタばらしをする。

　その場が異様なほど静まり返り、白雪や黒曜ですら咳せき払ばらい一つしなかった。

「ん？　みな、どうしたのじゃ。わしのけいかくは、すばらしかったであろう？」

「お花ちゃんの……」

「せな、どうした？　うれしくて、ことばがでてこないのか？」

「お花ちゃんのバカッ！」

　境内中に響ひびき渡わたる大声で、星七が思い切り花を怒ど鳴なりつける。

　褒ほめられ、感謝されると信じて疑わなかった笑顔が、その瞬しゆん間かん凍こおりついた。

　花はおろおろと両手を伸のばし、星七にしがみつこうとする。だが、乱暴に振ふり払はらわれてぺたんと地面に尻しり餅もちをついた。

「せな……」

「二度と、俺にくっついて来るなッ！」

　激情に任せて吐はき捨すてると、花がびくっと身を縮こまらせる。これ以上、やり場のない感情をぶつけるのを恐おそれ、星七は踵きびすを返すなり駆け出した。　>>>♥

「星七！」

　石のように動けない花の代わりに、伊澄が追って走っていく。

　怒いかりや羞しゆう恥ち、やるせなさ。様々な感情がないまぜになり、星七は立ち止まれなかった。










「星七！　おまえ、いい加減止まれよ！」

　どれだけの距きよ離りを、走り通しただろうか。

　背後から息を弾はずませて追ってくる声に、星七の足がようやく速度を緩ゆるめた。無我夢中で走っている間に神社からだいぶ離れ、ハチベエの散歩コースまで来ていたようだ。

　この土手、あの時の場所だ……。

　乱れる呼吸の中で、星七は切なく呟つぶやいた。

　美織から伊澄を『カレシ』だと紹しよう介かいされた後、ハチベエを連れて逃にげるように家から出た。初めから叶かなわない想おもいなんだから、と自身へ言い聞かせ、諦あきらめようと心に決めたのだ。

　あれから五年たって再会して、以前の先せん輩ぱい・後輩にやっと戻もどれると思ったのに。

　さっきの花の言葉で、気がついてしまった。

　まだ、伊澄のことが好きで好きでしょうがないことに。

「だからって……どうしろって言うんだよ……」

　伊澄が優やさしいのは、自分にだけじゃない。

　もし特別扱あつかいされているとしても、元カノの弟なんだから邪じや険けんにできないだけだ。まして、今は花という特とく殊しゆな存在がある。伊澄が放っておけないのは、星七ではなく花だ。神職の彼にとって、転々神は見て見ぬ振りのできない相手のはずだ。

「おまえなぁ……」

　パコッと、後頭部を叩たたかれた。

「俺が、何十回〝止まれ〟って言ったと思ってるんだよ」

「伊澄先輩……」

「星七、見るからに文系のくせに無む駄だに足が速いんだよな」

　褒めているのかけなしているのかわからない口を利きき、伊澄はやれやれと草の斜しや面めんに腰こしを下ろす。すぐにも立ち去りたかったが、無言の圧力に屈くつして星七も渋しぶ々しぶと隣となりに座った。

　辺りはすっかり宵よい闇やみに包まれ、前方を流れる河に対岸の灯あかりが滲にじんでいる。

　この頼たよりなく揺ゆれる影が、星七は好きだった。ハチベエの散歩でここの遊歩道を歩く時、水みな面もに映る人の営みをいつも愛しく感じていた。あの灯りのひとつひとつに喜き怒ど哀あい楽らくがあって、それは想像するしかできないけれど、自分のカメラで瞬間を残すことができたらいいな、とそんな風に思ったのがカメラを始めた理由だった。

　だけど、今はそんな感傷に耽ふける余よ裕ゆうなどありはしない。

　何しろ、二度も恋こいに落ちた相手と二人きりなのだ。

「あの、伊澄先輩。さっきの、お花ちゃんなんですけど」

「──星七」

「はい」

「おまえ、俺のこと好きなの」　>>>♥

　一瞬、頭が真っ白になった。

　全ての音が消え、鼓こ動どうだけがやたらと耳につく。言い訳もごまかしもみるみる失われ、星七の思考回路は危あやうくフリーズしかけた。

「伊澄先輩、俺は」

　呼吸が、飲まれた。

　瞼まぶたに柔やわらかな手のひらが置かれ、星七の視界が塞ふさがれる。

　何が起きたのか理解する前に、温かい吐と息いきが唇くちびるを濡ぬらした。

　ゆっくりと重ねられた感かん触しよくは、口づけと呼ぶにはあまりにも優しすぎる。奪うばうような荒々しさも、惑まどわす淫いん靡びさもなく、まるで神聖な誓ちかいを刻むようだ。

「星七……」

　囁ささやきは、ひどく熱かった。

　息が止まりそうなほど、その声は深く星七を蕩とろかせた。










　おやおや、と白雪が眉まゆを曇くもらせ、傍かたわらの黒曜を見る。

　人型になった黒曜は「俺に振ふるな」と言わんばかりに狼ろう狽ばいし、さりとて逃にげ出すわけにもいかないので渋じゆう面めんのまま溜ため息いきを吞のみ込んだ。

「う～んと、まぁ、何だな。ちび、そうしょげることもねぇぞ」

　冷たい地面にぺったり座り込んだ、小さな背中へ声をかける。

「人ってのは、噓うそをつく生き物だ。それはもう、びっくりするくらいつきまくる。本心じゃないことも、口からポンポン飛び出すんだよ。だから……」

「黒曜、おまえは何が言いたいのかえ？」

「つまりだな！　星七の吐はいた捨てゼリフなんざ、気にするなってことよ！」

　焦じれた白雪に突つっつかれ、わざと明るく言ってみた。ああ、大したことじゃない、と強くくり返すと、白雪も作り笑いで「その通りじゃとも」と相あい槌づちを打つ。けれど、花は聞こえていないのか、ボンヤリ星七と伊澄の去った方向を眺ながめるばかりだった。

「ちび……すまぬのぅ」

　やがて、白雪がしおらしく詫わびを口にした。

　数百年を共にしてきた黒曜は、そんな白雪は初めてだと目を丸くする。

「先日、私たちが面白半分に伊澄の話などしたせいであろ？　それで、おまえなりに考えて」

「けどよ、あれは噓じゃねぇぞ。伊澄は、本当に星七を可愛かわいがって……」

「せなもじゃ」

　背中を向けたまま、ポツンと花が呟つぶやいた。

「せなも、いすみがすきなのじゃ。みていればわかる。いすみのまえで、せながどんなかおをしておるのか、ほんにんにみせたいくらいじゃ」

「そうだろうとも。だから、ちびも気を利きかせたのではないか。それを、まぁあのように」

「おうよ。ちびだって、神さまの端はしくれなのにな。何とも無礼な話だよなぁ」

「せなが、おこった……」

　途と方ほうに暮れた一言は、涙なみだを含ふくんで語ご尾びが震ふるえている。うっうっ、と花はしゃくりあげ、大きな瞳ひとみからぽろぽろと雫しずくが零こぼれ落ちた。涙は頰ほおを流れ、顎あごを伝い、みるみる地面に染みができる。

「せなが、わしをおこった……」

　花は鼻水を啜すすり、喉のどをひくつかせながら、わんわん泣き出した。

「せなが……わしに〝ついてくるな〟と。せなが……せな……ッ」

　慌あわてたのは、神使の二人だ。

　何しろ元は鶴つると狼おおかみだし、生まれてこの方、子守りなど経験したことがない。まして、他人の機き嫌げんを取るなど未知の領域だ。しかし、顔をびしょびしょにした小さき者を目の前にしては、さすがに知らんふりはできなかった。

「おお、おお。ちびよ、そんなに泣くでない。そうだ、私がひとさし舞まってやろう」

「ほらほら、俺の背に乗りな。天まで駆かければスカッとするぜ」

　彼らは左右からかわるがわる、ああでもないこうでもないと話しかける。だが、花にはさっぱり効き目がなかった。もし泣き止やませられるとしたら、やはり星七しかいないのだ。

「ああもう、しょうがない。私が、ちょっと飛んで星七を攫さらってこよう」

　業ごうを煮にやした白雪が、すっくりと背を伸のばした。睫まつ毛げまで白一色の優美な姿が、ふわりと風に包まれた途と端たん、美しい鶴へと変身する。そのまま翼つばさを大きく震わせて、さて飛ぼうかとした瞬しゆん間かん、「待て！」と叫さけぶなり黒曜の浅黒い腕うでがガッシと足を摑つかんだ。

「こっ、これっ、黒曜！　手をお放し！　放せと言うに！」

「放せるか。鶴がホイホイ街中を飛んでいたら、それこそ騒さわぎになるだろうが」

「じゃが、星七を連れ戻もどさねば花が……」

「だったら、俺さまがひとっ走り行ってくらぁ」

「バカを申すな。狼が公道を駆けたりしたら、そっちの方が大問題じゃ」

　白雪はばっさばっさと翼を動かしながら、必死で黒曜から逃のがれようとする。二人の不毛な諍いさかいはしばし続いたが、唐とう突とつに「何やっているんだ」と冷たい声が響ひびいた。

「泣いているお花ちゃんを放って喧けん嘩かとは、呆あきれはてた奴やつらだな」

「伊澄……」

　辛しん辣らつな言葉にたちまちシュンとなり、白雪も黒曜もおとなしくなる。

　肝かん心じんの花はまったく喧けん騒そうが目に入らぬのか、一人でしくしくと泣き続けていた。

「──お花ちゃん」

　小さく溜め息をつき、伊澄がしゃがんで花と目線を合わせる。

「お花ちゃん、ごめんな」

「……なぜ」

「え？」

「なぜ、いすみがあやまるのじゃ。せなは、わしにおこっておるのだろう？」

「…………」

　涙と鼻水でぐしゃぐしゃな花が、不思議そうに問い返した。見捨てられた子犬のような眼まな差ざしは超ちよう絶ぜつ可愛いが、神さまの威い厳げんも何もあったものじゃない。

　伊澄は困ったように眉まゆ根ねを寄せ、取り出したティッシュで優やさしく花の顔を拭ぬぐい始めた。

「うん、まぁ星七は怒おこってたけど。でも、ここへ連れ戻せなかったのは俺のせいだから」

「いすみのせい……？」

　ちん、と洟はなをかみながら、花は不可解な声を出す。

「よくわからぬ。いすみ、おまえもせなとけんかしたのか？」

「喧嘩っていうか……」

　歯切れの悪い物言いに、おや、と白雪と黒曜の表情が変わった。怜れい悧りな伊澄が言葉を濁にごすのは珍めずらしく、大たい抵ていは星七絡がらみであることをすでに知っているからだ。

「伊澄、おまえもしや懸け想そうでもしたかえ？」

「襲おそったのかっ？」

　情じよう緒ちよも哀あわれもすっ飛ばし、鶴と狼の化身は身を乗り出してくる。

　伊澄は肩かた越ごしに彼らをちらりと見やり、冷ややかな目つきで口を開いた。

「──うるさい」

　不ふ機き嫌げんを露あらわにしつつ、だがその顔には悔かい恨こんが色いろ濃こく浮うかんでいる。

　地じ雷らいを踏ふんでしまったと気づいた二人はそそくさと引き下がったが、花はキョトン、と目を見開いた後、あどけなく唇くちびるを動かした。

「けそう？　いかんぞ、いすみ。いくらなんでも、それはあせりすぎじゃ」

「……すみません……」

　さすがに花に八つ当たりはできず、伊澄は殊しゆ勝しように頭を下げる。

「いや、襲ったってわけじゃ……あるのかな……」

「わしもおまえも、そろってせなにきらわれてしまったのか」

「う、そうはっきり言われると胸が痛いんだけど」

「でも、わからぬ。せなは、どうしてあんなにおこったのじゃ？」

　話している間に思い出したのか、ぽろ、と新しい涙が零れ落ちた。あまりの無防備さに放っておけなくなり、伊澄はぎゅっと花を抱だき締しめる。少しでも力を加えたら潰つぶしてしまいそうなほど、その身体からだは小さく弱々しかった。

「俺としては、お花ちゃんの気配りは嬉うれしかったんだけど」

「いすみ？」

「でも、星七には少々乱暴なやり方だったかもな。あいつは、本当にお花ちゃんが大好きだから。そんな相手が急にいなくなったら、心配で楽しい気分なんか吹ふき飛んじゃうだろ？」

「……わしを……」

　初耳だ、というように、花はまともに驚おどろいている。好きとか嫌きらいの概がい念ねんを、まったく忘れていたと言わんばかりだ。伊澄は優しく微笑ほほえみかけ、くだけた口調を改めた。

「あなたが、長い年月を社でどのように過ごされたのか、少しわかった気が致いたします」

「…………」

「だから、星七へ惹ひかれたのですね。彼は……あまりに心地良いから」

　言葉を慎しん重ちように選びながら、親指の腹でさっと花の涙を拭う。

「俺も似たようなものです。星七の側そばは居い心ごこ地ちが良い。最初から、あいつは特別だった」

「いすみもか？」

「はい」

　にっこり頷うなずき、伊澄は小さな頭を慈いつくしむように撫なでた。その仕草はもう気安さを取り戻しており、神さまではなく、打ちひしがれた男の子を慰なぐさめるものに変わっている。見ていた白雪と黒曜は思わず顔を見合わせ、食えない人間め、と半ば呆あきれ気味に呟つぶやいた。

「まんまと、氏うじ神がみを同志へ引き込みおったぞ」

「だが、傍はた目めには単なるシングルファーザーにしか見えねぇな」

「おまえら、漫まん才ざいコンビみたいなやり取りはやめろ」

　再び睨にらみつけられたが、今度は彼らも怯ひるまない。それより興味の矛ほこ先さきは、伊澄のやらかした失敗にあるようだ。好こう奇き心しんに爛らん々らんとする視線を目め一いつ杯ぱい浴び、伊澄ははぁと溜ため息いきをついた。

「星七の反応が可愛かわいかったもんで、ちょっと理性が緩ゆるんだ」

「何だよ。じゃあ、俺さまの指し摘てきは正しかったんじゃねぇか」

「私も言ったぞ。懸け想そうしたのか、と。伊澄、おまえにしては事を早まったのぅ」

「いすみ、わしはそこまでしろとは……」

「だから！　俺を痴ち漢かんか欲よつ求きゆう不満みたいに言うのはやめようか！」

　たまりかねて立ち上がり、突つき刺ささる非難の目を蹴け散ちらす。

　だが、傷口にたっぷり塩を塗ぬりこめられ、伊澄の落ち込みは内心激しかった。

「そもそも、白雪と黒曜がベラベラおしゃべりなのが悪い。お花ちゃんは、おまえらのように世せ俗ぞくにまみれちゃいないんだよ。そそのかすような真ま似ねをするな」

「まぁ、確かにちびは田舎いなかの氏神ゆえ、世間をよぅ知らぬな」

「このつるめ！　わしを、いなかものあつかいしたな！」

　ムッとして怒おこりかけた花だが、すぐにしょんぼり肩かたを落としてしまう。

「だが、わしのしたことで、せながおこったのはじじつじゃな……」

「お花ちゃん……」

「いすみ、どうしよう。せなは、もうついてくるなと。わしは、すてられてしまったのか？」

「そんなわけないだろ。星七だって、一時的な感情で言っているだけだよ。その心配は、どちらかというと俺がしなきゃいけないんだって」

　伊澄の言葉に、そんなことはない、とのフォローは誰だれからも入らなかった。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、気分はますます沈しずんでくる。つい勢いに任せてキスしてしまったが、その後の星七の反応を思い返すたびに、伊澄は自身の自うぬ惚ぼれを痛感していた。

　どう考えても、嬉うれしいって顔じゃなかったよなぁ。

　自じ慢まんじゃないが、伊澄は昔からよくモテた。

　決して遊んでいたわけではないが、お蔭かげで女性との付き合いも年相応にこなしている。その蓄ちく積せきされたデータに鑑かんがみても、星七の態度には困こん惑わくと悲しみしかなかったように思う。勘かん違ちがいであればいいと思うが、恐おそらくそれが真実だ。

『先せん輩ぱいは卑ひ怯きようだ……』

　触ふれるだけのキスをした後、星七の発した言葉が耳の奥で責せめ苛さいなむ。

　え、と焦あせって覗のぞき込んだ瞳ひとみは、花に負まけず劣おとらず潤うるんでいた。

『あんまりだよ』

　呟くような一言を残し、彼は呆ぼう然ぜんとする伊澄を置いて去っていく。

　ただの一度も振ふり返らず、一刻も早く離はなれたいという意志だけが明確に伝わってきた。だから──追いかけられなかった。

「いすみ？　どうした、だいじょうぶか？」

　うっかり回想に浸ひたっていたら、心配そうに花が問いかけてきた。いけない、と伊澄は笑みを唇くちびるに刻むと、途と方ほうに暮れる気持ちを上手く押し隠かくす。ただでさえ傷ついている花を、これ以上不安にさせてはならなかった。何と言っても、今は彼と星七を仲直りさせるのが先決だ。

　だからって、今の俺に何ができるっていうんだろう……。

　かえすがえすも、暴走した自分が恨うらめしい。せっかく五年ぶりに信しん頼らいを挽ばん回かいするチャンスがきたのに、どうして自ら壊こわすような真似をしてしまったのか。

「ほっほ。伊澄の悩なやめる顔は、なかなか可愛いのぅ」

　白雪が何な故ぜか嬉しげに目を細めたが、反論する気力も湧わいてこなかった。










　たっぷりと陽ひが落ちた頃ころ、伊澄からのラインを星七は自室で受け取った。

　今夜は花を『宝積神社』で預かるという内容で、それ以外に書かれていたのは「ごめん」の一言だけだった。余計な言い訳をしない潔さを彼らしいと評価すべきか、開き直ってふてぶてしいと取るべきか、星七にはその判断さえつきかねる。ただ、わかりました、と返信するのが精一杯の自分が情けないばかりだった。

　お花ちゃんに、ひどいこと言っちゃったな……。

　大人げない態度を取ってしまったと、星七は自己嫌けん悪おでいっぱいだ。零こぼれ落ちそうな目がうるうる濡ぬれていた光景を思い返すたびに、今も罪悪感で死にそうになる。

　だが、「それだけのことはしたんだし」とも思うのだ。たとえ相手が神さまで、悪意からの行動ではなかったとしても甘やかしてはダメだろう。

　伊澄のところなら安全だし、一晩離れてお互たがいに頭を冷やした方がいい。そんな言葉で無理やり自分を納なつ得とくさせようとしたが、迎むかえに行けないのにはもう一つ理由があった。

「はぁ……」

　ベッドの端はしへ腰こし掛かけるなり、星七は不景気な溜め息をつく。

　キスしてきた時、伊澄は何を考えていたのだろうか。

　いくら想像を巡めぐらせても、これだという答えは浮うかんでこなかった。彼にとって星七は元カノの弟であり、かつて可愛がっていた後こう輩はいにすぎないはずだ。今回、花のことで親身になってくれるのは、神職に就つくものとしての使命感もあるだろう。

　じゃあ、あのキスはどういう意味なんだよ。

　窓に映った自分自身へ、腹はら立だち紛まぎれに疑問をぶつける。

　ちびとはいえ、花は立派な神さまだ。その神さまがせっかくお膳ぜん立だてしてくれたのだから、乗らないのは失礼だとでも思ったんだろうか。いや、いくら何でも穿うがちすぎだ。伊澄は、そこまで軽い男ではない。でも、それなら何故……──。

「ああもう、わかんないなっ」

　星七が恐れているのは、こちらの想おもいを見み透すかされていたのでは、ということだった。

　再燃する片想いに、敏さとい伊澄が最初から気づいていたとしたら。

　そんな想像をするだけで、背中を嫌いやな汗あせが流れていく。星七も上手く隠かくせていた自信はないし、だからこそ後ろめたさを覚えてもいた。元カノの弟が自分を好きだなんて、ただの片想いより始末が悪い。そんな状態で、キスを素す直なおに受け止めるなんてできるわけがなかった。むしろ、羞しゆう恥ちと混乱の渦うずへ叩たたき落とされた気分だ。

「だって……伊澄先せん輩ぱいが好きだったのは、俺じゃなくて姉さんじゃないか……」

　星七の記き憶おくには、お似合いだった二人の笑顔がこびりついて離れない。

　そんなの当たり前だ。ああ自分は伊澄の隣となりには絶対に立てないのだと、心底思い知らされた瞬しゆん間かんだったのだ。聡そう明めいで柔やわらかな微び笑しようと、怖こわいくらい研とぎ澄すまされた瞳を持った、伊澄のような特別な人間に自分は相応ふさわしくない。仮に星七が女の子だったとしても、やっぱり美織には敵かなわないのだから考えるだけ無む駄だだ。

『高校時代の付き合いなんてさぁ、そこまで真しん剣けんなもんじゃないよ』

　いつだったか、悪友の高梨がカノジョに振られた直後に言っていた。

　頭の中身はまだ子どもなんだし、一生を賭かける恋れん愛あいなんてまだまだ先の話だ。だから、いちいち真剣に浮かれたり落ち込んだりしなくてもいい──そんな風に。

　けれど、星七は知っていた。伊澄は、ノリで恋こいをするタイプじゃない。彼が大人びて見えるのは整ったルックスのせいではなく、精神年ねん齢れいが熟しているからだ。

　それは、姉の美織も同じだった。早熟な彼女は、幼い頃から大人顔負けの洞どう察さつ力と思考を身に付けていた。当然、同年代の男子なんて子どもっぽいと言って歯し牙がにもかけなかったのに、よりにもよって年下の伊澄を恋人に選んだ。

　五年たとうと十年たとうと、そんなのは関係ない。

　美織の次に自分の番が来るなんて、星七には絶対に思えなかった。

「でも……」

　だったら、どうして伊澄はキスをしたんだろう。

　星七が自分に恋していると知って、少しは嬉しく思ったのだろうか。

「あ～～もうっ！」

　ダメだ。堂どう々どう巡めぐりだ。

　鬱うつ々うつと考えるのに疲つかれはて、星七はコーヒーでも淹いれようと立ち上がった。




「あら、星七。ちょうど良かったわ、私にもコーヒーお願い」

　リビングへ入ると、驚おどろいたことに美織が来ていた。両親は、ときょろきょろすると、結奈を連れて買い物に行ったという。姉と姪めいの来訪にも気づかないほど考えに没ぼつ頭とうしていたのかと、若干決まりの悪い思いだったが、このタイミングで美織と家に二人きり、という事態に皮肉なものを感じずにはいられなかった。

「そういや、結奈はもう大だい丈じよう夫ぶになったんだ？」

「何が？」

「お花ちゃんを嫌きらって、〝ゆなは、ひとりっこだもん〟って家へ近寄らなかったのに」

「お花ちゃんって？　近所の子？」

「え……」

　コーヒーメイカーを弄いじっていた星七は、屈くつ託たくのない返事に耳を疑う。振ふり返ると、ダイニングキッチンのテーブルに寄りかかるようにして美織がこちらを見ていた。

「何、言ってんだよ。ほら、姉さんの息むす子こだろ。結奈の双ふた子ごの……」

「やぁだ、星七。ちょっと、頭大丈夫？」

「…………」

「星七？　何よ、本当にどうしちゃったの。顔が真っ青よ」

　カタカタ、とカップを持つ手が震ふるえるのを見て、美織も笑い事ではないと狼ろう狽ばいする。だが、説明も言い訳も星七にはできなかった。ただ、花の存在が再び皆みなの記き憶おくからかき消えている事実に呆ぼう然ぜんとするのみだ。どうりで、あれほど嫌いやがっていた結奈が家へ来るわけだ。

「うさぎのリュック……」

　無意識に呟つぶやいた言葉を、美織が早速聞きき咎とがめた。

「それ、私がこの前結奈に買ってあげたリュックのこと？　あれが、どうかした？」

「白いのは買わなかった？」

「白？　いいえ、買ってないわよ。結奈のはピンクだし」

　質問の意図がわからず、美織は怪け訝げんそうに表情を曇くもらせる。彼女はうさぎのリュックを色いろ違ちがいで購こう入にゆうし、娘むすめにはピンク、花には白い方を渡わたしたことを完かん璧ぺきに忘れていた。

　多分、うちの両親も同じだ。お花ちゃんは、初めからいないことになっているんだ。

「マジ……かよ……」

　とてつもない不安が、星七の足元をぐらつかせた。

　この現象は、何を意味するのだろう。もしや、花は居い候そうろうをやめて社へ帰ろうとしているのだろうか。あるいは、自分が冷たく突つき放はなしたから意い気き消しよう沈ちんして姿を消してしまったのか。

　伊澄先せん輩ぱい……そうだ、先輩のラインをもう一度確認しよう。

　花を神社で預かる、というメッセージは、あのままちゃんと残っているだろうか。そう思うと居ても立ってもいられなくなり、星七は淹れかけのコーヒーを放って自室へ駆かけ戻もどった。背後で、あなたの分を飲んじゃうわよ、と美織が声をかけてきたが、返事もそこそこに充じゆう電でん器からスマホを取り上げる。

　──と。

「着信？」

　液えき晶しようには、心当たりのない番号が表記されていた。留守電にも何か入っているらしく、首を捻ひねりながら再生してみる。録音されていたのは聞き覚えのない男性の声で、しかし身元を名乗る言葉を聞いた瞬間、「噓うそだろ……」と声が漏もれていた。

「突とつ然ぜんのお電話、失礼いたします。宮野星七さんの番号でお間違えないでしょうか。先日は、当社主しゆ催さいの写真コンクールにご応おう募ぼ、誠まことにありがとうございました。わたくし、××出版の川かわ本もとと申します。このメッセージをお聞きになりましたら、お手数ですが弊へい社しやまでご連れん絡らくをいただけますようお願い申し上げます。番号は……」

　簡潔に用件を述べ、川本と名乗る人物は「連絡、お待ちしています」と言ってメッセージを終える。慌あわててもう一度再生し、聞き間違えでないことを確かめた。

　一体、目的は何だろう。コンクールの落選は誤りだったとか？　いやいや、そんな都合の良い話があるわけがない。もしや、応募作品に写った霊れいのことだろうか。心霊写真家になれば、なんて無責任なセリフを吐はいた高梨の声が脳裏をよぎった。

「よく見ないとわからないくらいだし、まず気づかれないと思ったんだけどな……」

　応募作品は、昨年の秋に地方の古い木造駅舎を撮さつ影えいしたものだ。

　哀あい愁しゆう漂ただよう佇たたずまいが我ながらいい感じに表現できたと思ったのだが、残念なことに壁かべの木目に老人の顔が写り込んでいた。ただし、これは心霊写真が日常茶飯事に撮とれてしまう星七だからすぐに気づいたのであって、指し摘てきされなければわからない人も多いんじゃないかと思う。

「でも、他ほかに見当つかないしなぁ」

　メッセージ内の番号を押しながら、星七は軽く息を整えた。

　今朝、落選通知を受け取った時、冒ぼう頭とうの「誠に残念ながら──」までしか読まなかったのが悔くやまれる。その部分を瞼まぶたに焼き付けた後、くしゃくしゃに丸めて処分してしまったが、もしかしたら後半に何か別のことが書いてあったのかもしれない。

「もしもし、××出版です」

　数コールで電話を取ったのは、留守電の声の持ち主だった。

　星七は緊きん張ちようを堪こらえて、自分の名前を名乗る。川本はすぐピンときた様子で「かけ直します」と言ってくれたが、用件が気になる星七はこのままでいいと遠えん慮りよした。

「突然、お電話して申し訳ありません。宮野さん、コンクールに応募してくださった際のアンケートで弊社発行の『月刊フォトメンバーズ』について触ふれていましたよね？」

「あ……はい。確か、応募の動機が何かって項こう目もくで……」

「そうです。一昨年おととし発行のバックナンバーに、とても惹ひかれた写真が掲けい載さいされていたと。いつか同じ場所で撮影してみたい、とも書かれていましたが覚えていますか？」

「もちろんです」

　それどころか、つい二週間ほど前に行ってきたばかりです、と心の中で付け加える。

　おまけとして奇き妙みようなちび神さまもついてきてしまったが、そういえばあの写真を撮った人物は花に出会ったりはしなかったのだろうか。

「実は、あの写真を撮られた方も素人しろうとと言いますか、プロで活動されているわけではないんですよ。インスタグラムでアップされていた一枚を偶ぐう然ぜん僕が目にしまして、気に入って雑誌掲載の許可をもらったものなんです」

「へぇ、そうだったんですね」

　そんなこともあるのか、と感心する一方で、それと自分にどんな関係が？　とも思う。すると、川本の話は意外な方向へ転がり出した。

「それで、その後もちょくちょくサイトを覗のぞいたり交流は続いていたんですが、つい最近になって本人とやり取りしていたら宮野さんの話題になってですね、あなたの一枚がきっかけで応募してきた人がいますよ、と。そうしたら、ぜひ話してみたいと仰おつしやるんですよ」

「お、俺とですか？」

「どうですか？　良かったら、彼のインスタグラムのアドレスをメールするのでコンタクトしてみませんか。多分、良い刺し激げきをもらえるんじゃないかと思いますよ」

「…………」

　願ってもない展開だが、それだけのためにわざわざ電話をしてきたのか、と些いささか拍ひよう子し抜ぬけする。緊張するまでもなかったな、と嘆たん息そくしかける星七へ、続けて川本は言った。

「賞には入らなかったけど、僕、宮野さんの写真いいなと思いましたよ」

「え……」

「何ていうか、不思議な磁場があるような。普ふ通つうの景色なのに、ちょっとフックがあるんですよね。技ぎ巧こう的な写真じゃないし、どっちかというと素そ朴ぼくな撮り方していると思うんですが、違ちがう世界が混ざり込んでいるというか……う～ん、すみません、上手く言えません」

「それは……」

　この世のものではない『何か』が、紛まぎれ込んでいるせいではないでしょうか。

　さすがにそんなことは言えず、星七も口ごもる。ただ、川本の話の最中からじわじわと嬉うれしさが身内に広がり、スマホを持つ指まで温かくなるのを感じていた。

　この世のどこかに、自分の撮った一枚が届いてほしい。

　そんなささやかな願いを抱いだいて写真を続けてきたが、思いもよらない方向から返事が届いたのだ。決して孤こ独どくな壁打ちでも、出口のない迷路でもなかった。それが単純に嬉しい。

　それじゃ、次回も期待しています。そう言って、川本は電話を切った。

　まだ半分夢を見ている気分で、星七は惚ほうけたままベッドへ腰こしを下ろす。

「あ、そうだ。お花ちゃん……！」

　ふっと、現実が戻もどってきた。

　浮うかれている場合じゃなかったと反省し、星七は慌あわてて伊澄のラインを確認する。「お花ちゃんを預かる」「ごめん」の文字が変わらず存在するのに安あん堵どし、これからどうしようかと思案しかけた時、見計らったように新たなメッセージが送られてきた。

『悪いが、やっぱり今から出てこられないか？』

「伊澄先せん輩ぱい……」

　それは、いつになく切せつ羽ぱ詰つまったものを感じさせる一言だった。










　呼び出されたのは、伊澄にキスをされた土手だった。

　場所を指定された時は反射的に「行きたくない」と思ったが、ここでうじうじ逃にげていても何の解決にもならない。とにかく、花のことが片付くまで伊澄と疎そ遠えんになるわけにはいかないのだ──そう自分に言い訳した直後、己おのれの狡ずるさに恥はずかしくなる。

　くそ。俺って最低……。

　言うまでもなく、花も伊澄もそれぞれに大事な相手だ。決して取引材料なんかではない。

　伊澄と再会できて嬉うれしい。

　どんな形であれ、この縁えんが続いてほしい。

　それが、星七の噓うそ偽いつわりのない正直な気持ちだった。そんな相手と、花との出会いをきっかけにせっかく交流が復活できたのだ。ただし、一度自分から切った関係を修復するには、過去の想おもいを捨てて単なる後こう輩はいに徹てつするのが一番だと思っていた。

　それなのに、伊澄の行こう為いが全部をひっくり返してしまった。

『おまえ、俺のこと好きなの？』

　今も、耳の奥で彼の声が響ひびいている。

　そんな状態ですぐに顔を合わせるのは、とても勇気が必要だった。もし「ごめん、あれは気の迷いだった」と言い訳されたら、はたして自分は「冗じよう談だんきついです」と笑って流せるだろうか。実際、ラインではすでに謝られている。

　いや、ダメだ。

　星七は、即そく座ざに否定した。こちらが彼を好きなことは、もう絶対にバレている。「俺のこと好きなの？」と訊きかれて、咄とつ嗟さに否定できなかったどん臭くささを呪のろっても後の祭りだ。

「──伊澄先輩」

「ごめんな、もう暗くなってるのに」

　あれこれ妄もう想そうしながらやってきた星七へ、伊澄がそう言って控ひかえめに微笑ほほえんだ。いいえと首を振ふり、注意深く距きよ離りを取って彼の前で立ち止まる。夕暮れから夜にかけてこの辺りは犬の散歩に通る人が多いはずなのに、どういうわけか周りには人ひと影かげが見当たらなかった。

　考えてみれば、いつもこんな感じだよな。

　ふと、今まで疑問を抱いだかなかったことが不思議に思えてくる。

『宝積神社』へ出かけ、境けい内だいで白雪や黒曜が花と遊んでいるのを眺ながめたり伊澄と話をしている時、他ほかの参拝客と遭そう遇ぐうしたことがほとんどなかった。お蔭かげで白雪たちとのやり取りも人目を気にせずできたが、時間帯を問わずに誰だれも来ないのはちょっとおかしい。

「あの、伊澄先輩……」

「簡単な結界をね、張っているんだ」

「結界？」

　表情から何を言いたいのか悟さとった伊澄が、さらりと白状した。

「星七とお花ちゃんが遊びに来た時は、必ず白雪と黒曜が出てくるからさ。あいつらは選んだ相手にだけ姿を見せるようにできるけど、それじゃ傍はた目めには俺たちが危ない人みたいだろ」

「そういえば、御ご神木のてっぺんにわざわざ上がったりしていましたよね」

「毎回それじゃ、お花ちゃんもつまらないだろう？　だから結界を張って、俺たちのいる場所だけを区切ってあるんだ。そうすれば、参拝客と同じ空間にいても互たがいに干かん渉しようできない」

「え……と……」

「あ、ごめん」

　何の話やらさっぱり吞のみ込めず、途と中ちゆうから星七はついていけなくなる。確かに、氏うじ神がみだの神使だの出てきた時点で現実なんて意味を為なさなくなってはいるが、少なくとも伊澄はただの人間のはずだ。それなのに、彼の口からは戸と惑まどう言葉ばかりが飛び出してくる。

「……悪いな。こんな突とつ拍ぴよう子しもない話、いきなりされても困るだろ。要するに、人の目を気にしないでゆっくり話せるようにって配はい慮りよしているだけだよ」

　困ったように眉まゆ根ねを寄せ、伊澄は柔やわらかく言い直した。

　気のせいか、その表情には微かすかな淋さびしさが滲にじんでいる。少し前にも似たような顔を見たのを思い出し、星七は彼に対して淡あわい罪悪感を覚えた。

　もしかしたら、伊澄先輩は特別な力のせいで苦労したんじゃないだろうか。

　ふと、そんな考えが頭に浮かんだ。

　星七だって、心しん霊れい写真が撮とれるという望みもしない能力にウンザリしているのだ。常に穏おだやかな態度を崩くずさない大人の伊澄にも、「普ふ通つうじゃない」苦労はきっとあると思う。

「話がずれちゃったけど、来てくれてありがとうな、星七」

「え……あ、はい」

　改めて言われて、ごく自然に会話していることに星七は驚おどろいた。ここへ来るまでかなり葛かつ藤とうしていたのに、いつの間にか普段と変わらない空気を伊澄が作ってくれている。

「あの、お花ちゃんのことなんですけど」

　勇気を得て、まずは気がかりだった件から切り出してみた。

「今夜は先輩のところでお世話になるって聞いて……最初は安心だったんですけど、よく考えてみたら大だい丈じよう夫ぶかなって」

「どうして？」

「だって、『宝積神社』にはちゃんと主ぬしの祭神さまがいらっしゃるんでしょう？　許しも貰もらわないで、他の神さまを泊とめたりしても構わないんですか？」

「へぇ、星七もちょっとは言うようになったな。ま、白雪たちがあれだけ〝主さま主さま〟って騒さわいでいたら無理ないか。……心配？」

「それは……」

　ぐっと返事に詰まり、思わず伊澄の視線を避さける。ついてくるな、と言ったのは自分だし、今いま更さら心配するなんて無責任な話ではないか。

　──だけど。

「心配……です」

　渋しぶ々しぶと、星七は認めた。

「そりゃ心配ですよ。決まってるじゃないですか。お花ちゃん、可愛かわいい外見に反して口は悪いし我わが儘ままでえばりん坊ぼうだし、食べ物に慣れてきたら好き嫌きらいがもの凄すごく多いんですよ。あと甘い物には目がなくて、隙すきあらばうちの母親に甘えてみたらしとか桜さくら餅もちとか買って貰ってたんですけど、今はシュークリームに目覚めちゃって毎日シュークリーム食べないと機き嫌げん悪くて、そのくせ食べるのが下手くそだから、いっつも最後ははみ出たクリームを服に零こぼすんです！」

「お、おい……」

「どうですか。先輩にも、シュークリーム買ってこいって言ってませんか？」

「いや、言ってない……けど……」

　話している間につい熱が入りすぎ、はぁはぁと息が上がってくる。星七の勢いに初めは圧あつ倒とうされていた伊澄も、最後には笑い出すのを懸けん命めいに堪こらえる始末だった。

　しかし、冷静に考えれば考えるほど、花には振り回されっ放しの日々だ。

　毎日が新しい発見なのはけっこうだが、大学へ行っていてもしょっちゅう呼び出されるし、家ではちびのくせに誰よりも態度が大きいし、そうして今日は「遊園地へ連れて行け」だ。あれだって、星七のスマホを勝手に弄いじる喜びを覚えた結果だった。

「もう、神さまの威い厳げんなんか皆かい無むなんですから。本当に氏神なのか、疑わしいですよ。いっそ座ざ敷しき童わらしとかなら良かったのに。あの妖よう怪かいは、福をもたらすんでしょう？」

「おい、星七……」

「わるかったの、うたがわしくて」

「え……」

　ブスッと拗すねた声が、足元から聞こえる。

　まさか、と視線をさ迷わせる星七に、伊澄が苦笑いで自分の後ろを指差した。

「わしのちからを、みくびるなよ、せな」

「お花ちゃん！」

　恨うらめしげな目つきでこちらを見上げ、ひょこりと花が顔を出す。

「お、お花ちゃん、一いつ緒しよに来てたの？」

「…………」

「いや、本当言うと今夜の呼び出しはお花ちゃんに頼たのまれたんだよ」

　むうっと膨ふくれたままの花に代わって、伊澄が取り成すように打ち明けてきた。そういうことか、と得心したものの、先ほどの星七の発言で事態がまた拗こじれるのは必至だ。

　まいったな、と途と方ほうに暮れていると、花がトコトコと前へ進み出てきた。

「せな、みているがよい」

「え？」

「わしだって、ほんきをだせばすごいのじゃ！」

　そう宣言するなり、おもむろに小さな両手を天へ突つき上げる。何が起きるのかと目を見張っていると、花の唇くちびるからゆっくりと息が吐はき出されていった。

「お……花ちゃん……？」

　春の夜気に、花の吐と息いきが混じり合っていく。

　それらは闇やみに溶とけて夜よ露つゆを含ふくみ、少しずつ仄ほのかな色がつき始めた。その、あまりに幻げん想そう的な光景に見み惚とれていると、どこからかふわりと甘い匂においの風が舞まい上がる。

　瞬しゆん間かん、星七は息を吞のんだ。

　花の息が薄うす紫むらさきの花はな弁びらへと変わり、みるみる地上へ降ってくる。瞬まばたきする間に周囲は一面の花畑となり、可か憐れんな花がたおやかにそよぐ世界へと変へん貌ぼうした。

「これ……」

　夜にほころぶ、薄紫の花たち。

　それは、一つの物語を思い起こさせる。

　花が氏うじ子こから『お花さま』と呼ばれるようになった、亡なくなった娘むすめの言い伝えだ。

「お花ちゃんがね、これを星七にどうしても見せるんだって」

「え……」

「星七に悪いことをしたから、お詫わびにってさ」

「…………」

「〝星七に嫌きらわれた〟って、ずっと泣いていたんだぞ」

　葡ぶ萄どう色いろの闇と、薄紫の地上の狭はざ間まで。

　星七の小さな神さまが、奇き跡せきを見せてくれている。

「お花ちゃん……」

　視線の先で、うさぎの耳が揺ゆれていた。その輪りん郭かくが、次第に涙なみだで滲にじんでいく。

　美織が忘れてしまっても、花の背中にはちゃんとうさぎのリュックが存在していた。花は、消えてなんかいないのだ。生きて我儘を言って、シュークリームを食べて。時にはいらぬお節せつ介かいを焼いたりしながら、星七の目の前にいる。

「お花ちゃん、ありがとう」

　そっと、背中から抱だき締しめた。

　まるでぬいぐるみか人形のように、小さい身体からだはすっぽりと腕うでに包まれる。

「ありがとう。凄すごく綺き麗れいだ」

「せな……」

　ぽと、と星七の手に温かな雫しずくが落ちてきた。胸の前で交差したところへ、続けてぽたぽたぽたと涙が零こぼれてくる。肩かたが小刻みに震ふるえ、ひっく、と花が嗚お咽えつを漏もらした。

「わしは……すごいじゃろ……」

「うん」

　心の底から、星七は同意する。

「本当に凄いよ。ごめんな、さっきは失礼なことを言って」

「せな……」

「お花ちゃんは、立派な氏神さまだよ。こんな綺麗な花畑で村人の病を救ったんだから」

「せなぁ……」

　わーん、と声を上げ、堰せきを切ったように花が泣き出した。

　同時にぶわっと突とつ風ぷうが巻き起こって、一瞬で花が散っていく。夜風に乗った花弁はするする透すき通り、あ、と思う間もなく辺りは草の斜しや面めんに戻もどっていた。

「せな……うっ……ひっく……せにゃ……」

「うん、よしよし。帰ろうな。一緒に帰って、夕ご飯を食べよう」

「うっ……うっ……たべる……」

　くるりと体勢を変え、花がぎゅっとしがみついてくる。頭の隅すみで、彼の存在が家族から消えたことをどうごまかそうかと思ったが、何とかなるさと腹を括くくった。

「家まで送るよ。白雪と黒曜に、くれぐれもと頼まれているし」

　ひとしきり花を泣かせてやってから、伊澄が優やさしく声をかけてくる。

　その瞬間、もう一つの問題を星七は思い出した。

　そうだった。キスの件は、まだ何も解決していない。

「あ、あの、伊澄先せん輩ぱい……」

「ん？」

「あの……」

　花を抱いたまま見上げた先で、伊澄の眼まな差ざしとぶつかった。

「──星七」

「はい」

「俺のこと、怖こわいか？」

　意表を突く問いかけに、思わず星七は絶句する。この世の誰だれと比べても、伊澄ほど優しく穏おだやかな人はいない。まして「怖い」だなんて、万に一つもありえなかった。

「怖くありません」

　一つ深呼吸をしてから、きっぱりと断言する。

「伊澄先輩を怖いなんて思ったこと、一度もないです」

「星七、変わらないな」

「え？」

「初めに会った時も、今と同じことを言った」

　愛おしそうに、伊澄が呟つぶやいた。

　それは、先刻の淋さびしげな笑みを払ふつ拭しよくするような綺麗な笑顔だった。










　初めに会った時。

　考えることは他ほかにもたくさんあったが、星七の頭にはずっと伊澄の言葉が回り続けている。そのため彼に送られて家の前へ到とう着ちやくした時も、ちょうど出てきた美織とばったり出くわすまで心の準備が何もできていなかった。

「あら、星七。……と伊澄くん？」

「久しぶり、宮野さん」

　二人の間でわたわたする星七を尻しり目めに、伊澄はにこやかに挨あい拶さつをする。

「元気そうだね。それに、相変わらず美人だ」

「やぁね、宮野さんじゃないわよ。今は伊い島しまって言うの。でも、昔と同じように美織って呼んで。その方が、私も話しやすいから。でも、ずいぶん珍めずらしい組み合わせねぇ」

「五年ぶりの友情を、温め直している真っ最中なんだ」

「ふぅん……そうなの」

　ちら、と流れてきた視線は、気のせいかずいぶん思わせぶりだ。姉の元カレと会っていた、という若干の後ろめたさもあり、星七は気まずい思いで俯うつむくしかなかった。

「せな、どうしたのだ？」

　くいくい、と手を引っ張って、花が不思議そうに尋たずねてくる。何でもないよ、と答えるのを遮さえぎって、美織が「花！」としゃがんで彼を抱だき締しめた。

「せっかく家に行ったのにいないから、お母さん心配したじゃないの！」

「おやおや。それは、すまなかったの。じゃが、こうしてあえたのだからゆるせ」

「あ、そんなこと言って泣いてたんでしょう？　頰ほっぺたが、ガビガビになってるわよ。大だい丈じよう夫ぶ？　お家うちに帰りたい？　お母さんと帰ろうか？」

「いらぬきづかいじゃ。わしは、せながおるのでそれでよい」

　バッグから取り出した濡ぬれティッシュで、美織が優やさしく花の顔を拭ふき始める。手慣れた様子はさすが母親と言いたくなったが、それ以前に星七は大混乱に陥おちいっていた。家を出るまでは綺き麗れいさっぱり花を忘れていた彼女が、今は元通りになっていたからだ。

「明日あしたは日曜でしょ？　だから、結奈は今夜泊とまるって。久しぶりに妹と会えるわよ」

　手際よく拭ぬぐい終えると、美織はさっさと立ち上がった。

「いけない、もう行かなくちゃ。じゃあ、星七、悪いけど今夜は結奈も頼たのむわね。もしぐずるようなら連れん絡らくして。旦だん那なに迎むかえに来させるから」

「あ、うん。わかった」

「そうだ、伊澄くん。高校の同窓会の返事、どうした？　うちの旦那、出席にしてるの。伊澄くんに会いたがってたわよ。私のこと、どうしても謝りたいって。バカでしょう？」

　ふふ、と笑っているが、その顔はとても嬉うれしそうだ。

　実を言えば、美織の夫と伊澄には浅からぬ因いん縁ねんがある。夫の孝たか史ふみは、かつての伊澄の担任で星七もよく知っている数学教師なのだ。付き合い出した当初は秘密にしていたが、美織が結奈を妊にん娠しんしたのをきっかけに結けつ婚こんし、それはもう大おお騒さわぎになった。成人はしていたものの美織はまだ学生だったし、孝史は教職者だったのだから無理もない。

　順序が逆ではあったが、吞のん気きで博識な義兄を星七は深く尊敬している。カリスマ的な人気を誇ほこった伊澄の後あと釜がまとして地味な印象は拭えず、当時は心ない噂うわさもいろいろ流れたが、彼の美織への愛情が揺ゆらぐことは一いつ瞬しゆんたりともなかった。

　それに、実際は姉さんの方が義に兄いさんにベタ惚ぼれなんだよな。

　いつぞや小耳に挟はさんだ話では、美織の熱心なアプローチが実っての付き合いらしい。さすがに最初は立場を考こう慮りよして、孝史も逃にげ回っていたと聞いたことがある。もっとも美織が嫌いやだったわけではないので、晴れて結婚を決めた後は開き直ったようにラブラブだったが。

「俺に謝るって？　むしろ、こっちが詫わびなきゃいけない方だよ」

　まいったな、と伊澄が嘆たん息そくすると「そう言うと思った」と美織が笑った。

　人妻であり母親でもある彼女だが、まだ二十五歳の若さだし、先ほどの「美人」という伊澄のセリフも決してお世辞やおべんちゃらなどではない。出産・子育てで長く休学していたが、昨年から大学に復学して毎日イキイキと学問にも励はげんでいる。

　そんな彼女と二十三歳の伊澄とは、見た目のバランスもぴったりだった。孝史には悪いけれど、やっぱり絵になるなぁ、と星七は溜ため息いきをつかずにはいられない。

「じゃあ、星七。お花ちゃん。またな」

「もう寝ねてると思うけど、結奈をよろしくね」

　久しぶりの再会で話が尽つきないのか、伊澄は美織を駅まで送ることにしたようだ。

　街灯の下を並んで歩く二人の後ろ姿に、羨せん望ぼうを抱いだかずにはいられない星七だった。










　美織が言ったようにその晩の結奈は寝ており、危き惧ぐした花との対面は避さけられた。

　密ひそかに案じていた『結奈との双ふた子ご』設定も、見事に復活したようだ。両親も美織同様、いつもと変わらず花を甘やかしている。一体何が原因だったのかと気にかかり、花本人にも尋ねてみたが「なんのはなしじゃ？」と首を傾かしげられて終わりだった。

「そうなると、お花ちゃんの意志じゃないってことか。でも、あんな見事な花畑が一瞬で作れるんだから、特に神力が衰おとろえたわけでもないよなぁ」

　花の花畑は、今も脳裏に思い描えがくだけでうっとりと溜め息が零こぼれ落ちる。

　泣き出して意識が乱れたせいか、あっという間に消えてしまった薄うす紫むらさきの花。あの儚はかなく淡あわい色味の美しさを、できれば写真に残しておきたかった。けれど遊園地でパンダに乗った花が写らなかったように、神さまの作り出した花畑は人の手で写すのが難しいかもしれない。

　何より、あの奇き跡せきは「星七に見せる」ためだけに生まれたものだ。

　心に焼き付けるだけにして、大事にしまっておくのが良いのだろう。

「ちょっと惜おしいけど、しょうがないもんな」

　それにしても……──。

　数百年の時を育み、慈いつくしんできたであろう土地を離はなれた氏うじ神がみ。

　そんな花に、自分は何をしてあげられるのか。

　花の力になりたい、と伊澄へ告白したけれど、具体的に何をどうすればいいのか全然見当もつかなかった。わかっているのは、このままじゃいけない、ということだけだ。

　そうして、もう一つ。

　このままじゃいけないのは、星七自身も同じだった。










「せな、なにをやっておるのじゃ？」

　遊園地の騒そう動どうから数日後。

　大学から帰るなり自室へ直行し、膝ひざに載のせたタブレットＰＣを熱心に見ている星七へ、退たい屈くつしきった花が早速絡からんできた。

「ん？　俺の好きな人」

「なんと……せなは、そのようにうつりぎであったか」

「うつりぎ……移り気？」

「おお、なさけないのぅ。いすみとのなかが、すこしもしんてんしないからといって、こんなうすいはこですませようというこんたんがきにくわん。そもそも……」

「伊澄先せん輩ぱいのことは、余計な口を出さないって約束しただろ」

　早速説教を始める花を黙だまらせるため、ほらほら、と画面を押しつける。

「これさ、お花ちゃん、どう思う？　いい写真ばっかりじゃない？」

「しゃしん？　せなが、とったのか？」

「違ちがうよ。俺とお花ちゃんを、出会わせてくれた人が撮とったんだ。その人のインスタ……ええと、写真を集めてある場所。そんなに数はないけど、どれも見ていてホッとするだろ」

「ふぅむ……」

　意外にも、花は興味を抱いたようだ。写真はほとんどが風景、それも路地の猫ねことか軒のき先さきに光る雨あま粒つぶなど身近なモチーフを思いつきで撮ったものばかりで、さして子どもの興味を惹ひく題材とは思えないのだが、やっぱり神さまの見る目は違うのだろうか。

「面白いのう」

　愉ゆ快かいそうに、花は呟つぶやいた。

「せな、こやつがわしとおまえを？」

「そうだよ。ほら、この写真わかる？　お花ちゃんの社と鳥居だよ」

「ほうほう」

「俺、雑誌に載ったこの写真を見て、同じ場所に行ってみたくなったんだ。ここには書いてないけど雑誌には撮さつ影えい場所が記き載さいされていたから、それで……」

　あの日、ようやく念願叶かなった途と端たん、お花ちゃんに怒おこられたんだよな。

　たった半月ほど前の出来事なのに、何だかずいぶん昔に感じる。花と暮らす日々がそれだけ濃こい証しよう拠こなんだろう、と思わずしみじみしてしまった。

「さいきん、いすみのかおをみてないのう」

　鳥居で思い出したのか、ぽつりと花が呟く。

「きのう、わしがあそびにいったら、しらゆきたちもたいくつしておったわ。さいじがたてこんで、いそがしくはたらいておるようじゃと。せな、おまえもあいたくはないか？」

「しょっちゅう行ったら、仕事の邪じや魔まになっちゃうだろ」

「なにをいまさら、しゅしょうなことを」

　花がむうっと膨ふくれ面になった時、ちょうど階下でチャイムが鳴った。すぐさま彼の興味は来客へ移り、「たくはいびんじゃ」といそいそ部屋を出て行く。星七がネットショップをよく利用するせいで、また俗ぞく世せの余計な知識を増やしてしまった。

「伊澄先せん輩ぱいか……」

　そういえば、姉さんが言っていた同窓会って昨日だったな。

　義兄が出かけるのをいいことに、昨夜は美織が結奈を連れて遊びに来ていた。先日泊とまった結奈が翌朝になって花と顔を合わせても大きくぐずらなかったので、この調子で慣らしていけば大だい丈じよう夫ぶじゃないか、と思ったらしい。実際、初めは不ふ機き嫌げんになったものの、花に拒きよ否ひ反応を示す度合はだいぶ薄うすくなっていた。

『こむすめにも、ようやくわしのありがたみがわかってきたようじゃ』

　先週末、白雪や黒曜に報告した花は、強気なセリフとは裏腹に心底ホッとしていた。良かった良かった、と伊澄も祝福してくれたが、思えばあれが顔を合わせた最後になる。お互たがいキスの話題は微び妙みように避さけており、たまに地じ雷らい原げんを歩くような心境になったりするが、少なくとも表面上の平和は保たれていた。ただし、あくまで時限装置付きにすぎないが。

「あれ……」

　画面をスクロールしながら、ふと画像がアップされた日付に目を留めた。

　雑誌で見かけたのも数年前になるが、他の写真も数年単位で昔に撮とられている。

「最近は、写真を撮っていないのかな」

　少しだけ、星七は落らく胆たんした。

　まだ本人とコンタクトは取っていないが、星七には写真仲間がいないので親しくなれたら一いつ緒しよに遠出の撮影とかできるかな、なんて淡あわく期待していたのだ。個人情報なので、と相手の詳しよう細さいなプロフィールは川本も教えてくれなかったが、男性ですよ、とは聞いていたので下心やナンパ目的と勘かん繰ぐられる心配もない。

　いや、本当にそうか？　と心の中で疑問の声が上がった。

　考えてみれば、こちらは同性に片かた想おもい中の身だ。

　厳密には、相手が男性でも恋れん愛あい対象外とは言えないかもしれない。

「う～ん……でもなぁ……」

　改めて振ふり返ると、星七は伊澄以外にときめいた記き憶おくがなかった。

　一応健康な成人男子だし、恋愛に興味がないわけでは決してない。初はつ恋こいが同性だからって他の男性に惹ひかれたりはしなかったので、縁えんのある女の子と付き合いかけたことも何度かあった。けれど、深く関係を進める前に必ず破局してしまうのだ。星七くんは、私のことを本気で好きじゃないんでしょうと、泣かれたり怒おこられたりして終わるのが常だった。

　こうなると、問題があるのは俺だよな、と星七もさすがに悟さとる。

　伊澄に奪うばわれた心が、まだ取り戻もどせていないのだと。

「せな、きゃくがきたぞ」

　たくはいびんではなかったのじゃ、とがっかりしながら花が戻ってきた。その後ろから「やっほ～」と明るい声がして、美織がひょっこり顔を出す。

「何だよ、入ってくるなってば。用事があるなら、リビングに降りていくから」

「ところが、そうもいかないのよね。下には、お母さんと結奈がいるし」

「それがどうしたのさ。いつものことだろ」

「察しの悪い子ねぇ」

　花はダメよ、と一緒に入ろうとするのを拒こばみ、彼女はくるりと回れ右をさせた。

「込み入った話があるから、わざわざ来たんじゃないの」

「え……」

「なんじゃ！　みおり、わしにもきかせろ！　きかせろというに！」

　ジタバタと抵てい抗こうされても、廊ろう下かに追い出すなり無情にドアを閉めてしまう。怒った花はしばらく文句を並べていたが、やがて諦あきらめたのか階段を降りていく足音がした。

「相変わらずだね」

　いつも感心するのだが、子どもが無ぶ遠えん慮りよに他人のテリトリーへ踏ふみ込む行こう為いを、美織は決して黙もく認にんしない。普段どんなに溺でき愛あいしていても、ルール違い反はんには徹てつ底てい的に厳しいのだ。

　要するに、今から話そうとしているのは、それだけ大事な内容なのだろう。

「椅い子す、借りるわね」

　デスクチェアをベッドに寄せ、彼女はそこへ腰こし掛かけた。ちょうど、ベッドの端はしに座る星七とは正面で向き合う形になる。そうして無む駄だな前置きは無しに、いきなり本題を切り出した。

「昨夜、孝史さんが言っていたんだけどね」

「義に兄いさんが？」

「同窓会で伊澄くんと話したんだって。彼、相手が元担任って気安さもあったのかな。珍めずらしく弱気な顔を見せたそうよ。少しお酒も入っていたせいか、けっこう落ち込んでいたって」

「…………」

「孝史さんは、ずっと気に病やんでいたの。ずっと、伊澄くんに負い目というか、申し訳ないって気持ちがあったから。もちろん、私も伊澄くんもまったく気にしてない、とは何度も言ったんだけど……根が真ま面じ目めな人だし」

　美織はそう言うが、孝史の立場から考えれば教え子の元カノと付き合う時の胸中はさぞ複雑だったろう。渋しぶる孝史を口説き落としたのは美織の方で、振り向いてもらうまでに何十回振られたかわからないと、以前に笑い話っぽく話してくれたのを覚えている。

　しかし、そんな話を自分に聞かせてどうしようと言うのか。

　反応に困っている星七へ、美織は意を決した顔で口を開いた。

「実はね、私と伊澄くんって仮面カップルだったのよ」

「は？」

「仮面カップル。つまり、本当は恋人でも何でもなかったの」

「…………」

「付き合ってなかったの、私たち」

　ちょっと待て。言っている意味が、まったくわからない。

　一いつ瞬しゆん頭が白くなりかけたが、星七はかろうじて現実に踏み止まった。

「あの、姉さん？」

「何よ」

「冗じよう談だん……だよね？」

　心の中で、そうだと言ってくれと絶ぜつ叫きようする。性た質ちの悪い冗談、からかっただけよ、と。そうでなかったら、五年前のあの日、自分は騙だまされていたことになる。

「ごめんね、本当なのよ」

　儚はかない希望を断ち切るように、きっぱりと美織は否定した。

「私、伊澄くんと交際宣言するちょっと前から、孝史さんと内緒で付き合っていたの。もう成人していたし、私は彼の教え子ってわけではないから隠かくす必要もなかったんだけど、やっぱり教職者の身で……っていう引け目が彼にはあったみたいで。それが、ある日ちょっとした偶ぐう然ぜんから伊澄くんに知られちゃったのね。当然、私は口止めをお願いしたんだけど、その時に交こう換かん条件を出されたの。良かったら、自分と付き合っていることにしてほしいって」

「どう……して……」

「それは、本人に訊ききなさい。星七が真しん剣けんに尋たずねれば、必ず答えてくれると思う」

「俺が先輩に……？」

　ぐわんぐわん、と脳内に美織の言葉がこだまする。

　五年間、俺を騙していたのは何な故ぜですか。

　どうして、本当のことを言ってくれなかったんですか。

　バカバカしい。そんなの訊くまでもない。伊澄にとって、自分は大事な話ができる相手ではなかっただけのことだ。だから、噓うそをついたまま疎そ遠えんになったのだろう。

　あの時、真実を言わなかったことで伊澄は自分を切った。

　彼を避けていた星七が、罪悪感を持つ必要などなかったのだ。

「でも、やっぱり仮面カップルなんて無理だったのよね。結局、すぐ破たんしちゃった」

　秘密をバラして気が緩ゆるんだのか、美織の告白は続く。

「孝史さんが伊澄くんに謝りたいって言っているのは、そのことなのよ。自分のプライベートな問題に教え子を巻き込んでしまった、っていう自責の念があるのね。それと、せっかく協力してくれたのに結局伊澄くんに嫉しつ妬としちゃって、後から私と大おお喧げん嘩かになっちゃったし」

「…………」

　人の気も知らないで、いつの間にか話は惚のろ気けへ移行していた。しかし、星七はそれどころではない。今すぐ伊澄の許もとへ駆かけ込んで、どういうつもりだと談判したかった。

「あ、それでね、伊澄くんが落ち込んでいたって話に戻もどるんだけど……」

「……いい」

「いいって？」

「直接、先輩に訊きに行くから。話したいこと、他にもあるし」

「え……あ、星七！」

　そう言い捨てるなり、星七はブルゾンを摑つかんで立ち上がろうとした。反射的に美織が身を乗り出し、「待って！」と引き止める。星七が怒おこっているのを見て、彼女はひどく慌あわてていた。

「とにかく、話を最後まで聞きなさいよ。それからでも遅おそくないでしょ」

「行ってきます」

　その手を乱暴に振ふり払はらい、振り返りもせずに部屋を出る。あまりの剣けん幕まくに気け圧おされたのか、美織は追っては来なかった。もっとも、何を言われても聞く耳など持たなかったが。

「せなちゃん、おでかけいくの？」

　階段の下では、結奈と花が床ゆかに座って絵本を広げていた。

「ゆなもいきたい。だって、はなちゃんってばすぐねちゃうんだもん。つまんないよ」

「寝ねちゃう？」

「せっかくほんをよんであげてたのに、なんどもねるんだよ」

「これ、こむすめ。ひとぎきのわるいことをもうすな。わしは、おきておる！」

　こっくり舟ふねをこいでいた花が、焦あせって否定する。しかし、黒目は甘くとろんとしているし、瞼まぶたは今にも閉じそうだ。こんなところでうたた寝しちゃダメだよ、と注意をし、連れて行ってと駄だ々だをこねる結奈を宥なだめすかしてから、ようやく家を出るのに成功した。

　神社に行くって知ったら、お花ちゃんまでついてくるだろうしな。

　できるだけ、伊澄と揉もめている場面など見せたくはない。

　行き先をしつこく訊かれなかったのは幸いだったと胸を撫なで下ろし、星七は逸はやる心を抑おさえながら『宝積神社』へ真まっ直すぐに向かった。
















　境けい内だいに着く頃ころには、だいぶ夕ゆう闇やみが迫せまっていた。

『宝積神社』は街中にしては見事な鎮ちん守じゆの杜もりを擁ようしているので、この時間はそこから伸のびる大樹の影かげが空をくり貫ぬくように妖あやしく見える。いつもは花と一いつ緒しよなので明るい静せい寂じやくが心ここ地ち良くもあるのだが、複雑な心中そのままの光景に星七は軽く戸と惑まどった。

　思えば、伊澄と話をする時はほとんどが夕暮れ時な気がする。

　日中は互たがいに学校や仕事で忙ぼう殺さつされるから、というのもあるが、五年前に失しつ恋れんした日から、印象的な出来事が彼との間で起きるのは決まって昼と夜の境さかいが曖あい昧まいになる時間帯だ。

「逢おう魔まが時……だっけ。縁えん起ぎでもない名前だよな」

　星七が一人で来たせいか、白雪や黒曜も姿を見せない。もしかしたら見えないだけで近くにいるのかもしれないが、こういう点でもつくづく自分は普ふ通つうだ、と思った。

　心しん霊れい写真が撮とれる、という自じ慢まんにもならない特技はあっても、花や神使とは彼らが望まぬ限り会えないし会話もできないのだ。人でないものと友達のような口を利きいたり、便利な結界を張ったりできる伊澄とはやっぱり何もかも違ちがう。

『俺のこと、怖こわいか？』

　思考が卑ひ屈くつになりかけた時、ふと伊澄の声が耳の奥で蘇よみがえった。

「あ……」

　思わず、声が漏もれる。

　どうして彼がそんな問いかけをしたのか、星七はようやく理解した。同時に、伊澄と初めて会った日の記き憶おくが鮮あざやかに浮うかび上がってくる。




　あれは、高校へ入学して半年もたたない頃だ。

　星七はクジで決まった保健委員の当番日のため、放課後の保健室でボンヤリしていた。養護教きよう諭ゆは職員会議でおらず、何か大事が起きたら呼ぶように言われているものの、概おおむね平和で眠ねむ気けを誘さそうような時間が流れていく。アプリゲームをしながら、星七は欠伸あくびを嚙かみ殺した。

『凄すごい顔』

　唐とう突とつに、頭上から声が降ってきた。

　今にも笑い出しそうな調子で、声の主は続ける。

『機き嫌げんが悪い猫ねこみたいだな』

『……誰だれ』

　見上げると、背後からこちらへ屈かがみこんでいる男子生徒と目が合った。凜り々りしい弓きゆう道どう着ぎがよく似合う、背の高い男前だ。人を不機嫌呼ばわりするだけあって、にこにこと親しげな笑みを浮かべている。不ぶ躾しつけな登場の割りに不快でないのは、品のある佇たたずまいの賜たま物ものだろう。

『弓道部の方ですよね。じゃあ、もしかして怪け我がですか』

『うん、そう。まぁ、他ほかの用事で保健室には来ないかな』

　わかりきった質問に真ま面じ目めに答え、彼は『絆ばん創そう膏こうもらえる？』と困った顔で微笑ほほえんだ。王子様然とした爽さわやかな表情に、もし女子のギャラリーがいたら一いつ斉せいに『キャーッ！』と大合唱するだろう、と感心する。ちょっと待っててください、と言って彼に椅い子すを勧すすめると、助かるよ、と礼を言われて少し気分が良かった。

　救急箱の置かれている棚たなを開け、絆創膏と消毒薬を物色する。弓道の部活中なら原因は弦つるだろうか、などと考えていた時、ようやく相手の正体に気がついた。

『もしかして、三年の宝積伊澄さんですか』

『……せよ』

『はい？』

『離はなせよって言ってるだろ！　誰のせいで怪我したと……』

『…………』

　一体、誰と話しているんだ？

　まず、真っ先にそう思った。ここには星七と彼しかいないし、文句を言っている方向には人はおろか生き物の影もない。それなのに、伊澄は険しい顔で空間を睨にらみつけている。右手で庇かばうようにしている左手の人差し指には、血で滲にじんだ生々しい傷が見えていた。

『宝積先せん輩ぱい！』

　間かん髪はつを容いれずに、星七は声を張り上げる。

　彼の意識をこちらへ向けなくては、と反射的に思った。

『宝積先輩、消毒薬と絆創膏です！』

『え？　あ……ああ、ありがとう……』

　必要なものをガッシと摑み、星七は大おお股またで彼の前へ戻る。まだ気になるのか、視線がちらちら先ほどの方角へ泳いでいたが、遮さえぎるように消毒薬を突つきつけた。

『早く治ち療りようしないと、部活に戻れませんよ』

『何で俺の名前……』

『だって弓道部だし』

『それだけ？』

『大人っぽいし』

『………』

『イ、イケメンだって評判だから……』

　こんなことまで後こう輩はいに言わせるなよ、と段々腹立たしくなってくる。きっと、周囲からチヤホヤされないと気が済まない奴やつなんだろう。いいのは見た目だけだな、と忌いま々いましい気持ちでいると突然伊澄が身を乗り出し、至近距きよ離りまで迫せまってきた。

『ななな、何ですかっ』

　なまじ整っているので、間近で見ると大だい迫はく力りよくだ。跳はね上がる鼓こ動どうと体温に、星七はパニックになりかけた。もしやイケメンは禁句だったのかと、詮せん無い考えが頭を巡めぐる。

　──だが。

『俺のこと、怖くないの？』

　思いもよらない一言が、伊澄の口から零こぼれ出た。

『おまえ、見ていたんだろ？　俺が、変な独り言を言ってるところ』

『べ、別に怖こわくないです』

『…………』

『独り言くらい、誰だれだって言うし』

　それは掛かけ値ねなしの本音だったので、何とか目を見返して答えることができた。実際、何をやっているんだろうとは思ったが、それより傷の方が心配だったのだ。それでも疑わしげな眼まな差ざしを向けられたので、星七はムッとして『怖がってほしいんですか？』と訊きいてみた。

『悪いけど、その程度じゃ全然怖くないですから。残念でした！』

『え……』

『そんなことより、治ち療りようしなくちゃダメですよ。手、出してください。消毒します』

『…………』

『左手！』

　業ごうを煮にやして怒ど鳴なりつけると、呆あつ気けに取られた様子でおずおずと左手を出してくる。生なま乾がわきの血が痛々しかったが、幸い傷は深くなさそうだった。星七は安あん堵どの息をつき、良かったですね、と笑いかける。その後は慣れない手当てに四苦八苦で、伊澄がおかしな独り言を言っていたことは綺き麗れいさっぱり忘れ去っていた。

　それからだ、伊澄が星七に構うようになったのは。

　校内のどこにいても、どんな人混みに紛まぎれていても、彼は上手に星七を見つけ出した。スキンシップ好きを公言していたのでよくちょっかいは出されたが、ＴＰＯはちゃんと弁わきまえていて人前では不用意に頭を撫なでなかったし、冗じよう談だんめかして抱だきついても一いつ瞬しゆんで解放する。だから、星七も不快になることはなく、むしろ他人の視線がない場所で髪かみをかき回されたり、普ふ段だんより一秒長く抱きつかれると不ふ埒らちなときめきを覚えるようになった。

『私のカレ、宝積伊澄。星七の学校の二年先せん輩ぱいよ』

　そう言って、美織に紹しよう介かいされるまでは。




「星七じゃないか。どうしたんだ、一人で」

　いつもの禰ね宜ぎ姿ではなく、正装の狩かり衣ぎぬを着た伊澄が驚おどろいて足を止める。

　回想に耽ふけっていた星七はハッと顔を上げると、締しめ付けられるような思いで彼を見た。

『星七、変わらないな』

『初めに会った時も、今と同じことを言った』

　違ちがうんだ──そう胸で弁明する。自分は、そんな大層な人間なんかじゃない。

　出会った時の星七が伊澄を怖がらなかったのは、すでに自分が不可解な現象に悩なやまされていたからだ。何を撮とっても不気味な霊れいが写ってしまうので、友達との集合写真や出かけた先の記念ショットにも自分から関われなくなっていた。要するに、怖さに免めん疫えきがあったのだ。

　だけど、それを知らない伊澄は星七が特別だと思っている。霊感のある彼にしかわからない苦労を、偏へん見けんを持たずに受け入れてくれたと。その誤解を解かないで、仮面カップルに騙だまされていたと文句をつけるのは卑ひ怯きようじゃないだろうか。

「まさか、お花ちゃんに何かあったのか？」

　困こん惑わくがそのまま顔に出たせいで、いらぬ不安を与あたえたようだ。伊澄が眉まゆをひそめ、速足でこちらへ近づいてきた。思わず一歩下がろうとすると、二にの腕うでを摑つかんで引き寄せられる。いきなり真しん剣けんな態度を取られて、星七はすっかり気後れしてしまった。

「……お花ちゃんのことじゃない？」

「違ちがいます」

　何とかそれだけを答えると、安心したように息を吐はく。僅わずかな沈ちん黙もくの後、伊澄は我に返った様子で「え、じゃあ何で」と狼ろう狽ばいした。

「伊澄先輩に、話があって来たんです。お花ちゃんとは別件で」

「俺に……」

「その、なんていうか、話したいことがいろいろあって」

「…………」

「五年前、伊澄先輩が保健室に」

　むぐ、と途と中ちゆうで口を塞ふさがれて、最後まで言葉に出来なくなる。見れば伊澄は赤くなって、強引に星七の唇くちびるを手のひらで押さえていた。何するんですか、と必死に目で抗こう議ぎすると、絞しぼり出すような低い声で「ここじゃ、ちょっと」と訴うつたえる。

「おまえ、美織から何を聞いた？」

　訊かないでほしい。答えたくても、これじゃ答えられない。

「くそ、自分で言うより先にバラされるとはな。とにかく、ちょっと待ってくれ。言い訳と謝罪の言葉を考える。いや、そんなのみっともないか。だけど、俺にも心の準備が」

「…………」

「……怒おこってるんだろ……」

　切なげにゆっくりと瞬まばたきをする、その睫まつ毛げに憂うれいが潜ひそんでいる。

　なんて顔をするんだろう、と、星七は感かん嘆たんの溜ため息いきをつきたくなった。

　これは、よく知った大人の伊澄ではない。感情を隠かくす術すべを持たず、無防備に心の内側を曝さらけ出した純じゆん粋すい無む垢くな少年の顔だ。傷つくのを恐おそれ、けれど相手を傷つけることはもっと怖がっている、優やさしくて孤こ独どくな瞳ひとみがそこにあった。

　どうして、噓うそをついたんですか。

　どうして、俺にキスをしたんですか。

　今度こそ正面から問いかけようと思っていたが、そんなことはもうどうでもいい。

　一番訊きたかった答えは、たった一つでしかなかった。

「星七……？」

　とんとん、と人差し指で伊澄の手の甲こうを叩たたく。とにかく、これではまともに話もできない。かなり動どう揺ようしていたのか伊澄も無意識だったようで、ごめん、と慌あわてて手を離はなした。

「ぷはっ」

「悪い、星七。何て言うか、つい取り乱した。まずいな、全然修行が身に付いて……」

「伊澄先輩、俺のこと好きですか？」

　一瞬でもためらったら、もう勇気が保てない。

　そう思ったから、考えるより先に唇を動かした。

「俺は、先輩のことが好きです」

「…………」

「だから、いろんなことに怒っています。先輩と姉さんの噓、不意打ちでキスしたこと、全部ちゃんと説明してください。もし……先輩が……」

「星七……」

「俺と同じ気持ちなら」

　五年分の想おもいを全て込めて、星七は真っ直ぐに伊澄を見つめる。長い間うじうじ抱かかえていたコンプレックスや引け目が、炭酸の泡あわのように昇しよう華かしていく音が聞こえた。

　しばらく、伊澄は惚ほうけた表情で黙だまりこくっていた。

　頭の整理が追いついていないのは明白で、彼ほど頭の回転が良くてもダメな時はあるのだ、と星七は新しい発見をした。同時に、自分の一言が伊澄の調子を狂くるわせた事実が、何だかたまらなく誇ほこらしい。ずいぶん遠回りになったけれど、不思議と心は軽かった。

　やがて。

「話すよ──全部」

　微かすかに語ご尾びが掠かすれているのは、溢あふれる気持ちの表れだろうか。

　星七の視線を受け止め、伊澄が緩ゆるやかに微笑ほほえんだ。

「だけど、その前にキスしたい」

「え……」

「星七を抱き締めて、キスしたいんだ」

　言うが早いか伊澄の両腕が背中に回り、ぐっと力を込めて抱き寄せられる。狩衣から香かおる微かな香りが、密着するにつれて妖あやしく立ち昇のぼってきた。

「好きだ……星七……」

　流れる衣きぬ擦ずれの音に包まれて、星七の理性が蕩とろけていく。顎あごに添そえた指で上向かされ、瞳は自然と閉じていた。柔やわらかな唇を押しつけられ、深く浅く口づけられる。悪戯いたずらな舌が侵しん入にゆうする頃ころには、伊澄に身を任せたまま何も考えられなくなっていた。　>>>♥

「んぅ……」

　交わる吐と息いきを吞のみ込んで、喉のどが淫みだらに上下する。

　貪むさぼるような舌の動きが、星七の熱を容易に引き出した。

　きつく抱だき締しめられ、呼吸ごと奪うばわれて、伊澄の体温以外何も感じられなくなる。巧たくみな舌の動きに翻ほん弄ろうされ、ただ夢中で応こたえていたら、自分が何者なのかさえ忘れそうになった。

「まいったな……」

　苦笑めいた声が、伊澄の口から呟つぶやかれる。ひとしきり熱情を分かち合い、互たがいに離はなれ難がたい思いで唇くちびるを解放した後、彼は星七のこめかみへ軽く口づけた。薄うすく開いた瞳ひとみの中で、罰ばち当たりな真ま似ねをしてしまった、と小さく笑っている。

「後で、祭神さまに深く詫わびないと。神域での不ふ埒らちな行こう為いをお許しくださいって」

「だ……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　それなら自分も同罪だ。

　顔色を変える星七を見て、伊澄は幸せそうに額を合わせてきた。

「神さまに叱しかられるくらい、何でもないさ。──この幸福に比べたら」

　そう言って、改めて抱く腕に力を込める。

　俺も一いつ緒しよに謝ります、と言って、星七はその胸に顔を埋うずめた。










　ねぇねぇ、と結奈が、小さな背中を揺ゆさぶる。

　さっきまで一緒に絵本を読んでいた相手が、また眠ねむりこけてしまったからだ。急に糸が切れたようにコトンと前のめりになり、頭を床ゆかにつけたまま動かなくなった。

　この前、テレビの『にゃんにゃん特集』で観みた猫ねこみたい、と結奈は思う。ごめん寝ね、と名付けられたポーズで、土下座したまま居眠りする猫がとても可愛かわいかった。

　でも、このこはねこじゃない。

　そう胸で呟つぶやいた後、じゃあ人間なの？　と自分に問いかける。

　ううん、このこはにんげんじゃない。

　お父さんもお母さんもじぃじもばぁばも、それから大好きなせなちゃんまで「結奈のお兄ちゃん」だと言うが、結奈は信じていなかった。だって、彼はある日突とつ然ぜんやってきたのだ。

　ビデオも写真もオモチャも服も、この子の物は何一つ家にない。それなのに、両親は少しも変だと思っていないのが納なつ得とくいかなかった。

　だから、激しく抵てい抗こうした。こんなこしらない、と一いつ生しよう懸けん命めい訴うつたえた。

　手を焼いた両親は、しばらくじぃじの家へ彼を預けることにしたが、その際の説明は結奈が納得するものではなかった。だって、「しばらく」は「ずっと」ではない。いつか、家に帰って来てしまう。そんなのは嫌いやだ。今度こそ、結奈の家族が盗とられるかもしれない。どこから来たのかわからない、人間じゃない子どもに。

　そんなことから花を毛け嫌ぎらいしていた結奈だったが、今は少しだけ考えが変わった。

『わしはの、もうじきいなくなるのじゃ』

　誰だれにも言うでないぞ、と念を押され、彼にこっそりと教えられたのだ。

　この前、じぃじの家にお泊とまりをした時、結奈は夜中に目が覚めた。母親が自分を置いて家に帰ってしまったのを知り、憤ふん慨がいしてベッドから抜ぬけ出す。あれほどじぃじの家は嫌だと言ったのに、お母さんが一緒だからと言うから我が慢まんしたのだ。それなのに、なんというひどい裏切りだろう。こうなったら、一刻も早くここを出て行かねばならない。

　結奈はそっとじぃじたちの寝しん室しつを出ると、そのまま玄げん関かんへ向かった。

　幼よう稚ち園えんでも年長さんになったのだから、もうお姉さんだ。一人で歩いて帰れるはずだ。

『こむすめ、なにをしておるのじゃ』

　びくん、と全身が硬こう直ちよくした。

　廊ろう下かの電気をつけたのがまずかったのか、靴くつを履はく前に見つかってしまったようだ。おまけに、声をかけてきたのはよりにもよって彼だった。結奈は、後こう悔かいと恐きよう怖ふで真っ青になる。

『まだ、そとはくらいぞ。ねぼけておるのか？』

　ねぼけたですって？　ゆなは、もうおねえさんなのに？

　たちまち、怖こわさより怒いかりの方が勝った。結奈はくるりと振ふり返ると、『おうちにかえるの』と言い放つ。止めたって無む駄だよ、と続けようとしたが、彼は驚おどろきもせずに『そうかの』と答えただけだった。なんてこと。結奈は別の意味でショックを受ける。こんな真っ暗な中へ、女の子が出て行こうとしているのに引き止めないなんて。

『こむすめは、かえるところがあっていいのう』

　続けて、彼は舌足らずに呟いた。ずいぶん淋さびしそうな顔をしている。

『おうちがないの？』

　思い切って、そう尋たずねてみた。

　彼が頷うなずけば、やっぱり結奈の兄弟ではなかったことになる。

『うちはあるぞ。ただ……すめぬのじゃ。おそらく、もうあそこにはもどれぬな』

『すめぬ？　どういういみ？』

『わしのいばしょが、ないといういみじゃ。こむすめ』

『じゃあ、ずっとこのままなの？』

　それは困る、と結奈は泣きそうになった。どうせ兄弟ができるなら、妹が欲しかった。母親には前からそうおねだりしていたのに、同じ年の男の子がくるなんてあんまりだ。

『あんしんするがいい。そんなにながいじかんではない』

　淡たん々たんと、彼は言った。

　全部を悟さとって、もう諦あきらめているような声だった。

『わしはの、もうすぐいなくなるのじゃ』

『いなくなる？』

『だれにもいうでないぞ。とくに、せなにはぜったいひみつじゃ』




　結奈は約束を守り、誰にもその話はしていない。

　けれど、何をしても花が目覚めないとわかったら、何だか悲しくなってきた。










　拝はい殿でんに続く階段の隅すみに、星七は伊澄と並んで座っている。

　空はとっぷりと暮れ、気温も下がり始めていたが不思議と寒くなかった。それどころか心がふわふわして、指先まで柔やわらかな温ぬくもりが満ちている。隣となりに好きな人がいて、自分と同じ気持ちだと言ってくれるだけで、世界が日向ひなたにひっくり返った気分だった。

「俺は、ずっと星七が好きだったよ」

　美織との仮面カップルについて話す前に、これだけは知っておいてほしい。

　そう前置きをして、伊澄が静かに事情を語り出した。

「それこそ、保健室で最初に会った頃から」

「あ、でもそれは……俺、本当に何も考えていなくて……」

「…………」

「その、全然先せん輩ぱいのことを思って、とかではなくて、ですね……」

　しどろもどろになりつつ、星七は懸命に説明を試みる。

　伊澄を怖がらなかったのも、誰と話しているんだと深く問い詰つめなかったのも、彼の心情を思いやっての行為ではなかった。もし美化されているとしたら、何だか卑ひ怯きような気がする。

「わかっているよ、そんなこと」

　くすりと笑んで、伊澄はそんな星七を抱き寄せた。

「おまえ、俺のことどんだけ単純だと思っているんだ？　確かに嬉うれしかったけど、それだけで恋れん愛あい感情持つほど短たん絡らく的じゃないぞ。まして、同じ男なのに」

「え、でも」

「欠伸あくびを嚙かみ殺す顔がブサイクで、かと思うと笑顔はほんわかで、イザとなれば遠えん慮りよなく俺を叱りつけるし、そのくせ構うと赤くなる。たった十数分一緒にいただけで、これだけくるくる反応が変わるんだぞ。そんなの可愛いに決まってるだろうが」

「へ？　あ、いや……」

「それに、〝俺のことを思って〟じゃないところが良かったんだ」

　意外なセリフを聞かされて、星七はますます困こん惑わくする。さっきからずっと上じよう機き嫌げんな伊澄は星七の髪かみに唇を寄せ、甘やかすように声をワントーン落とした。

「見くびるなよ。作り物の同情なんかで、俺は落ちないよ？」

「ひぁ……ッ」

「おまえが普ふ通つうだったから、凄すごく居い心ごこ地ちが良かったんだ。それは、俺に限ったことじゃないんだけどな。まぁ、おかしな輩やからにまで好かれるのは困ったものだけど」

　もしかしなくても、それが心しん霊れい写真を撮とってしまう理由だろうか。

　訊きき返したいが、伊澄の思わせぶりな囁ささやきがそれどころではなくさせる。だが、さすがにここでイチャイチャし続けるわけにはいかないので、星七は必死になって伊澄を押し返した。

「先せん輩ぱい、仮面カップルは？　まだ、そっちの話を聞いてませんっ」

「ああ……悪い。でも、ここまで話せば察しがつくんじゃないか？」

　あわあわ抵てい抗こうする様が可お笑かしかったのか、笑いながら伊澄が離はなれる。

「姉さんは、義に兄いさんと付き合ってるのが先輩にバレたって……」

「そう。要するに、俺と美織は取引をしたんだよ。美織のボーイフレンドという立場なら、もう少し星七と距きよ離りが詰つめられるかも、と思ったんだ。もちろん、それでどうこうなろう、なんて考えてはいなかった。ただ、先輩・後輩の間あいだ柄がらじゃ俺の卒業で終わりだから……」

「…………」

「我ながら姑こ息そくだったが、まさか星七が俺を好きでいてくれるなんて思わないだろ。美織はそんな俺の気持ちを理解してくれて、弟に片かた想おもいを気づかれないなら、っていう条件付きで協力してくれたんだ。彼女も、星七の本当の気持ちは知らなかったんだよ。まぁ、その企たくらみも数か月で破たんして、あっという間に破局ってオチがついちゃったけどな」

　何てことだ……と、星七は開いた口が塞ふさがらなかった。

　本当はとっくに両想いだったのに、最初から叶かなうわけがないと諦あきらめた結果、自分たちは五年間も無む駄だにしていたのだ。それどころか、傷ついた星七は伊澄を避さけまくったので、単なる先輩・後輩でいた時よりもよっぽど事態を拗こじらせてしまった。

「ああ、うん。おまえの言いたいことは、よくわかる。全部わかるよ」

　涙なみだ目めで言葉を探す星七へ、愛しくてたまらない、という顔で伊澄が同意する。

「星七、大好きだ」

　その手が星七の両手を包み込み、ぎゅっと力強く握にぎり締しめた。

「この五年間、京都でもずっとおまえを想っていた」

「伊澄先輩……」

「だから、俺の恋こい人びとに……」

「──せなちゃん！」

　バッサ、と大きな羽ばたきの音がして、頭上の月光を何かが遮さえぎる。

　聞き覚えのある声に慌あわてて上を向いた星七は、次の瞬しゆん間かん目を疑った。

　満月を背に、艶つややかな鶴つるがするすると青年へ姿を変えていく。白雪だ。両りよう腕うでに小さな身体からだを抱だいて、彼はゆっくりと地上へ降りてきた。その腕にいるのは──結奈ではないか。

「結奈！　どうしたんだよ、一体！」

「せなちゃん、たいへんなの！　あのこが、ねたままおきないの！」

「あのこ……お花ちゃんのこと？」

「ゆな、なんどもおこしたんだよ。でも、だめなの。せなちゃん、どうしよう」

「白雪、説明を」

　間かん髪はつを容いれず、鋭するどい声音で伊澄が問うた。剣けん吞のんな瞳ひとみや隙すきのない身のこなしは、一瞬前の彼とは完全に別人だ。纏まとう空気さえ、触ふれれば切れそうなほど張り詰めている。

「神使のおまえが神域を離れるとは、よほどの状じよう況きようだろう。お花ちゃんは無事か？」

「かろうじてな」

　白雪が答えるより早く、足元で低い唸うなり声が聞こえた。見れば、狼おおかみ姿の黒曜が背に花を乗せている。だが以前のように跨またがってはおらず、ぐったりしたまま動かなかった。

「お花ちゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、星七。まだ息はある。けど、時間の問題だぞ」

　駆かけ寄る星七に状況を話し、人型になった黒曜は険しい表情で花を抱き上げる。　>>>♥

「せなちゃん、あのこをたすけて。はなちゃんを、たすけて」

「結奈……」

「この娘むすめの泣き声が聞こえてのぅ、ちびの一大事じゃと気づいたのじゃ」

「どうやら、このガキ以外にはちびが見えなくなってたらしいぜ。一人でわんわん泣くもんだから、周りが困り果てていたよ。面めん倒どうくせぇから、二人とも攫さらってきた」

　乱暴なやり方ではあるが、今は心底有あり難がたかった。

　ありがとう、と頭を下げる星七へ、結奈が涙声で必死に訴うつたえる。

「はなちゃんね、いってたの。もうすぐいなくなるって。かえるばしょがないんだって」

「え、それ、本当か？」

「だまってるって、やくそくしたから。ゆな、やくそくまもったから」

　責めたつもりはなかったが、結奈は「ごめんなさい」と言ってぽろぽろ涙を零こぼし始める。おやおやと白雪があやすように腕を揺ゆらし、純白の羽根がひらりと舞まい落ちた。

　もうすぐいなくなる。帰る場所がない。

　社を留守にした氏うじ神がみさまの言葉は、嫌いやな予感を星七に与あたえる。

「伊澄先輩、もしかしたら……」

「ああ。彼の社へ、お花ちゃんを連れて帰ろう。帰る場所がないと言っても、あそこ以外にヒントはない。そこで、何かがあったんだ。その原因を見つけないと。星七、俺が車を出すから一いつ緒しよに来てくれるか？　おまえが、お花ちゃんと出会った町まで」

「──はい」

　一刻の猶ゆう予よもならないのは、誰だれの目にも明らかだった。

　黒曜から花を受け取り、その身体を力強く抱き締める。

「必ず助けるから。大丈夫、俺が必ず……」

　自分自身へ言い聞かせるように、星七は何度も何度もくり返した。










　車を飛ばして目的地へ到とう着ちやくしたのは、もう真夜中に近い時間だった。

「これは……ひどいな……」

　落書きだらけの鳥居の前に立った伊澄は、社を見つめて険しい顔つきになる。呻うめくような一言には、はっきりと怒いかりが滲にじんでいた。しかし、それも無理はないと星七は思う。

　それほどに、花の神社は惨さん憺たんたる有様になっていた。

「俺がここに来たの、たった半月くらい前なのに……」

「多分、最初にゴミを大量に捨てた奴やつがいるんだ。誰かがやっていれば、それに倣ならう輩が必ず続出する。落書きは、酔よった勢いの肝きも試だめしとかだな。いくら廃はい神社同然だからって、自治体がきちんと管理していればこんなことにはならないのに……くそっ」

　腹立たしげに毒づき、ああ社の前なのに、と伊澄はすぐに己おのれを戒いましめた。

　けれど、悔くやしい思いは星七も一緒だ。そういえば、町役場の観光課の職員が「手が回らなくて」とボヤいていたのを思い出す。長年人々を守ってくれた氏神さまは、優先すべき町の業務にどんどん後ろへ追いやられ、それが今、花の生命を奪うばいつつあった。

「だが、これで確信が持てた。こんな場所じゃ、お花ちゃんが弱って当然だ」

　一時の怒りは去り、すでに伊澄の声は悲しみの方が勝まさっていた。

　星七の見た荒あれ果ててもの悲しい神社は、もはやゴミ捨て場同然になっていた。伊澄が持参したランタンが照らす光景には、もう溜ため息いきしか出てこない。枯かれた草木や敷しき石いしの欠けた参道などはもともとだったが、現在はお菓か子しの袋ふくろ、空あき缶かん、水を吸った段ボールなども散見し、丸く膨ふくらんだゴミ袋の山がそこかしこに出来ていた。

「掃そう除じや手入れをしていた氏子の方々が、皆みなさん高こう齢れいで儘ままならなくなっているって……」

「かろうじて保たれていた秩ちつ序じよが、ここへ来て崩くずれたんだろう。それにしたって、老人以外にも氏子は他ほかにたくさんいるじゃないか。罰ばち当たりな連中め……」

　悔しさを吐はき出すと、伊澄は路ろ肩かたに停とめた車へ痛ましげな視線を向ける。

　後部座席には、眠ねむり続ける花がシートに横たえられていた。

「お花ちゃん、いずれこうなることがわかっていたんだな」

「そんな……」

　たまらない気持ちにかられ、星七は伊澄へ食ってかかる。

「だったら、どうして俺たちに頼たのまなかったんですか。何とかしてって言ってくれたら、ここまでひどくなる前にいくらだって力になれたのに！　お花ちゃん、水くさいよ！　なんで結奈に口止めなんか……どうして……ッ……」

「神社を綺き麗れいにするだけじゃ、一時しのぎにしかならないからだ」

「え……」

　取り乱す星七を優しく抱だき止め、伊澄が辛つらそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「神さまにとって、一番必要なのは人々の信しん仰こう──敬う心だ。それだけは部外者の俺たちにはどうすることもできないし、他人へ強制するわけにもいかない。掃そう除じなんかいくらだってしてやれるが、容いれ物ものだけ綺麗にしても仕方ないんだ。愛されないと」

「じゃあ……じゃあ、お花ちゃんは地元の人々に愛されてなかったんですか」




　わしは、ずっとむらをみまもっていた。むらびとは、わしのこどももどうぜんじゃからな。

　わしのうじこは、みなまじめでかしこいゆえ。




　胸を張って自じ慢まんげに話していた、花の言葉が幾いくつも蘇よみがえる。

「ひどいよ……」

　花は、一度も愚ぐ痴ちを口にしなかった。ずっと、氏うじ子こたちを信じていたからだ。生命が尽つきかけようとしている最中でも、抗あらがわず運命を受け入れようとしていた。それは、氏神としての最後の愛情に他ほかならない。星七に向かって何度も「うやまいのこころがたらん」と怒おこっていたが、その向こうにある想おもいをちっとも考えてやれなかった。

「お花ちゃん、ここでずっと一人ぼっちだったんだ」

　それは、想像するだけで胸の痛む事実だった。

　長い年月、朽くちてゆくだけの社に棲すみ、誰だれも顧かえりみない場所でひたすら無む為いに過ごす。彼の味わった孤こ独どくとは、どれほどのものだったろう。

　悔くやしくて悲しくて、何より己の無力さに涙なみだが滲にじんでくる。

　そんな星七をそっと抱き寄せ、伊澄が優やさしく背中を撫なでた。

「ようやく、彼が幼い姿でいる理由がわかったよ。恐おそらく、氏子たちからの信仰が失われていたせいなんだ。昔は立派な御お姿であったろうに、人々から忘れられ、敬いの心を失なくされて、どんどん神力が弱まっていったんだ。だから、幼児の姿でいるしかなかった」

「俺も……同じです。氏子ではないけど、初めてここへ来た時に挨あい拶さつもしなかった。あまりにボロボロで、下手に関わったら逆に祟たたられそうなほどで。それでいきなり写真を撮とって、お花ちゃんに叱しかられたんです。〝ぶれいもの〟って」

　今いま頃ごろになって、あの時の行いがどんなに礼を失していたかわかる。

　どこの神さまであろうと、そのテリトリーに踏ふみ込むのなら礼れい儀ぎを弁わきまえるべきだった。

「そんな顔をするなって。お花ちゃんが星七の前に出て来たのは、何も怒るためだけじゃないと思うぞ。きっと、何かしら惹ひかれるものを感じたからじゃないのか？」

「俺に？　ありえませんよ、先せん輩ぱいじゃあるまいし」

「でも、俺がここを訪ねた時、お花ちゃんは姿を見せなかった」

「え……」

　どういう意味だろう、と目で問うと、苦笑いが返ってくる。

「偶ぐう然ぜんだけど、実は俺も来たことがあるんだよ。案内されている途と中ちゆうで〝ひょっとして〟って思ったら、本当にそうだった。もっとも、俺の場合は一年以上前の話だけどな」

「ええっ」

「在学中、民みん俗ぞく学を専せん攻こうしていて土着信仰のゼミ受けてたんだよ。そのフィールドワークの一いつ環かんだったから、当時は駆かけ足あしもいいところだった。だけど、こうなってみると縁えんを感じるな。まさか、星七と一いつ緒しよに再び来ることになるとは思っていなかった」

「…………」

「何となく、お花ちゃんの気持ちはわかるよ。星七なら、ちゃんと話を聞いてくれると思ったんだろう。そういう人間は、実はそんなに多くない。案外、おまえが心しん霊れい写真をやたら撮る理由も似たようなものじゃないかな」

　意外な偶然に混乱する星七へ、悪戯いたずらめいた目つきで伊澄は言った。

「おまえの側そばは、居い心ごこ地ちがいいんだよ。息がしやすい」

　そう言って笑う伊澄は、まるで彼自身が妖あやかしであるかのような口ぶりだ。思わず不安にかられていたら、「さあて」と彼はいきなり口調をガラリと変えた。

「ここでグダグダ話していても仕方ない。とにかく始めるか」

「は、始めるって何を」

「とぼけたこと言うなよ。掃除に決まっているだろう？」

　軽装に着き替がえてきたのはこのためだ、と言わんばかりに、伊澄が服の袖そでを捲まくりあげる。

「え、でも、さっき先輩は……」

「確かに、社や境けい内だいを綺麗にしただけじゃ何の効果もないかもしれない。でも、一時しのぎにはなると言っただろう？　もちろん氏子の信仰が一番大事だが、そんなのは一朝一夕に戻もどるものじゃないからな。大体、こんな真夜中に〝氏神さまを大事にしよう〟なんて一いつ軒けん一軒歩いて回ったら、完全におかしな人に思われる」

「ま、まぁ、それは……そうですね」

「この神社に怪あやしい印象を与あたえたら、それこそ命取りだ。だったら、まずはお花ちゃんの家をピカピカにしてあげよう。かつてのようにとまではいかなくても、もうちょっと小綺麗にするだけでも周囲の反応は違ちがうと思う。どのみち、今のままじゃたとえ神さまを敬う気持ちがあったとしても怖こわくて近寄れないしな。星七、とにかく俺たちは今できることをやるんだ」

「……はい」

　言われてみれば、確かにその通りだ。

　星七は納なつ得とくし、背を正して朽ちかけの社と向き合った。弱り果て、生命が尽きようとしている花を助けるためなら、どんなことでもするつもりだ。掃除をしろと言うのなら、限界までやってやる。泥どろまみれになろうが、汚よごれようが構わなかった。

「ちょっと待ってろ」

　ようし、と気合いを入れている間に、伊澄が一度車へ戻って行く。エンジンをかけてヘッドライトを神社へ向けると、カンテラよりだいぶ視界がマシになった。

「すぐ近くに民家がないから助かった。そうじゃなければ、騒そう音おんで迷めい惑わくかけてしまうしな。星七、集めたゴミは分別してこっちのゴミ袋ぶくろに。それから……」

「先輩、まさか用意していたんですか？」

「もしかしたら、とは思っていたんだ。お花ちゃん、社の話を口にしなかったから。ただ、俺は〝転々神〟になるつもりかと思っていた。まさか、社と運命を共にする覚かく悟ごだとは……」

「…………」

「神力が不安定だったり、古い神さまの割りに幼児のままだったり、今から考えれば兆候はいろいろあったのに見落としていた。だから、これは俺のミスでもある。絶対に助ける」

「──はい」

　ここの氏子は幸せだな、と頷うなずき返しながら伊澄は言った。

　最後の最後まで、神さまが見捨てない土地に生まれたんだから。

「始めるぞ」

　どこまで効果があるのか、そもそも花を助けるのに間に合うのか。

　互たがいの胸に不安はあったが、どちらもあえて口にはしなかった。ただ言こと霊だまを信じて、希望のある言葉だけを使う。そんな祈いのりにも似た思いがあったからだ。

　花は、こんこんと眠ねむり続けている。

　絶対に救ってみせる、と星七は唇くちびるを嚙かんで呟つぶやいた。










　瞼まぶたに差し込む光が、やたらと眩まぶしい。

　子どもの声がさざ波のように遠く近く流れていき、星七はゆっくりと目を開いた。

「しまった！　寝ねちゃった！」

　次の瞬しゆん間かん、青くなって飛び起きる。

　車のシートが音をたてて軋きしみ、上半身にかけられていた上着が滑すべり落ちた。見覚えのないデザインに、伊澄のものだとすぐに察する。軽い仮眠のつもりでいたが、風か邪ぜをひかないようにとかけてくれたのだろう。

「お花ちゃんは……」

　あっと思って後部座席へ身を乗り出したが、横たわった花は身じろぎもしない。だが、耳を澄すますと微かすかな呼吸が聞こえたので少しだけホッとした。大だい丈じよう夫ぶだ、まだ間に合う。

　伊澄の言葉を信じるしかないが、本当に神社を綺き麗れいにしたら花が目を開いてくれるのだろうか。もしダメだったら、と想像しただけで、星七の胸に言い様のない焦あせりが湧わいてくる。

「いけない、いけない」

　弱気になりかけた己おのれを叱しつ咤たし、窓の外へ視線を移した。

　何時頃ごろかわからないが、穏おだやかな空の色に今日も上天気になりそうだ、と思う。

「そうだ、伊澄先せん輩ぱい……」

　運転席に彼の姿はなく、星七は慌あわてて助手席から外へ出た。

「お、目が覚めたか」

　綺麗に落書きの消された鳥居をくぐると、社の脇わきで伊澄が「おはよう」と笑う。どういうわけか、彼は昨晩の軽装から白衣と袴はかまの禰ね宜ぎスタイルに着き替がえていた。

「すみません、俺うっかり」

「ほんの十数分だぞ。気にするな。それより車の中、寒くなかったか？　悪いな、さっきエンジン切ったから」

「大丈夫です。でも……」

　途と中ちゆうで、言葉が途切れてしまった。

　次第にはっきりしてきた頭が、目の前の光景を夢や幻まぼろしではないと認識したからだ。

「う……そだろ……」

　それきり、星七は絶句した。

　参道の両りよう脇わきを囲む草木が、一晩で瑞みず々みずしく蘇よみがえっている。葉はイキイキと艶つやを帯び、南天や白のヒサカキ、赤い実のアオキなどが争うように咲さき誇ほこっていた。鳥居脇の立ち枯がれていた木もく蓮れんの樹には、白く可か憐れんな花が風に揺ゆれている。

「…………」

　魔ま法ほうに包まれた気分で、続けてぐるりと周囲を見回してみた。

　手ちよう水ずの苔こけや濁にごった雨水などは星七が掃そう除じしたのだが、今は新しん鮮せんな水がちろちろと音をたてながら龍りゆうの口から流れ落ちていた。境けい内だいの土がむきだしの部分にはきちんと砂利じやりが埋うめられ、参道の敷しき石いしも清潔に掃はき清められている。

　小さな社はやはりボロいままだったが、それでもかなり見た目は変わっていた。穴の開いた壁かべや抜ぬけ落ちた板の部分を、伊澄が応急処置したお蔭かげだ。境内のゴミは綺麗にまとめられているし、蜘く蛛もの巣すは払はらわれ、あちこちに溜たまった埃ほこりは跡あと形かたもなくなっていた。

「掃除、頑がん張ばったけど……でも、こんなには……」

「びっくりしただろう？　白雪と黒曜が手伝ってくれたんだ」

「本当ですか？　でも、彼らは『宝積神社』の神使なんじゃ……」

　驚おどろく星七へ、伊澄は優やさしく目を細める。

「あいつら、お花ちゃんが大好きだからさ。主ぬしさまを起こして、許しを得てくれたんだよ。主さまも、夢の中で一部始終は全て御ご存ぞん知じだった。力を貸してやれと、仰おつしやってくれたらしい」

「……凄すごい……」

「白雪の神力が清潔な湧き水を、黒曜の神力が土と葉の力を蘇らせてくれた。それで、何とか形が整ったんだ。二人はもう帰ったが、星七によろしくと言っていたよ」

「…………」

「おはようございまぁす」

　奇き跡せきの連続に感動していると、突とつ然ぜん、元気の良い声が後ろからかけられた。びくっと緊きん張ちようしておそるおそる振ふり返ると、ランドセルを背負った小学生が男女取り交ぜて数人、にこにこと並んで立っている。

「神主さん、ゴミ捨ててきたよ」

「金物屋のおじさんが、この柄ひ杓しやく使っていいって。寄付だってー」

「雑ぞう巾きん、洗ってきた。あとね、お婆ばあちゃんがこれ持っていけってさ」

　僕も私も、とわらわらと報告が続き、伊澄は嬉うれしそうにそれぞれへ礼を述べる。男の子はもとより、女の子はやはりイケメンに弱いらしく笑顔できゃっきゃっとはしゃいでいた。

「何が……何だか……」

「びっくりしただろう？」

　一晩で、急に全ての歯車が回り出したようだ。いけない、遅ち刻こくしちゃう！　と叫さけんで子どもたちが駆かけ出すのを見送ってから、伊澄は少し得意げに寄付のあれこれを広げて見せた。

「明け方に俺たちが掃除しているところを、散歩中の近所のお年寄りが見てくれたらしい。で、ご自分のお孫さんやそのお友達にも手伝うようにと声をかけてくださったんだ。社に新しい神主が来て、神社を蘇らせるんだって喜んでくれて」

「そうだったんだ……」

「どうも、俺たちが来たことには夜の間に気がついていたようだ。余所者が悪戯いたずらか神社を荒あらしに来たんじゃないかと、ヒヤヒヤしていたってさ」

「先輩、まさかそれで着替えたんじゃ……」

「恰かつ好こうから入った方が、説得力が増すだろう？」

　爽さわやかに微笑ほほえむ伊澄に、うっとりしていた少女たちの様子を思い浮うかべる。

　恐おそらく、彼女たちにとっては俳優かモデルばりにカッコいい青年が和風コスプレしてくれた感覚と一いつ緒しよなのだろう。それでもいいんだ、大事なのはきっかけだから、と伊澄は言うが、星七は少しだけ面白くなかった。

「やれやれじゃ。せなはしっとぶかいのう」

「べ、別に嫉しつ妬となんか……っ」

　心を読んだかのような声に、思わず拗すねて反発する。

「ほお？　こどもあいてにむくれておいて、そのいいわけはつうようせんぞ」

「…………」

「ん？　どうした、せな。なにを、びっくりしておるのじゃ？」

「お……はなちゃん……？」

　星七の前に、ちょこんと狩かり衣ぎぬ姿の幼児が立っていた。

　初めて会った時と同じ時代がかった服装だが、しかし決定的に違ちがう点がある。

「ピカピカになってる……」

　星七の指し摘てきにニヤリと笑んで、花は「どうじゃ！」と威い張ばってみせた。

「めがさめたら、やけにはだざわりがよくなっておってのぅ。あなもふさがり、すりきれたきじもしんぴんどうようになっておったのじゃ。みろ、せな！　わしは、かわいかろう？」

「うん……可愛かわいい……」

「ほんとうに、そうおもうか？」

「心の底から可愛い！」

　力強く宣言した途と端たん、「せな！」と叫んで腕うでの中へ飛び込んでくる。

「お花ちゃん、お帰り……！」

　そのまま抱だき上げたら満面の笑みを向けられ、泣くまいと思っても涙なみだが滲にじんできた。　>>>♥

　花の体温、柔やわらかな感かん触しよく。

　当たり前のように馴な染じんでいた感覚が、ようやく戻もどってきてくれた。

「良かったな、お花ちゃん」

　傍かたわらに伊澄がやってきて、よしよしと花の頭を撫なでる。ついでに星七へ顔を近づけると、目の端はしに溜まった雫しずくをぺろりと舌で舐なめ取った。

「なっ、何するんですかっ」

「ああ、悪い。掃除の途中で、手が汚よごれているもので」

「そういう意味じゃなくてですね……ッ……」

「あれ？　小学生相手にも、嫉妬してくれたんじゃないのか？」

「そうじゃ。よそみをすると、いすみもひどいめにあうぞ」

「しないよ」

　したり顔で忠告する花に即そく答とうし、伊澄はゆっくりと視線を移す。

　迷いのない眼まな差ざしは、真しん摯しな愛情を星七だけに向けていた。

「ようやく、手に入れたんだ。誰だれにも渡わたさないし、よそ見なんかしない」

「せ……」

「うむ。よいこころがけじゃ。わしが、いわってやろう」

　自信満々に請うけ合われ、『お花さま』は恋れん愛あい成じよう就じゆの神さまだったっけ？　なんて考える。

　何にせよ、自分もちゃんと答えなくてはならないようだ。

　星七は深呼吸をし、花を真ん中に挟はさんで伊澄へ寄り添そった。

「俺も、よそ見はしません」

「それは心配してない」

　間かん髪はつを容いれずに肯こう定ていされ、どうせモテませんよ、と苦笑いをする。だが、伊澄は不意に真ま面じ目めな顔になると、花と星七を交こう互ごに見つめながら口を開いた。

「星七は、真まっ直すぐで誠実だ。だから信用してる。その無む垢くな魂たましいに惹ひかれて、お花ちゃんもおまえを選んだ。社の最さい期ごが近いと悟さとり、最初で最後の冒ぼう険けんに出てみたくなったんだろう」

「これ、いすみ。よけいなことを、いわんでよろしい」

「〝星七は特別〟──そうだろう、お花ちゃん？」

　そんな大おお袈げ裟さな、と星七は狼ろう狽ばいするが、花は素す直なおにこくりとする。

「心しん霊れい写真が撮とれるのも、恐おそらくはそういう理由だ。大だい丈じよう夫ぶ、原因がわかれば対処法もある。俺がちゃんと解決してやるから、安心して夢を追いかけろ」

「本当ですか？」

「もちろん、報ほう酬しゆうはいただくけどな」

　悪戯いたずらっぽく笑って、伊澄は「さてと」と大きく伸のびをした。

　そうだ、と星七も現実に返り、まだまだやることはいっぱいある、と辺りを見回す。

　見み違ちがえるように綺き麗れいになった境けい内だいは、これから地元の憩いこいの場となるだろう。朝早い老人たちが掃そう除じをしながらおしゃべりをし、昼下がりには野の良ら猫ねこが昼ひる寝ねに訪おとずれ、放課後には子どもたちが遊び場にする──そんな未来は、きっともうすぐだ。

　星七には、そんな確信があった。

　何な故ぜなら、花がきらきらしている。

　人々が氏うじ神がみの存在を思い出し、敬いの心を少しずつ取り戻もどしていくのは時間の問題だ。

　そうして、花はまた『お花さま』になる。

「いや、わしはならんぞ」

　星七のしみじみとした独白に、すかさず花から「待った」がかかった。

「せっかく、あたらしくうまれかわったのじゃからな。はじめは、おさなごのすがたでなんぎをしておったが、これからまたそだつのもわるくはない」

「これから育つ……」

「俺と星七が子育てするって意味か？」

「そういうわけなので、せなといすみは、わしの〝もりやく〟としてつとめるように」

　異論は受け付けぬ、と鼻息荒あらく命令され、星七も伊澄も呆あつ気けに取られる。

　やがて、朝の境内に弾はじけるような笑い声が広がっていった。
















「え、噓うそ……だろ？」

　久しぶりに地元からやってきたちび神さまに、星七は啞あ然ぜんとして訊きき返す。

　カフェで向かい合わせに座った花は、運ばれてきた季節の桃もものパフェに目を輝かがやかせ「ほんとうじゃ。いすみが、あのしゃしんをとったのじゃ」と答えた。

「わしはかくれておったので、よくかおはみなかったのだがの。せながみせてくれた、いんたすとかいうやつにのっておったのをみておもいだしたぞ。なにしろ、あのしゃしんからはいすみのかんじょうが、あふれだしておるからのぅ」

「いんたす、じゃなくてインスタだよ……」

「とくべつなちからを、いすみにはかんじたぞ」

　パフェ用の細長いスプーンをせっせと口へ運び、もぐもぐと花は食べ続ける。

「それじゃから、わしはすがたをみせなかったのじゃ。もしや、あやかしかなにかのたぐいかとおもったしの。それが、にんげんで〝ねぎ〟とは。ずいぶん、じみなみちをえらんだのぅ」

「何で、もっと早く教えてくれなかったんだよ。俺、伊澄先せん輩ぱいだなんて知らなくて、この間ようやく相手にメールを出したところなんだぞ。まぁ、ＨＮで本名はこっちも明かしてないけど……まいったなぁ……」

「なにを、あせっておるのだ？　わしとせなを、であわせたいちまいであろう？　それをいすみがとったのなら、なんのもんだいもないではないか」

「俺とお花ちゃんを……」

　そんな風に言われると、何やら運命的な縁えんと言えなくもない。

　何となくしんみり感じ入っていると、花はぽつりと独り言のように呟つぶやいた。

「わしは、あきらめておったのじゃ」

「お花ちゃん……？」

「たとえせなたちにたのんで、やしろをぴかぴかにしてもらっても、そんなことでなにもかわりはしないだろうと。みかけだけとりつくろっても、わしからはなれてしまったうじこのこころはもとにはもどらんのじゃ。だから、せなのもとでぞんぶんにぞくせをたのしんだら、いさぎよくいのちのつきるひをまつつもりじゃった」

「…………」

「しかし、そうではなかった。だいじなのは、やしろをよみがえらせたい、とがんばってくれたせなやいすみのこころなのじゃ。それが、さびついたうじこのこころをうごかした。むだなどではなかった。せな、わしはもうあきらめんぞ。そうして、いつかまたはなばたけをおまえにみせてやろう。こんどは、わしのうまれたあのとちでな」

　花は、きちんと居住まいを正すと、ゆっくりと星七へ頭を下げた。

「ありがとう、せな」

　しばらく、言葉が何も出てこなかった。

　神々しい光に包まれた花が眩まぶしくて、ただ苦しいほど幸福な気持ちになる。

　伊澄の撮った一枚の写真が小さな氏神と自分を結び付け、そうして彼と星七の縁も再び繫つないでくれた。今なら、それは偶ぐう然ぜんではなく運命だと自信を持って断言できる。

「お花ちゃん、俺の方こそ……」

「おお！　なんというあまさ！　せな！　このももは、むしもおらんぞ！」

「ちょ、お花ちゃん、感想は小さい声で」

　感傷タイムは終わり、とばかりの豹ひよう変へんぶりに、星七はもう笑うしかなかった。

　境内や社が小綺麗になったのとイケメンの神主が来た、という評判で、現在も花の神社はそこそこ賑にぎわっているらしい。実際は時々様子を伺うかがいに行くだけだし、伊澄が正式な神主に落ち着いたわけではないのだが（その辺、氏子代表や自治体、地主とのややこしい話し合いが必要なのと、伊澄自身が『宝積神社』の跡あと取とりなので安易に引き受けられないという事情がある）、それでも皆みなの暮らしに再び『お花さま』が溶とけ込み始めているのは事実のようだ。参拝客の増加に気を良くした町役場は、本ほん腰ごしを入れて神社の修しゆう繕ぜんを検討しているらしい。

　だけど、あっさり帰っちゃうなんてなぁ。

　花の住すみ処かはあちらなので仕方がない、と思うものの、最初に聞いた時は耳を疑った。けれど、目覚めた花は氏神としての自信をすっかり取り戻しており、己おのれの使命を全うできる希望にきらきらと輝いていたのだ。それを、淋さびしいから行くな、なんて言えなかった。

「でも、帰って正解だったんだな。お花ちゃん、会うたび元気になってるし」

「うむ。わしは、すこぶるげんきじゃ」

　氏神が社を長く留守にするのはやはり良くないらしく、神力の衰おとろえに繫がるのだという。その証しよう拠こに地元へ帰った花は頰ほおはまるまる、肌はだはさらさらで、彼が食べている桃より瑞みず々みずしい。その笑顔を見てしまえば、これで良かったんだと思わざるを得なかった。

「しかし、いすみにくらべて、せなはちっともあそびにこないのぅ」

「ごめんって。伊澄先輩は平日も動けるけど、俺は学校もあるからしょうがないだろ。その代わり、こうしてお花ちゃんが遊びに来てくれるから嬉うれしいよ」

「そうか？　うれしいか？」

　花はすぐに機き嫌げんを直し、クリームだらけの顔でにっこり笑う。テーブルの高さに比べて座高が低すぎるのだが、パフェへの情熱の前では些さ末まつな問題に違いなかった。

　ほらほら、とナプキンで拭ふいてやりながら、星七の気分はすっかり保護者だ。本当は花の方が何百歳も年上なのだが、世話を焼いていると自分の子どもか弟のような感覚になってくる。神力が安定したお蔭かげで姿を自在に変えられるようになり、公共の場ではどこにでもいる普ふ通つうの子どもに見えるし、人目がない場所では狩かり衣ぎぬになるところも面白かった。

　ただ一つ残念なのは、結奈以外の家族の記き憶おくから花が完全に消えてしまったことだ。

　一時的とはいえ、神さまと家族だったのは星七だけの密ひそかな自じ慢まんになった。

「ああ、いかん。せな、そろそろじかんじゃ。わしはやくそくがあるので、いそごう」

「約束？　誰だれと？」

「ゆなと、しらゆきと、こくようじゃ。みなでじんじゃであそぶのじゃ」

「へぇ、結奈ともすっかり仲良くなったんだね」

「こむすめは、わしのいのちのおんじんじゃからのう」

　早く早く、と急せかされて、レシートを持って一いつ緒しよに席を立つ。これから、二人で伊澄の待つ『宝積神社』を訪ねる予定になっていた。もっとも、花にとっては結奈や白雪たちが目当てだろう。こうして月に一、二回、集まっては遊ぶのが何より楽しみなようだ。

　いろいろあったけど、本当に良かったな──。

　微笑ほほえましく思う一方で、結奈は何歳まで彼らを見ることができるだろう、と思う。

　伊澄のようにずっとかもしれないし、ある日突とつ然ぜん変わるかもしれない。もしそうだったとしても、彼らの存在を忘れない大人になってほしいと、そんな風に星七は願った。










　昼間の遊び疲づかれか、夜の神社はシンと静まり返っている。

　夕飯をご馳ち走そうになり、お風ふ呂ろをもらった星七はすっかり寛くつろぎモードで伊澄の寝しん室しつにいた。今夜は泊とまって、明日あしたは伊澄と二人で花を町まで送っていく予定だ。神さまなんだから律りち儀ぎに電車やバスを乗り継つがなくてもいいのだが、三人で行くと言って花はきかなかった。

「そういえば、お花ちゃんはどこで寝ねているんですか？　見当たらないけど」

「おい、まさかお花ちゃんと川の字で寝る気だったんじゃないだろうな」

「え、でも……」

　いくら伊澄と二人きりになりたくても、花をぞんざいに扱あつかうわけにはいかない。

　そう思っていた星七は、予想外の事態に戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「じゃあ、今夜はお花ちゃんが一緒じゃないんですか」

「当たり前だろう。心配しなくても、黒曜と白雪が取り合って御ご神木の上にいるよ。まぁ、どっちにしてもあいつらはこの部屋へは入れない。結界を張ってあるからな」

「はい？」

　耳を疑う一言に、思わず真顔で訊きいてしまう。

　空耳か勘かん違ちがいだろうと思ったら、伊澄はにっこりと「結界」とくり返した。

「念のためだ。そうでないと、いつ邪じや魔まが入るかわからないし」

「まさか、本気で言ってるんですか？　先せん輩ぱい、バカなんですか？」

「おまえは、あいつらの本性を知らなすぎる」

「いや、だって……」

　心外な、とでもいうようにねめつけられ、みるみる抵てい抗こうが弱まっていく。しかし、どう考えても呆あきれるなという方が無理だった。大体、どこの世界に恋こい人びとと夜を過ごすためだけに結界を張る男がいるのだ。

「いい機会だから言っておくが、星七は神さまたちを信用しすぎだ。あいつらは、おまえが大好きなんだぞ。俺とイチャイチャしていたら、面白くないに決まっている。聞き分けの良い顔をして、いい雰ふん囲い気きになったら乱入する段取りかもしれないじゃないか」

「そんな……ありえませんよ」

　どこから見ても完かん璧ぺきな男前のくせに、伊澄は本気で言い張ってくる。あまりのくだらなさに星七は脱だつ力りよくしかけたが、「絶対に邪魔はさせない」という気合いを目の当たりにすると、それはそれで嬉うれしくもあった。

「せーな」

　甘えるような呼び方は、花の真ま似ねでもしているのだろうか。

　布ふ団とんの上に座った星七の肩かたに顎あごを乗せ、伊澄は拗すねた口調で言った。

「お花ちゃんの神社の件やいろいろあって、二人でゆっくり過ごせなかっただろ。これでも、星七が泊まりに来るの楽しみにしていたんだぞ。少しは俺に同情してくれ」

「同情ですか？」

「おまえに触ふれるの、五年も待ったんだからな」

　それは、と言い訳しようとして、途と中ちゆうで星七は唇くちびるを塞ふさがれた。

「ん……」

　啄ついばむような口づけが、やがて深く交わる熱に変わる。彼の舌が巧たくみに星七を誘さそい、ぎこちなく応こたえるたびにきつく抱だき締しめられた。口こう腔こう内を愛あい撫ぶされ、零こぼれる吐と息いきを吞のみ込まれていく。そうして、じんわりと支配される悦よろこびに星七は進んで侵しん食しよくされていった。

「星七、愛しているよ」

　口づけを休んで囁ささやかれ、耳たぶを甘く唇で嚙かまれる。

　ねぶられる音が耳に響ひびくと、それだけで不ふ埒らちな情動が全身を駆かけ抜ぬけた。

「俺も好きです……伊澄先輩のことが……ずっと……」

「星七……」

「ずっと好きで……諦あきらめられなくて……」

　語ご尾びの潤うるんだ告白に、本当の気持ちが滲にじんでいる。

　淡あわい憧あこがれが幼い恋になり、星七の心で五年かけて熟されていった。それは叶かなう当てのない想おもいに過ぎなかったが、再会したらもう惹ひかれるのを止められなかった。

　でも、とうなじを滑すべる愛撫に星七は思う。

　この優やさしい時間の積み重ねが、すれ違いや遠回りをきっと無む駄だではなくしていく。伊澄の愛に蕩とろかされ、情熱を分かち合うたびに、二人の恋は豊かに育っていくだろう。それは揺ゆるぎない強さを持ち、この先の自分を支えてくれるはずだ。

　何な故ぜなら、伊澄が相手だから。

　誰より真まっ直すぐな愛情を、与あたえる術すべを知っている人だからだ。

「星七……いいか？」

　何度目の口づけかもわからなくなった頃ころ、耳元で伊澄が問いかけた。

　誘ゆう惑わくの吐息が艶なまめかしく鼓こ膜まくを刺し激げきし、星七はぞくりと身を震ふるわせる。小さく頷うなずいた瞬しゆん間かんぐるりと視界が一転し、布団へそっと押おし倒たおされていた。

「星七、好きだよ」

　注意深く伸のし掛かかり、伊澄が柔やわらかく抱き締める。肩かた口ぐちに埋うめた唇から、彼は溜ため息いき混じりに好きだと何度も囁いた。降りかかる魔ま法ほうの声が、星七を緊きん張ちようから解放する。自然と身体からだから力が抜け、自らも両りよう腕うでを広げて彼を抱き締め返した。

　伊澄先輩、あったかいや……。

　愛しい重みを感じながら、跳はね上がる鼓こ動どうの下で考える。

　星七にとって、他人と肌はだを合わせる行こう為い自体が実は初めてだ。

　伊澄と両想いになれた時、いずれこういう機会が来るのは覚かく悟ごしていたが、二人とも男なので何をどうすればいいのか正直さっぱりわからない。自分からは何もしない、というのも情けない気がするが、さりとて何をどうすれば伊澄は喜んでくれるのだろう。

「おまえは、考えなくていいよ」

　くす、と笑みを含ふくんだ声音は、何もかもお見通しと言わんばかりだ。

　かあっと羞しゆう恥ちに熱くなり、そういうわけには、と星七は反論しようとする。だが、組み敷しかれた体勢では身じろぐのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「あ……」

　前開きの部屋着のボタンに、長くて綺き麗れいな指がかかる。

　そのまま器用に外されて、伊澄がゆっくりと肌をまさぐり始めた。

「せ、先輩、あの」

「この期ごに及およんでダメとか言う？」

「そうじゃないですけど、あの」

「ん？」

　ああ、ズルいな。

　卑ひ怯きような笑顔に抵抗を奪うばわれ、星七の熱が上がっていく。

「伊澄先輩、嬉しそうですね」

　せめてもの反はん撃げきを試みると、伊澄は悪びれない瞳ひとみで答えた。

「星七のこと、神さまより愛しているからな」

「な……ッ……」

「続けてもいいか？」

　神職のくせに罰ばち当たりなセリフを吐はき、罪な唇くちびるが鎖さ骨こつへ降りてくる。きつく吸われ、ねぶられると、その場所から火がつきそうになった。熱い、と乱れる息の中で感じ、無意識に身体からだをずらして逃にげようとするが、そのたびにやんわりと引き戻もどされてしまう。

「あ……は……ぁ……」

　堪こらえようと思っても、溢あふれる声は止まらなかった。あらゆる部分に口づけられ、愛の印をつけられる。尖とがらせた舌先で嬲なぶられると、びくびくと足先まで快感が波打った。

「せんぱ……待っ……」

　胸の先せん端たんを含ふくまれ、飴あめのように転がされる。

　痺しびれるような感覚が、星七を切なく悶もだえさせた。

　微び熱ねつに潤んだ肌はだは素す直なおになり、僅わずかな刺激にも反応する。伊澄の愛あい撫ぶは丁てい寧ねいで、じっくりと星七を煽あおってくるが、初めて味わう感覚はひたすら星七を惑まどわすばかりだった。

「やっ……あぁ……」

「大だい丈じよう夫ぶ」　>>>♥

　火ほ照てる頰ほおへひやりと右手の甲こうを当て、伊澄がひっそり声をかける。

「大丈夫だよ、星七」

「せん……ぱ……」

　子どもになってあやされているようで、不意に別の意味で恥はずかしくなった。けれど冷静になったのも束つかの間、再び胸元を啄まれ、たちまち頭が真っ白になる。伊澄の舌は繊せん細さいに動き、弱いところを見つけては大だい胆たんに星七を翻ほん弄ろうした。

　一体、こんな痴ち態たいを彼はどんな風に見ているのだろう。

　眩くらむような快楽に浸ひたり、星七はボンヤリと考える。

「星七、好きだよ……」

　むきだしの胸に響ひびく彼の鼓こ動どうに誘さそわれて、うっすらと瞳を開いてみた。

　すぐ間近で視線が絡からみ、幸せそうな微び笑しようが返ってくる。

　ああ──好きだな。

　身体の芯しんから、想おもいが溢れ出した。

　大好きな相手の瞳に、自分が映っている。その幸福に星七は酔よった。

「んぅ……んん……」

　乱れる着衣の隙すき間まから、悪戯いたずらな指が潜もぐり込んでくる。

　中心に触ふれられ、軽い愛撫を受けただけで、何かがぞくぞくと背筋を這はい登った。

　伊澄の右手は星七を惑わせ、甘あま嚙がみされた肌が疼うずいてたまらない。悪戯な舌が容よう赦しやなく敏びん感かんな場所を探さぐり当て、ねぶられるたびに喘あえぎがシーツに零こぼれ落ちた。

「や……ッ……ぁ……ああ……」

　彼の下で淫みだらに跳はね、愛しい指に身み悶もだえる。

　先走りの蜜みつが屹きつ立りつを濡ぬらし、伊澄の愛撫を一層滑なめらかにした。

「せん……ぱ……伊澄……先せん輩ぱい……」

「星七……」

　隙間なく抱だき締しめられ、互たがいの体温が一つに溶とけ合っていく。

　彼の手の中で昂たかぶる欲よく望ぼうは、解放の時を待ち侘わびて震ふるえていた。

「星七……息を殺すな」

「え……あ……」

「辛つらかったら、俺を嚙んでいいから」

　膝ひざを割った伊澄が身体を押し進め、星七の全身に鈍にぶい衝しよう撃げきが駆かけ抜ぬける。それでも「嫌いやだ」とは思わなかった。もっと強く、強引に支配してもいい。伊澄になら、めちゃくちゃにされても構わない。無我夢中で足を開き、星七は彼を奥へと導いていく。

「ああっ……あ……ぁ……あああ……ッ」

　汗あせばんだ背中にしがみつき、星七は喘ぐように律動の波へ溺おぼれていった──。










　御ご神木の天辺に、三つの人ひと影かげが仲良く並んでいる。

　背の高い両側に挟はさまれて、真ん中だけが極きよく端たんに小さい。だが、態度は一番大きいようで背をピンと張り、胸を反らした堂々とした姿勢はちびなりに威い厳げんがあった。

「ふむ。いすみのやつ、けっかいをはるとはけしからん」

　両りよう腕うでを組み、これは由々しき問題と花は眉まゆをひそめる。

　すぐさま左右の青年が、その通りと大きく頷うなずいた。

「本当に洒落しやれのわからぬ奴やつじゃ、可愛かわいくないのぅ」

「まったくだぜ。初はつ恋こいの行ゆく方えを見守ってきてやったのは、誰だれだと思ってんだ」

「はつこい？」

　黒曜の愚ぐ痴ちを聞き咎とがめ、はて、と花が首を傾かしげる。

「はつこい、とはなんじゃ？　いすみとせなは、はつこいなのか？」

「はぁ？　何百年も生きてるくせに、今いま更さら何を言ってんだ。てめ、頭の中身も幼児か？」

「これ黒曜、その言い草は無礼であろう。ちびでも今や立派な社の氏うじ神がみさまぞ？」

　ぺしん、と伸のばした右手で相棒の頭をはたき、白雪が叱しかりつけた。しかし、花の発言は彼にも意外だったようで、そろりと上から彼を覗のぞき込む。

「もしや、ちび神は初恋を御ご存ぞん知じないのかえ？」

「しんりきがおとろえ、ようじへとたいかしたさいに、いろいろとりこぼしたかもしれん」

「ほっほ。これは愉ゆ快かいじゃ。では、伊澄が結界を張った意味も？」

「あやつは、わしをなかまはずれにしておるのじゃ」

　ぷうと頰を膨ふくらませ、花は二人がいる部屋の方向を睨にらみつけた。

　せっかく久しぶりに会えたのだし、今夜は星七も神社へ泊とまると聞いていたので、夜になったら布ふ団とんへ潜り込む気まんまんだった。それなのに、伊澄のせいで台無しだ。

「いや、その計画を遂すい行こうしていたら、ちびが台無しにしていたんじゃねぇか？」

「なぜじゃ、こくよう。わしは、こんなにあいくるしいのじゃぞ。それに、せなはわしをぬくぬくだといったではないか。ぬくぬくのわしがいれば、あたたかくねむれるのに……」

「その気き遣づかいは無用よ。今こ宵よいのあやつらは、充じゆう分ぶんに温ぬくいであろうしの」

「なぜじゃ！」

　くすくすと笑いを零す白雪に、ますます花は納なつ得とくがいかない。枝の上にすっくと立ち上がるなり、「なぜじゃーっ！」と今度は大声で叫さけんだ。烏からすが目覚めて一いつ斉せいに羽ばたき、集会中の猫ねこが四方へ駆け去っていく。安らかな夜は、俄にわかにざわざわと騒さわがしくなった。

「ちび、そう興奮するでない。おお、そうじゃ。これをおまえにと、預かっておったわ」

　慌あわてた白雪が、狩かり衣ぎぬの袂たもとから何やら菓か子しの袋ふくろを取り出してくる。こういう時のために、と伊澄に言い含められていたことは賢かしこく黙だまっていた。代わりに、後でたっぷりと褒ほう美びをもらう約束になっている。それは黒曜も同様で、うんうんと作り笑いで花に菓子を勧すすめた。

「おおお、これは……」

「おまえの好物であろ？　ささ、今夜はこれを食べて早くお眠ねむり」

「そうさな。あいつらは、まだまだ寝ねないだろうしよ」

　もはや白雪たちの会話はどうでもよくなり、花は瞳を輝かがやかせてシュークリームにぱくついた。これは贔ひい屓きのコンビニで新発売になったばかりの、『とろカスタード＆ふわクリームのハーモニーシュークリーム』だ。感動しながら口一いつ杯ぱいに頰張ると、たちまち初恋の話題はよそへ飛んでいってしまった。

「うまい。こいつは、めっちゃうまいぞ！」

「〝めっちゃ〟……」

「〝めっちゃ〟か……」

　白雪と黒曜は、苦笑いで顔を見合わせる。

　こうして恋人同士の甘い夜は、伊澄の作戦勝ちとなったのだった。
















初恋のそれから。













「どうも、はじめまして。アサミヤです」

「は、はじめまして、ホクトです」

　待ち合わせた自然公園の入り口で、お互たがいを確認するなり深々と頭を下げる。だが、かっきり三秒後、示し合わせたように肩かたが小刻みに震ふるえ「くっ……くくっ」と笑みが零こぼれ落ちた。

「あ～、もうダメだ。星七、勘かん弁べんしろ。耐たえられない」

　可お笑かしくて仕方ない、といった様子で伊澄が顔を上げ、はぁと大きく息を吐はく。

「何で気がつかなかったのかな。星七──北ほく斗と七しち星せい──ホクトか。何となくおまえを連想したのは確かだけど、何でもかんでも星七に結び付けて考える癖くせがついてたからなぁ」

「えっ。先せん輩ぱい、今のカミングアウト、さりげなさを装よそおって凄すごいこと言ってませんか」

「……冗じよう談だんです」

　絶対本音だろう、とツッコみたいのを我が慢まんして、星七は「とりあえず、入りましょうか」と促うながした。

　六月半ば、梅つ雨ゆの晴れ間が上空を青一色に染めている。

　今日は、かねてからネット上でやり取りをしていた「アサミヤ」との初対面だ。

　まさか出来立てホヤホヤの恋こい人びとのＨＮとは思いもよらなかったが、事前に確認したところ花の言っていたことは本当で、伊澄こそが『出会いの一枚』を撮さつ影えいした本人だった。紹しよう介かいしてくれた編集者の川本からの情報は性別と伊澄のインスタグラムのアドレスだけだったので、もし花がいなかったら今いま頃ごろ大おお騒さわぎだったかもしれない。ネットで知り合った相手なら、本名を知らないなんてザラにあることだ。

「アサミヤってのは、母親の旧きゆう姓せいなんだよ」

　さくさくと遊歩道を進みながら、伊澄は決まり悪げに説明した。

「もともと、インスタもマメに更こう新しんしていたわけじゃないし。ＨＮもかなり適当につけた」

「でも、お蔭かげで雑誌に載のったし、俺とお花ちゃんが出会うきっかけになりましたよ」

「長じては、星七との再会に結びついてくれたしな」

　足を止めてくるりと振ふり返ると、青空を背景に見み惚とれるほどの笑顔を向ける。

　星七はドキリと心臓を高鳴らせ、頰ほおが自然と熱くなった。初はつ恋こいを五年ねん越ごしで実らせ、彼の肌はだがどんなに心ここ地ち良いか知った今でも、見つめられるたびに何度も恋に落ちてしまう。

「だけど、勿もつ体たいないですよ」

　慌あわてて目を逸そらし、星七は言った。

「先輩は俺なんかと違ちがって、せっかく写真を評価されているのに」

「〝俺なんか〟とか言うな」

「でも……」

「〝でも〟も禁止。星七、おまえが自分を卑ひ下げするのは、暗に俺の見る目がなかったって言いたいのか？　あ、わかった。おまえの側そばにいたいがために、姑こ息そくな仮面カップルの振りまでしたと知って本当はドン引きしているんだろう」

「あ、いえ、それは」

「まぁ、そうだよな。無理もないさ。俺も、あの時の自分はどうかしていたと認めざるを得ない。しかも、そのせいで五年も星七に避さけられるし。いいとこなしだ」

「そんなことないですって！　すみません、わかりました！」

　立て板に水でまくしたてられ、早々に音を上げる。

　まったく、伊澄の手にかかるといつもこの調子だ。人目を惹ひく容姿に加え、王様然とした佇たたずまいをしているくせに、星七の前では仕える騎き士しの如ごとく自分を下に置く。

　もっとも、それが彼の手管に過ぎないことも事実なのだが。

「約束します。もう卑ひ屈くつな物言いはしません」

「本当か？」

「正直、複雑な思いはありますよ。俺はプロ志望なのに、そうでない先輩に先を越されたようで。でも、俺は俺です。この前先輩に貰もらったお守りを身に着けたら、だいぶ心しん霊れい写真も頻ひん度どが減ってきたし。このまま、自分にしか撮とれない写真を目指します」

「よろしい」

　まんまと望みの言葉を手に入れて、伊澄はもう一度にっこりと微笑ほほえんだ。

　実は、美織との付き合いについては後からもう少し詳くわしい事情を聞かされている。

　当時の伊澄は、星七との恋が成じよう就じゆするとは夢にも思っていなかった。どちらにしろ進学先を京都に決めていたので、それを機にきっぱり吹ふっ切きるつもりでいたのだ。

　けれど、彼は気づいてしまった。

　星七を想おもう気持ちが、自分の心を安定させていることに。

『そりゃ、好きだから一いつ喜き一いち憂ゆうはするよ。でも、それとは別の意味で星七は安あん定てい剤ざいだった』

『俺が？　どういう意味ですか？』

『あの時はまだきちんと修行をしていない頃だったから、自分の霊力にいろいろと翻ほん弄ろうされることも多かったんだ。ほら、初対面の保健室みたいに。ああいうつまらない悪戯いたずらを、たちの悪い霊に仕し掛かけられることもあって困っていた』

『そう……だったんですか……』

　誰だれのせいで怪け我がしたと──そう毒づいていた伊澄が脳裏をよぎる。

『それが、星七と出会ってから改善したんだ。多分、俺の意識がおまえの方へ向かったから、ちょっかいを出されなくなったんだろう。ああいう類たぐいは、一度意識してしまうと厄やつ介かいなんだ。自分たちの存在をアピールしようと、不安定な心にどんどんつけ込んでくる』

『…………』

『でも、星七のことで頭がいっぱいになったら激減した』

　だから、と伊澄は照てれ臭くさそうに呟つぶやいた。

　やっぱり、恋って凄いんだよ、と。




　しばらく散歩を楽しんだ二人は、手近なベンチで休きゆう憩けいすることにした。

　星七が座るなり、ちょっと待ってろ、と伊澄が言い置いて近くのワゴン車からカフェオレを買ってきてくれる。湯気のたつカップを「ほら」と差し出され、星七はほのぼのと幸せを嚙かみしめた。こういった場面の完かん璧ぺきなエスコートぶりに、初めは女の子扱あつかいされているようで抵てい抗こうがあったが、恐おそらく伊澄はそこまで考えていない。ただ、大好きな相手に温かなカフェオレを飲ませてやろう、そう思うだけなのだ。素す直なおに嬉うれしいと思うことが、彼への礼れい儀ぎだった。

「何だよ、ニヤついて」

　隣となりに腰こしを下ろし、伊澄は自分の分へ口をつける。

「いや、これってデートですよね」

「ぶっ」

「せ、先輩、大だい丈じよう夫ぶですかっ」

　思い切り咽むせる相手に驚おどろき、慌ててポケットティッシュを取り出すと嵐あらしのように奪うばわれた。しばらく伊澄は咳せき込み続け、ティッシュで口元を押さえて溜ため息いきをつく。

「……まいった……」

「えええ？」

「星七、たまに俺を撃うち抜ぬくよな」

　苦笑いを浮うかべ、頭をくしゃくしゃと撫なでられた。

「うん、確かにデートだ。今まで神さまだの神使だの、非日常に浸つかりすぎて忘れてた」

「言われてみれば、そうですね。今日は、お花ちゃんも社の方だし」

「明日あした、あちらへ出向くよ。地元の地じ鎮ちん祭さいがあるんだ。俺、今は宝積の方と兼けん任にんだから」

「地鎮祭かぁ。じゃあ、正装するんですね？」

「ははぁ」

　ニヤ、としたり顔で見つめるなり、伊澄は大だい胆たんに距きよ離りを詰つめてくる。人目が、と反射的に焦あせったが、平日の今日は気にするほどの人出はなく、周囲はのんびりした空気に満ちていた。

　だが、こっちは平和どころの騒ぎではない。

　うっとりするような綺き麗れいな顔が、息がかかるほど近くに迫せまってくる。

「──星七」

　艶なまめかしく唇くちびるが動き、甘えるような声音が肌にかかった。

「もしかして、俺の斎さい服ふく姿が好き？」

「う……まぁ……」

「脱ぬいでいる時とどっちがいい？」

「なっ、何言ってんですかっ！　この罰ばち当たり神主！」

「まだ神主じゃないよ。親父おやじが引退してないし」

「そういうこと言ってるんじゃありません。先せん輩ぱい、時と場所を弁わきまえてください」

「星七が〝好きだ〟って言ってくれたら、弁える」

「…………」

　お手上げだ。この人には、もう完全にお手上げだ。

　大おお真ま面じ目めにふざけたセリフを吐はかれ、星七はしばし絶句した。きっと、腹の中ではこんな反応も全部楽しんでいるに違ちがいない。憎にくらしいなぁ、と嘆たん息そくし、上うわ目め遣づかいに睨にらんでみた。

「お？　反はん撃げきか？」

「好きですよ」

「え」

「悪いですか。大好きですよ。コスプレフェチとでも、何とでも思ってください。だって、狩かり衣ぎぬを着た先輩は、めちゃくちゃカッコいいんですよ。綺き麗れいだし、神秘的だし、所作なんか水が流れるようで見み惚とれるし。生きて動いているのが不思議なくらい、薄うすい光のオーラを纏まとって見えるんです。白雪さんや黒曜さんも綺麗だけど、先輩はそれ以上です」

「ちょ、ちょっと待て。とにかく待て」

「言っときますが、もう何度惚ほれ直したかわかりません。狩衣、最高で……」

　バサッと布のはためく音がして、いきなり視界が真っ暗になる。

　次の瞬しゆん間かん、身じろぐ間もなく唇くちびるを柔やわらかな感かん触しよくで塞ふさがれた。続きの言葉を吞のみ込んで、星七はパチパチと瞬まばたきをする。突とつ然ぜんの口づけは鮮あざやかな余よ韻いんを残し、またすぐに離はなれていった。

「せ……」

「このバカ」

　キスを隠かくすために乱した上着を戻もどし、憮ぶ然ぜんとした表情で伊澄が言う。

「俺は弁えるって言ったんだぞ。逆に煽あおってどうする」

「そ……そんなのアリですか。好きって言えって、そっちが」

「褒ほめろとは言ってない」

　むっとして横を向き、彼は赤くなった顔を手のひらで隠した。何だか、その仕草が拗すねている少年のようでやたらと可愛かわいらしい。いつでも自信に溢あふれている伊澄はそこになく、悪いとは思いながらも星七は笑い出してしまった。

「おまえなぁ」

　怨うらめしげな目つきで、伊澄は溜ため息いきをつく。

「帰ったら、覚えてろよ」

「いいですけど……まだ、今日は始まったばかりですよ」

「……今すぐ帰りたい」

　手のひらの陰かげでぼそりと呟つぶやかれたが、もちろん聞かなかったことにした。何しろ、せっかくのデートなのだ。二人でやりたいことはたくさんあるし、話したいことはもっとある。

　すれ違っていた五年間、相手へ伝えたいと思っていた数々の出来事。

　諦あきらめようとして、でもできなくて、燻くすぶり続けていた日々の想い。

　触ふれ合うたびに後こう悔かいは薄れ、新しい愛が過去を上書きしていく。けれど、星七は決して忘れたくはなかった。初はつ恋こいと知った日に失しつ恋れんをした、愚おろかで愛しいあの日の自分を。憧あこがれを胸で温めながら、ひっそりと伊澄を目で追っていた時間を。

「──星七」

　行こうか、と伊澄が右手を伸のばしてきた。

　ためらうことなくその手を握にぎり返し、星七は「照れますね」と笑う。

　ちび神さまの結んでくれた恋を、ずっと大事にしていこう。

　そんな心の呟きが聞こえたように、伊澄が「好きだよ」と囁ささやいた。
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　ルビー文庫の読者さま、はじめまして。神かん奈な木ぎ智さとるです。このたびは、ちび神さまを読んでいただき本当にありがとうございました。お花ちゃんを中心に、拗らせた初恋が五年の年月をかけて優しく結ばれていく様子を楽しんでいただけたら幸いです。書いている私も、ノンストレスの可愛い世界を心ゆくまで味わいながらエンドマークまで辿り着けました。大好きな両片想いネタを、初登場のルビー文庫さんで書けたのもとても嬉しかったです。

　作中では特に言及していませんが、伊澄が進学したのは普通の大学です。神職の資格を得る勉強は、長期休暇などを利用しておりました。同時にお山で修行もしていて、そこで霊力に磨きをかけた、という設定です。幼い頃から白雪や黒曜とは普通に会話したり遊んだりしていたので、戻ってきたら可愛げがすっかりなくなっていたと二人はさぞ不満だったでしょう。そこへお花ちゃんが現れたので、退屈嫌いな鶴と狼はすぐめろめろに（笑）。人間ではない彼らのやり取りを書くのも、実は凄く楽しかったです。伊澄も星七の前だとデレてますが、本来はけっこう冷めた男なのでそういうギャップ面ももっと書きたかったなぁ。案外、拗らせ具合は星七よりも伊澄の方が深刻だったかもしれませんね。

　作品世界を何十倍も素敵にしてくださったイラストは、おおやかずみさまです。以前から憧れの方でしたが、まさかお仕事でご一緒できる日が来るなんて夢にも思っていませんでした。今は次々と届くときめき満載なラフに、ああ夢じゃなかった、と感激しているところです。それなのにいろいろとご迷惑をおかけしてしまって、申し訳ありませんでした。おおやさまに命を吹き込んでいただいたキャラたちが素敵すぎて感謝の言葉もないほどですが、しばらくは幸せな気持ちに浸りながらイラストを眺めて日を過ごそうと思います。大変お忙しい中、本当にありがとうございました。特に白雪と黒曜を拝めた瞬間、私は萌え死にました……。実は主役二人のバックにちび花ちゃんがたくさん描かれたラフもあって、あまりの可愛さに担当さまと電話口で大はしゃぎしてしまったのですが、いつか何かの機会に皆さまにお目にかけられる時があればいいなぁ、なんて密かに思っています。

　担当のＫさまにも、初仕事からいろいろご面倒をおかけしてしまって猛省です。最後まで温かく力強くご指導いただき、ありがとうございました。こんな私ですが、どうか今後ともよろしくお願いいたします。

　そうして、読者の皆さま。少しでもお花ちゃんたちを気に入ってもらえたら、こんなに嬉しいことはありません。何かあったら、気軽に感想やご意見をお聞かせくださいね。心からお待ちしております。

　ではでは、またの機会にお会いいたしましょう──。





https://twitter.com/skannagi（ツイッター）　神奈木　智　拝
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